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　　　　　　　　　　１






「いくわよー、エモちゃんー」


　白いテニスボールが高々と真っ青な夏の空にトスされる。


「はいっ！」


　強烈なドライブのかかったサーブを打ち込まれ、江森えもり五月さつきは猛然とダッシュしてなんとか追いついた。だがリターンボールはラインアウトして、ネットの向こう側で藤谷ふじたに瞳ひとみはラケットを振ってガッツポーズをした。


「先輩、お手柔らかに頼みますよー」


　乱れた真ん中分けの明るい茶色の髪をかきあげながら、やはり茶色の丸い大きな瞳を困ったようにこちらへ向ける、大柄な二枚目を藤谷瞳は笑いながら見つめた。


「なに、言ってんの、エモちゃん。ここんとこ練習をサボった罰よ」


「かなわないなあ」


　大学の先輩でもあり、勤務する製薬会社でやはり恐いお姉さんでもある藤谷瞳には頭が上がらない。江森はタオルで汗を拭きながらベンチに引き上げた。


　今日は土曜日で、久々にテニス同好会の練習に顔を出したのだが、藤谷に捕まって散々相手をさせられてしまった。


　先にベンチに引き上げていた藤谷は、スポーツ飲料のペットボトルに口をつけながら、江森に手招きする。


「どうしたの、夏風邪ぐらいで四日も休んでおいて、まだ病み上がりですなんて言い訳するつもり？」


「実は……」


　江森は自分もペットボトルを手にすると「僕、盲腸、切ったんですよォ」と打ち明けた。


「ええっ、盲腸ですって？」


　藤谷は大声を出して、目の前の大男を上から下まで眺めた。そりゃ、でかくて頑丈だと、大学時代から知ってはいたが……。


「言ってくれればみんなでお見舞いに行ったのに！」


　周りにいた同好会の女子部員達も聞き付けて、「エモちゃん、水くさーい」と口々に言うので、江森はぶんぶん首を振った。


「とんでもない、そんなこと。それに、たった三泊四日ですもん。お見舞いに来てもらう時間もありませんでしたよォ」


　それだけではない、大量の女の子達が見舞いに駆けつけたりなどしたら、病院に勤めている恋人に誤解の種を蒔くことになるではないか。夏風邪と会社に届けておいたのは正解だったと、江森はホッとした。


「でも、三泊四日なんてそんなにすぐ退院しちゃって平気なの？」


　頑丈な江森は、先週の水曜日から土曜日まで会社を休み、しっかり月曜には出勤していたのだ。その後も外資と合併に向けての忙しい日々を体力で乗り切っていた。


　そして無事に合併の発表を迎え、やっとテニス同好会の活動も再開したところだった。


「ええ、ぜーんぜん、平気なんですよ」


「それにテニスなんかしちゃって！　まだ十日ぐらいしか経ってないじゃないの」


　藤谷の怪訝な声に、江森は胸を張って答える。


「大丈夫です。執刀したのは名医ですから！」


　そう、執刀医は私立Ｊ医大第２外科所属の若手医師・柴田しばた浩司こうじ、しかも江森の最愛の恋人だ……。


　製薬会社の営業マン通称ＭＲ（診療情報提供者Medical Representative）である江森は、今年の二月にＪ医大の担当となり、柴田と知り合ったのだ。出会ってすぐ二人は恋に落ち、色々な事件を乗り越えて六月から同棲しているという訳である。


「それにしても、ちゃんと言ってよ、エモちゃん」と打ち明けられた藤谷は呆れながら言った。


「ごめんね、走らせちゃって。おなか、平気なの？」


「ええ。あのね、『腹腔鏡ふくくうきょう』って手術でしたから」


「ふくくうきょう？」


　ちょっと江森は得意げに説明を始める。


「ほら、胃カメラってあるでしょう？　ああいうのを、おなかに小さな穴を開けて入れて、それを見ながらマジックハンドみたいので手術するんです。おなかを大きく切らないから、入院も短くて済みますし。四日で退院できるんですよ」


「へぇー、ユーフォーキャッチャーみたいなもんなの？」


　横で聞いていた若い女の子が口を挟む。江森はうーむと思ったが、まあ、原理的にはそんなもんかもと首を縦に振った。


「おなか、切らないんだー」


　藤谷の眼がキラリと光る。


「じゃあ、もう一ゲーム、やっても平気ね？」


「うっ」


　藤谷は元気良くラケットを取り上げる。


「来週、大学時代の仲間とテニスに行くのよ。少し練習しとかなきゃ」


　江森は「いいなぁ、旅行かぁ」と言ったあと、思いついて尋ねてみた。


「どこ、行くんですか？」


「信州のリゾートホテル」


　そういえば合併後に取ると決めていた夏期休暇はこれからだ。夏休み、旅行に行こうとは言っていたが、盲腸騒ぎでまだホテルは決めていない。


「そこって、いいところですか？」


　藤谷の告げた名前は、江森も良く知っていた。名の通ったアメリカのホテルチェーンで、出張の時、江森も何度か利用したことがある。しかし信州は長野県にもあるとは知らなかった。


　藤谷は二、三度しか行っていないが、なかなか気に入っていた。Ｇ　　　Ｍジェネラルマネージャーが渋い、いい男なのだ。ちょっとおじさまではあるが。それには触れず「新しくて綺麗だし、いい感じよ」と藤谷は答えた。


「テニスコートも八面あるし、屋外に温水プールもあるのよ」


　それはいい……柴田は中学から水泳部だったので泳ぐのが大好きなのだ。テニスの合間に泳いでもいいだろうと江森は乗り気になる。


「ＨＰ、あります、そこ？」


　帰ったらインターネットで予約しようと江森は電子手帳に打ち込んだ。








　土曜日、柴田は午後からホテルで行われる学術講演会に出席していた。製薬会社が主催して行う新薬の治療成績や副作用報告で、終了してから懇親会と称する立食パーティがある。しかし講演が終わると、


（別に飯が食いたくて来た訳じゃないからな）


　柴田は配られた文献を抱え、会場を出ると足早にクロークを目指した。クロークで荷物の出てくるのを待っていると、「先生」と声をかけられる。振り返ると、同じ第２外科で六年先輩の林医師が立っていて、隣には研修医の坂口さかぐち利之としゆきもいる。


　坂口は三ヵ月ほど前、三病棟で柴田の下についた。そのとき偶然柴田がゲイと知り、反発したこともあったのだが、今はわだかまりもない。逆に柴田の繊細で傷つきやすい一面を見て、自分が支えてやろうと決心している。さらに江森に宣戦布告までしているのだがもちろん柴田は全く気づいていない。ちょっと気安く話せる後輩、ぐらいにしか感じていないのであった。


　林は、「先生、懇親会は出ないのかい」と尋ねる。


「ええ、俺は……」


　坂口は思わぬ場所で柴田に接触出来たので、ひどく喜んでいた。


　先程、会場内で柴田を見かけて以来、懇親会に誘おうとてぐすねを引いていたのである。


　今は柴田の勤務する三病棟ではなく、五病棟の林の下なので、医局会や症例検討会などでしか柴田に会えないのだ。それが今夜は一緒に食事が出来るかも知れない。


「先生、一緒に出ましょう」


　坂口にも熱心に誘われ、柴田は渋々頷いた。立食パーティは一人で出席すると話かけられるので、あまり好きでないのだ。コンパニオンの女性も苦手である。


「じゃあ、少しなら……」


（やったね！）


　さりげなく坂口は柴田の肩に手をかけ、「さ、行きましょう」と誘導する。


「……ん」


　自覚していないのだが、柴田は坂口には妙に心を許している部分があった。親しく接触されてもあまり嫌がらないのにはわけがある。


　坂口はすらりと背が高く、真ん中分けの髪に眼鏡をかけ、優しい面長の二枚目で、柴田の幼なじみで初恋の相手である内科医・相沢あいざわ和彦かずひこに雰囲気が似ているからなのだ。これは宣戦布告をされている江森にとっては最大の心配ごとなのだった。








　立食パーティの会場は、結婚式用の広い宴会場だった。


　製薬会社の取締役と世話人である某国立大学教授の挨拶が終わり、ビールの栓が抜かれると、林はいそいそと料理を取りに出掛けた。


　林はひょろりと痩せて肌の色は浅黒く、ぱっと見では明治・大正期の結核を病んだ小説家といった風貌だ。本当はスポーツ万能で性格はおおらか、そして痩せの大食いという外見とは正反対の実態であった。間もなくオードブルやらチキンやらパスタやらを山盛りにした大皿を掲げて戻ってくる。節操のない盛り付けに、料理が得意の坂口は顔をしかめる。


「先生、味が混じっちゃうじゃないですか。それに冷たいものと温かいものは別に取らなくちゃ」


　坂口の非難に林は、「どうせ胃袋に入ればごたまぜになるんだ」といなす。


「やれやれ……」


　坂口は自分も料理を取って来ようと林を残して歩きだした。


　林は柴田の方を向き、「実はさ、女房と子供は夏休みで先に実家に帰っててなー」


　チキンにかぶりつきながら、説明する。


「今夜はこれが俺の夕飯ってわけさ」


「はあ」


　愛想のない返事をする柴田だが、これはいつものことなので、林も気にもとめない。


「柴田、お前も何か取って来いよ」


「はあ」


　柴田はため息をついて、クロスに覆われたテーブルの上の料理皿を遠くから眺めた。実のところ、ずらりと食物が並んでいるのを見ると、それだけでおなかが一杯になってしまうのである。それもあって、立食は苦手だった。逡巡しながらグラスを口に運ぶ。


　スモークサーモンとテリーヌを確保して帰って来た坂口が、見かねて「先生はここにいて下さい。僕が先生の分まで取って来ますから」と申し出た。


「……すまん。頼む」


　坂口はテーブルに近づくと、あれこれ吟味する。


「これならいいかな。柴田先生は、好き嫌いはないけど小食だからな……」


　坂口はいろいろ考えたあげく、オードブルの取り合わせにミニサンドウィッチを添え、柴田の元へ戻った。


「これ、食べて下さい」


「ありがとう」


　柴田が皿を受け取ると、坂口は「先生、ローストビーフ、嫌いですか？」と尋ねた。ローストビーフは立食の目玉商品で、シェフが焼き立ての大きな肉の塊を長いナイフで切り分けているのが、人だかりの向こうに見えている。


「ううん」


「じゃあ、取って来ますね！」


　大皿を半分ほど平らげていた林が、「俺にも取って来てくれよー」とうなり声を上げた。


「駄目です。お皿を三つは同時に持てません。僕と柴田先生の分で精一杯です。林先生は自分で取ってくること」


　坂口がにべもなく断るので、林は恨みがましく睨んだ。


「お前、柴田にばっかり親切にして、何だよそれ」


　坂口はにっこり笑った。


「柴田先生は僕の大切な人ですから」


「お前、今の指導医オーベンは俺だぞ？　俺を大切にしないなら、病棟で苛めてやる」


　聞いていた柴田は驚いて、「あの」と言いかけたが、坂口は動ぜず、「どうせもう、来月から病棟交替ですからね。オーベンも変わりますから、平気ですよ」といなす。


「まったくもう、最近の若い者は！」


　林はガハハと笑いながら、最後のチキンを口へ運んだ。


　柴田が唖然としていると、坂口はさっさと壁際のテーブルへ行き、切り分けられたローストビーフの皿を二枚持って戻ってくる。


「おお、美味そうだな、俺も取ってこようっと。そうだ、ついでにあっちの鮨ももらって来るぞ」


　林はコップのビールを飲み干すと、いそいそと歩きだした。


「どうしたんです、先生？」


　柴田がフォークをいじりながら首をかしげてこちらを見るので、坂口は心配になった。


「美味しくないんですか？」


「じゃなくって……お前って社交家なんだな」


「ええ？」


「だってさあ、さっきの会話って、なんかすごく、社交的だったよ」


　坂口は呆れて柴田の顔を見た。


（全然普通の会話じゃないか……）


　でも、と坂口は思った。そして「先生は社交的でなくてもいいんですよ」と宣言する。柴田が社交的になったら、ライバルが増えるだけなのだから。


　この年上で有能な医師は、自分のことをまるで勘違いしていると坂口にも良く分かっている。小柄だがスマートで均整のとれた身体、切れ長の眼に細い眉、そして華奢な造りの顔はきりっとしていて、女顔ではないが性を超越した美しさがあった。七三に分けた髪が額に落ち、その間からじっとこちらを見上げる顔はえもいわれぬ艶を含んでいる。


　普段、病院では俯いて仕事に励んでいるので、この美しさに気が付かない大ボケが多いのだ。しかもぶっきらぼうな話し方のせいで、冷たくて皮肉屋と誤解されている。だからこそ、目をつける奴が少ないのに、これで柴田が社交的になったら……。


「無愛想な方が先生らしいから」


　坂口はきっぱりと言い切った。


「そ……うかな？」


　なんだかよく分からないが、ちょっと柴田は安心してホースラディッシュを乗せた肉の切れ端を口へ入れた。


　そこへまたいそいそと林が戻って来る。そして柴田に、「フカヒレスープ、あったぜ」と手に掴んだ中華スープの椀を一つ、差し出した。


「冷めないうちに飲めよ」


「あ。どうも」


　柴田が受け取ってレンゲを口に運ぶので、坂口は「先生！　駄目です！」と叫んだ。


「え？　あッ、アチチ！」


　坂口の制止は一瞬遅く、柴田は悲鳴を上げる。なんとか椀を取り落とさずに、テーブルへ戻すと、急いでビールをがぶりと飲んだ。


「先生は猫舌なんですから、駄目ですよ！　フカヒレはドロッとしてますから、すっごく熱いんです」


　まめまめしく坂口は涙目になっている柴田の口を拭いてやると、すぐ傍を通ったボーイの盆からオンザロックのグラスを一つ取った。そしてスプーンで氷を掬い出すと、「口、開けて」と指示する。


「……ん」


　柴田は言われるままに小さな口を開ける。


「火傷したところで、氷を少し嘗めてるといいですよ」


　柴田を自宅に招いて手料理を御馳走したこともある坂口である。柴田が猫舌のことは先刻承知なのだ。


「いやー、そんなに熱かったか。悪い悪い」と謝る林を「めっ」と睨んだ。


　舌を火傷してしまったので、柴田はなんとなく気がそがれ、どうにかローストビーフは平らげたものの、「もう、いいや」と呟いた。


　林は自分のせいとひどく恐縮し、「蕎麦、取って来てやるよ、な？」と、声をかける。


「冷たいのなら、大丈夫だろ？」


「……すみません」


　いそいそと蕎麦を取りに行く林の後ろ姿を、坂口は複雑な思いで見送った。


（そうなんだ……柴田先生って。世話を焼きたくなるホルモンが出てるんだよな）


　溜め息をつき、ビールを飲んでいる柴田を振り返る。そして、「先生、このあと、酒でも飲みに行きませんか？」と断られるのを覚悟で誘ってみた。


「……いや、いい」


　あっさりと言われ、仕方がないと坂口は肩を竦めた。恋人である江森五月を、柴田が一番大切にしているのは当たり前だ。同棲中の柴田が、恋人以外の男と土曜日の夜、飲みに行くはずもない。不必要な嫉妬は無意味と頭脳派の坂口は割り切っている。


「先生、夏休みはどうするんですか？」と話題をさっさと切り替えた。


「うーん、まだ決めてないけど、テニスしに行くらしい」


　ここがトロいところで、坂口は江森と自分のことを知っている数少ない人間の一人、と柴田は妙な安心感を持っている。もちろん坂口が江森にライバル宣言しているなどと知る由もない。


「もちろん、江森さんとですよね？」


　坂口の誘導尋問に引っ掛かり、続けてへらへらと煽るようなことを言ってしまった。


「うん、俺、テニスしたことないけど、あいつ、教えてくれるから」


　江森がテニスボーイというのを坂口も良く知っている。坂口自身、大学時代はテニス部だ。さりげなく、「僕、大学時代、テニス部だったんですよ」とアピールする。


「そうだ、今度三人でテニスに行きましょうよ！」


　これはいいアイディアと、坂口は自画自賛した。こうやってなるべく接点を増やし、ずるずると仲良くなって……そのうち江森を追い出してやる！


「そうだな……」


　柴田は首を傾げて考える。江森が坂口に敵愾心を燃やしているというのは、さすがに認識している。しかし自分が坂口に恋するはずがないと信じているので、別に問題はないと考えてもいた。


（あいつって、変なことにヤキモチ妬くんだよな……俺が坂口なんか、好きになる筈ないのにさ。それに、坂口はノンケで俺のこと、先輩って思ってるだけなんだから）


　一度、坂口に「僕と付き合いませんか」と告られたことはすっかり忘れている。


「うん、いいよ」


　コクンと頷いて、にっこりと笑ったので、坂口はオンザロックのグラスを取り落としそうになった。柴田は何も気づかず、続ける。


「お前、テニス巧いから、丁度いいな。俺、下手くそだからさぁ、江森の相手、してやってくれよな？」


（ああ……なんてトロい人なんだ……）


　坂口は江森が少し気の毒になった。　








　柴田がマンションに帰ると、江森は風呂上がりのトランクス一枚で、缶ビールを片手にリビングのパソコンの前に座っていた。


「浩司さん、ちょうど良かった。こっちへ来てよ」


「なんだ？」


　近寄ってモニターを見ると、モダンなインテリアの部屋が映っている。原色を使った抽象画のリトグラフが壁にかかり、パステルカラーの絨毯は幾何学模様だ。応接セットが窓際に置かれ、奥にはベッドが二つ、並んでいる。いきなりのベッドの映像に柴田は「なんだよ、いやらしいサイトでも覗いてんのか？」と呆れ声を出した。


「違うよォ、ホテルの客室だよ。夏休み、テニスに行こうって言ってたじゃない？　ここに決めたんだ。リゾートイン・信州っていうんだけど」


「ふぅーん」


　クリックすると、プレジデンシャルスイートという一番高い部屋が現れた。


「うっわー、すげえな」


　客間にはグランドピアノと巨大スクリーンの映写機が置かれ、専用バーもついている。風呂はジャグジーだ。


「ここはちょっと、僕の予算じゃ無理。一泊三十万円だってさ」


「へーっ」


　クリックして元の画面に戻る。


「僕たちはこっちのだよ」


　ツィンルームだが、ベッドはクィーンサイズでなかなか広い。


「ここはね、アメリカのホテルチェーンだから、みんなガイジンサイズで広いんだよ。僕も出張の時、よく使うんだ」


　リゾートイン・チェーンはビジネスマンをターゲットとしたシティホテルなのだが、最近ファミリー向けのリゾート型に進出し、このリゾートイン・信州は第１号なのだ。


「このベッドなら大きいから、お前も楽々眠れるな」


　柴田がなにげなく言うと、江森は肩を抱いて囁いた。


「浩司さんと二人でも大丈夫だね」


「あ……」


　もう同棲して何カ月も経つのに、柴田は急に恥ずかしくなった。画面にどうどうと映っているベッドが妙にいやらしく感じられる。


（だって……こ、ここで……）


　江森はクスクス笑いながら、柴田を抱き寄せ、膝の上に座らせる。


「僕と浩司さんの新婚旅行だもん、うんといっぱい、しなくっちゃね」


「バカッ」


　ＧＷに一度、泊まりがけで旅行したことはあったが、仕事の都合で慌ただしく、日帰りに毛が生えたようなものだった。しかもホテルはドタキャンを回してもらった関係で、あまりいいところではなかった。それが今回は、いい部屋をまえもって予約することに成功したのだ。それでも忙しい二人のスケジュールを合わせて一緒に夏休みを取るのは至難のワザで、そのおかげでこのところ二人とも死に物狂いで働く羽目に陥っていた。しかしこの数週間の激務も、柴田と新婚旅行をするためならたいした苦労ではない、と江森は思う。しかも三泊四日だ！


（三回、出来るんだ！）


　江森の期待は限りなく膨らむ。


「昼間はうんと遊んで、で、夜はうんとエッチしようね？」


　鼻息も荒く江森が言うので、柴田は呆れた。


「もうっ、今だって、うんとしてるじゃないか」


　江森は不満げに口を尖らせる。


「そんなことないよ、週末にちょっとだけじゃないの、僕、全然足りないよ」


「……ホントにもう……」


　それでも柴田は笑いながら江森の胸に頭を預けた。








　ベッドに入ると江森は喜々として、「浩司さん、上に乗って」と柴田の手を引いた。


「ええっ、今夜もか？」


　上が嫌というわけではないのだが、どうも下から見られるのが恥ずかしい柴田である。見られるのは上からだろうが下からだろうが関係ないのだが……。


「だって先週、オペしたばかりじゃない」


　これを理由に江森はちゃっかり柴田を上にして楽しんでいた。実際には手術箇所はまったく問題ないのだが、


「痛くなると困るから」


　そう言われると、柴田も従わざるを得ない。本当のところ、手術をした翌日に病室で柴田を組み敷き、思いを遂げた江森なのだから、いまさら痛くなる筈はないのだ。トロい柴田はすっかりそのことを忘れている。


「ね、早く呑んで」


　自分の根元を支え、ねだる江森にこっくりと頷くと、柴田はおとなしくその上に自分を沈めて行く。


　膝を立ててしゃがんだ格好は、呑み込むあの場所まで丸見えで、江森はお気に入りなのだ。


「あ……ッ、ンッ、う……」


　まだ十分開かれていないので、少し苦しげに眉を顰め、華奢な顎を突き出し、懸命に呑み込む。その様子が健気で、江森は胸が熱くなってしまう。


「あ、ううッ」


　柴田はぎゅっと目を瞑り、自分の指で開き始めた。叢に忍ばせた長い指が、そそり立つ柴田自身の根元でくねくねと動くのを見て、そのいやらしさに江森はゾクリとした。


「それ、いいな、浩司さんの指、長いから前から届くんだねー」


「バカッ、んなこと言うなよッ、恥ずかしいッ」


　柴田は眼を潤ませて睨む。


「いいじゃない、二人っきりだもん。もっと恥ずかしいこと、言っちゃおうっと」


「だ、駄目……」


　少しＳの気があるので、このシチュエーションはたまらない。江森は後ろから自分の指を江森の秘部へと伸ばした。


「あ……ッ」


　江森の指が自分の指に絡んだのを感じ、柴田はびくりと身体を竦ませる。江森はクスクス笑いながら、柴田の指を捕らえた。


「開くの、手伝ってあげる」


　開こうと蠢かす柴田の指が自分のモノにも絡むので、江森は高ぶって来た。


「僕の指、浩司さんのと一緒にアソコに入れたいな」


「む、無理だよッ、お前の太いのが入ってんだからッ」


　その通りなのだが、自分の思いつきをどうしても試したくなり、江森はガバと跳ね起きた。


「わあっ」


　驚きの声を上げる柴田を組み敷き、自分のモノを引き抜いた。


「あ……ッ」


　半分まで呑み込んでいた柴田は、いきなり抜き取られ、せつない声を出す。


「浩司さん、変わりに自分の指、入れてよ」


「や、やだッ」


「入れてってばー」


　江森は柴田の手を取ると、後ろへと導いた。そして柴田の指に自分の指を添えると、秘部へとねじ込む。既に江森のモノを呑んでいたソコは、二本の指をやすやすと受け入れた。


「ね、自分で動かしてごらん？」


「あ……や……」


「じゃあ、僕が動かしてあげる」


　江森は内部で指を動かし始める。そして時折、柴田の指に絡めた。


「ああ……うう……」


　自分の指がつられて動いてしまうので、柴田は呻き声を上げた。


「浩司さん、いやらしいな、自分で動かしてるよ？」


　耳元で囁かれ、柴田は涙目になったが、何しろ手首を掴まれているので抜き取ることが出来ない。空いている片手で抵抗すれば済むことなのだが、どうもトロい柴田にはそんなことも思いつかないのだった。


「や……だ、は、なして……さつき……」


　掠れ声で哀願するので、これでは江森のＳ心を煽るだけである。


（うわーッ、サイコーにかわいいッ、浩司さんッ）


　江森は興奮して鼻息も荒く、さらに責め立てる。柴田が自分で慰めるシーンは何度か見ているが、後ろを慰めるのを見るのは初めてなのだ。なかなか新鮮ないやらしさである。


「もっと動かしてよ。イッたら許してあげるから」


「そ、そんな……無理だ」


　柴田はぎゅっと眼を瞑ると、イヤイヤと首を振る。


「大丈夫、僕も手伝ってあげるからさ」


　江森は指を大きく動かす。


「あ……ッ」


　次第に中がほぐれて快感が強まり、柴田は自分から膝を立て、腰を浮かせた。


「ヤラシー、浩司さん、してもらいたいんだ、これ」


　江森は囁きながら、内部の柴田の指をいじる。


「自分でも動かしてごらん？」


　羞恥心で柴田は喘ぐ。


「ね、動かしてよ」


　内部で自在にクネクネと動く細いけれど固いものは、太いアレとはまた別な快感を生じている。


「あ……んんッ」


　ついに柴田は観念してコクリと頷いた。自分でも長い指を揺らめかせ始める。もう熱が上がって、これ以上我慢が出来なくなっている。


（やったね！）


　頬を上気させ、小さく口を開け、少し眉を寄せて指を動かす柴田の表情を江森はしっかり鑑賞する。


「浩司さん、自分でいい所、擦ってよ。僕、うんと深く入れるからさ」


「……うん」


　柴田が真面目な顔で頷くので、江森は有頂天になった。


（もう、信じられないくらいトロいな、この人は……）


　言われるままに柴田は浅い部分を擦り始める。この部分がＧスポットなのだ。


「あッ、も……」


　すぐさま先端から液が滲み出す。


　うっとりと眼を瞑り、喘ぐ顔を見ながら江森は自分の指をもう一本増やした。


「あ……駄目……」


　うめく柴田に、江森はまた耳元で囁いた。


「駄目じゃないよ、浩司さん、楽々入るじゃないの」


「さ、五月……」


　三本の指を受け入れている柴田の内部はどんどん柔らかくなって来ている。もうそろそろだ……。


「五月、五月、もっと深く、深く入れて！」


　指だけでは、柴田の好きな奥までは届かないのだ。だが江森はタイミングを見計らって、二本の指を出来るだけ深くまで入れると、思いっきり開いた。


「あ、あああッ」


　悲鳴を上げる柴田にかまわず、もう一本指を増やす。そして激しく内部を抉った。


　狭い入り口をいっぱいにこじ開けられ、粘膜を抉られ、まるでアソコから身体をまっぷたつに裂かれたように感じ、柴田は「さつきッ」と叫んだ。


「イクッ」


　身体を弓のように反らせ、柴田は白い液を放つ。


　急速に締まる内部から江森は指を抜くと、ケイレンを続ける身体に侵入した。そして足を抱え込み、最奥へ到達すると体重をかける。


「あああッ、そ、そこッ」


　一番好きな最奥に塊がねじ込まれ、柴田は再び身体を反らせる。放出するものは残っていないのに、快感の波が全身を幾度も過る。今まで到達したことのない奥まで熱が侵入した。


「ア、アアアッ」


　狭い通り道がもう一度収縮し、僅かに残っていた液が絞り出される。


「さつき……ッ」


　目の前に真っ赤な光が炸裂した………。


「浩司さん、やり過ぎちゃった？　大丈夫？」


　江森の心配そうな声に、柴田はようやっと重い瞼を開けた。どうも意識が飛んでいたようで、江森がペチペチと自分の頬を叩いていた。


「俺、完璧、イッちゃったよ……」


　弱々しく呟くと、柴田は江森の胸に頬を寄せる。


　まだ江森は自分の中にいて、ぼーっとしていたのはほんの一瞬らしいと少し安堵する。


「良かったー、ヤリ殺しちゃったかと思ったー」


「お前な……」


　確かに「お前にならヤリ殺されてもいい」と何度も言ったけど……。柴田は呆れ顔で江森を見上げた。


「これはもう、なしだぞ。俺、死んじゃうよ」


「ごめんねー、でも良かったでしょ？」


　言われて柴田は素直に頷いた。確かに良かったことは事実なのである。どうもこの男には弱い柴田であった。笑いながら江森は腰を動かし始める。


「じゃあ、今度はフツーでやるね？　なら、いいでしょう？」


「……ん」
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「あれ？　雨かな？」


　江森はシャワー上がりのびしょ濡れの髪を乱暴にタオルで拭きながら、大きなフランス窓へ近寄る。窓の外に広がる芝生はしっとりと水を含んでいるようだ。所々に置かれた白いガーデンセットも濡れている。左手奥のこんもりした森は白くぼやけている。持っていたいたタオルを首にかけると窓をぐいと押し開けた。


　遠くの山々は霞んでいたが、高原特有の朝霧がたなびいているためで、東の空はバラ色に染まっている。地面やガーデンセットが濡れていたのは、夜の間に降りた露のせいだった。


　今日もいい天気になりそうだ……。


　冷気が暖かい部屋に流れ込み、ぶるっと鳥肌が立った。信州の朝は八月でもひどく寒い。


「いっけね………」


　急いで窓を閉めた。自分も腰にタオルを巻いただけの姿だが、柴田も裸で寝ているのだ。


「風邪、ひいちゃうよ」


　振り返り、部屋の中を見回した。


　二つ並んだクィーンサイズのベッドの片方がまるで使われた形跡が無いことに気づき、


「あ………やば」


　急いで近づいて毛布をめくり、シーツをしわくちゃにした。


（ベットメイキングの人にばれちゃうよー）


　もう片方のベッドサイドへ行くと、眠り込んでいる柴田をいとおしそうに見つめる。


　柴田は昨夜の行為に疲れて、しどけなく手足をしわくちゃのシーツに預け、ふかふかの羽根枕に顔をうずめるようにしている。つやつやした短めの黒髪は、いつもはきちっと七三に撫でつけられているのだが、今はばさばさに乱れている。細く描いたような眉、すっきりと高い鼻筋、いつも冷たい雰囲気を感じさせる切れ長の眼は閉じられ、長い睫が細かく震える。薄い唇は僅かに開けられ、小さな顎はツンと上を向いて、まるで江森の口付けを待ち望んでいるかのようだ。


「浩司さん………愛してる」


　こんな広い世間で、偶然会った二人が、この世にかけがえのない相手として恋に落ちるなんて……何という奇跡だろう、と江森は思う。しかも同性だったのだから……まるで信仰心の無い江森ですら、（ロマンスの神様）は実在するのでは、と思ってしまう。


　昨夜の行為は身も心もトロけるようなものだった………。


　あまり経験の無かった柴田に比べ、江森は女に不自由をしたことがなく、多くの女達と身体を重ねていた。が、柴田とのセックスは今まで自分が経験したどんなセックスとも比べられないと、江森は感じている。それは本当に愛し合う者同士だけに許される、天上の悦びなのだ。


　昨夜の柴田を思い出すと、知らず知らず唇の両端が上がってしまう。あんな夜がもう二回、過ごせるのだ。柴田の上に覆い被さり、顔を近づけた。


「浩司さん？」


　耳元で囁くが、柴田は身じろぎをするだけだ。


「ちょっと、疲れさしちゃったかな。結構、しちゃったし……」


　それに昼間もテニスに水泳と、随分身体を動かしたから……。


　急に昨日、プールサイドで柴田は、いかにもという外人の男の二人連れにナンパされた事を思い出す。


（ホントにもう、この人って、綺麗だって自覚がないから……）


　呆れて美しい寝顔に見入る。身長１７０㎝と、背は高くないが、水泳で鍛えた身体は逆三角形のイアン・ソープ型だ。上半身は逞しいが腰はキュッと締まって細く、小麦色に日焼けした肌は染み一つない。発達した筋肉の躍動する背中の美しさは格別だ。手足もすらりと長くて、見ているだけで江森はむらむらする。


　だいたい東洋人は童顔で、その道の外国人にはただでさえもてる。それを柴田がプールサイドで競泳用のビキニを食い込ませてガイジンの前など歩いたら、


「もー、アリの群れの中に角砂糖を投げ込むよーなもんだよな」


　今日は絶対、プールには行かせない、と決心している。実はもう、手も打ってあるのだ。


（そうだ、ドライブにでも行って、信州名物のお蕎麦でも食べようかな）


　ふと、濡れた髪から滴が柴田の額に落ちた。


「ん……ッ」


　顔を僅かにしかめると、ぶるぶると頭を振る。


「ンン……ッ」


　手足を突っ張って猫のように伸びをすると、うっすらと瞼を開けた。


「オハヨ、浩司さん」


「ア……ッ」


　いきなりドアップで江森の顔が視野に飛び込んで来たので、柴田は顔を赤らめた。


「……なッ……なんだよッ」


　寝顔を見られていたのかと思うと、照れ臭い。わざと邪険に言うと、横を向いた。毛布を首まで引き上げる。と、昨夜の行為が脳裏に蘇って来て、ますます頬が赤くなり、腕で顔を隠した。なんだか昨夜は夏休みという解放感に加え、ルームサービスで夕食を取った後飲んだシェリー酒が旨くて酔っぱらってしまい、ひどく大胆だったような気がする……。


「浩司さんたら、なに照れてんのさ。初夜だったわけでもないのにィ」


「バ…バカッ、言うなッ」


　覆い被さってくる江森の胸を必死で押し戻すと、江森の首にかかっていたタオルを取り、急いで腰に巻く。転がるようにベットから出た。


「シャワー、浴びてくるから」


　きっぱり言う。


「ええー？　も、一回、しようよー」


「バカッ」


　また赤くなってしまう。


「そ、掃除のひとが来るよッ」


　江森はにやっと笑う。


「だいじょぶですよォ、ルームサービスの、外に出したついでに、Don’t Disturbのふだ、下げといたから」


「アッ……」


　まったくそういう事には、良く頭が回る奴なのであった。


「駄目ッ、ンなんじゃ、東京にいる時と変わんねーじゃねーかッ、せっかく来たんだから、時間は有効に使うッ」


　言い捨てて、バスルームへと入っていった。すぐにシャワーの水音が始まる。


「真面目なんだからなー、浩司さんって。典型的日本人だね」


　バケーションなんて、何もしないでボーッとしているものなのだ、と江森は思っている。


「恋人と二人、リゾートホテルで抱き合って過ごすなんて、他のどんな事よりいいのに」


　ちょっと落胆してベッドに腰をかけた。


　と、「ワーッ」という柴田の怒鳴り声がした。ばたばたという走る音が続いて聞こえ、びしょ濡れの身体のまま、腰にタオルを巻き付けて柴田が部屋に戻って来た。顔には怒りの色が現れている。


「どしたの？　浩司さん？」


　原因は分かっていたが、しらっとして聞いてやる。


「お、お前ッ……なんだよッ、これはッ！」


　胸と腹を指さす。


「あー」


　数え切れないほどのキスマークがついているのだ。


「あーじゃねーッ、どーゆー……つけるなッて、いっつも言ってるのにッ」


　江森はにっこりして見せた。


「やだなーもー、浩司さんたらァ、忘れたの？　自分からつけてって言ったんですよォ？」


「う………」


　柴田は江森の言葉を否定出来ない。そう言われると、そのような気もする……何しろかなり酔っ払っていたし……。


　外科医は手術部のロッカーで着替えるとき、肌を人目に晒すので、いつもは絶対つけさせないようにしている。それが夏休みという事で、自分から要求した可能性がないとは言えない。


「そ、そうか？」


　困惑して足元に眼を落とすので、江森は内心吹き出した。


（浩司さんて、トロくてカワイー）


　半分はホント、半分は嘘である。確信犯という所で、数多く跡をつけたのは、わけがあった。


「にしてもッ」


　柴田は再び顔を挙げて、江森を睨む。


「こんなんじゃ、プールに入れねえよッ、もうッ」


　そう、柴田をプールから遠ざけるための秘策だったのだ。柴田はそんな事とは露知らず、頬を膨らませて拗ねている。もーかわいくてたまらない、と江森は思う。


「いいじゃない、プールなんて、どこでだって入れるでしょ？」


「普段は忙しくて、運動不足気味なんだから、こういう時に身体、動かしたいんだよッ」


　江森の眼がきらりと光る。ふいに柴田の手首を掴んだ。


「じゃー、運動、しよ？」


「バ……バカッ」


　あっと言う間に引き寄せられ、ベッドに押し倒される。


「浩司さん、普段から運動不足って思ってんだー」


　江森はくすくす笑って、首筋に舌を這わせる。


「いー事、聞いちゃった！　じゃ、普段もうんとしよーね？」


「ちっ、違うッ、アアッ」


　耳朶を柔らかく噛まれ、柴田は背中から突き上げて来る快感に身を捩った。


「……ンッ……ダ……メッ」


　が、もう腰に巻いてあったタオルは取り払われている。中心を握り込まれ、「朝から元気イー」と囁かれて真っ赤になった。


「馬鹿ッ、せ、生理現象だッ、男のッ」


「そう？」


　指で先端を刺激されると、もう蜜が溢れ出す。


「じゃあこれも？」


「ア……ンンッ」


　巧みな愛撫にすぐ身体は降伏した。


「しょーがねーなーッ、もーッ」


　柴田は溜め息をつくと、自分から足を開き、江森を引き寄せる。が、切れ長の眼には怒りの色はない。


「五月……」


　江森を見つめる瞳には、深い愛と信頼が宿っている。


「浩司さん……」


　こうして柴田と見つめ合っていると、切なくなる程のいとおしさが込み上げて来て、まるで初めての時のように胸が高鳴るのだ。


「浩司さん、愛してる」


　肌をピッタリと寄せ、口付けを交わした。








　結局二人が身支度を整えて部屋を出たのは、昼近くになった。


　柴田は明るいレンガ色の半袖のコットンシャツに、レモンイエローのチノパンといった、派手なリゾートウェアで、大学病院のお堅い勤務医にはとても見えない。江森の方は、ラベンダーピンクのポロシャツに白い麻の短パンを履いて、軽薄なテニスボーイそのものである。部屋の鍵を持って廊下へ出ると、江森は柴田を上から下までじろじろ眺める。


「なッ、なんだよッ」


「カッコイー、浩司さん」


　肩に手をかけ、引き寄せて囁く。


「ねー、僕達、恋人同士に見えるかなァ？」


「ばッ、馬鹿ッ」


　柴田は顔を赤くする。


「ンなわけ、ねーだろッ、せーぜー、ナンパに来たシティボーイってとこじゃねーの？」


　しかし、胸の中から逃れようとはしない。いつもだと、肩に手をかけるのも嫌がるのに、やはりリゾート気分で解放的になっていると見え、江森は嬉しくなった。


（今夜も大胆な浩司さんだと、いいな）


　腕を組みながら、エレベーターホールまで行った。


「ね、何、食べる？」


「そうだな……」


　もう十一時をとうに回っている。が、いきなり重たい昼食という気分でもなかった。


「蕎麦でも食うか？」


「そーだね！　せっかく信州に来たんだもんね！」


　レストランのある階の標示盤を押し、浮き浮きしながら江森は続ける。


「ドライブに行って、お蕎麦、食べよーって、僕も思ってたんですよォ」


　急に小学校の修学旅行を思い出した。


「そう言えば、ナガノってオソバの名産地だから、キャッチコピー、あったじゃない？」


　柴田に尋ねる。


「ええ？」


「ほらさあ、ナガノでは月とナントカとオソバって奴」


「お前、そりゃ俳句だよ。それにナガノじゃなくて信濃」


　さすがに世間知らずの柴田も、それぐらいは学校で習っていた。有名な小林一茶である。呆れ声で答える。


「（信濃では月と仏とおらが蕎麦）っていうんだ」


　もちろん「仏」とは有名な善光寺のことだ。


「あっ、そうかぁ」


　それにしても、と柴田はケロリとした江森を見上げて溜め息をついた。


「月とナントカって……一番大事なホトケを忘れるなんて、お前らしいな……」





　ホテルのメインダイニングと同じフロアの一角に、幾つかのレストランと共に蕎麦を専門に供する店が入っていた。一歩入ると店内は広々と空間がとってあり、静まり返って廊下の喧噪が嘘のようだ。入り口は薄暗く落ち着いた雰囲気だが、中央には四方をガラスで囲まれた吹き抜けの坪庭がしつらえてあり、柔らかな光が店内に溢れている。石を敷き詰めた床には水が撒かれ、桧の香りがほのかに漂い、日本料理店のような豪華なインテリアだ。


　ルームキーを見せると、すぐ良い席に案内された。まだ昼飯時には少し間があるので、数人の客しか入っていない。坪庭に面したテーブルについて、店の中を見回すと、すぐ近くに大柄な金髪の男二人が、席をとっていた。


「あ……」


　向こうもこちらに気づき、「Hey,boy」と声をかけて来る。昨日、プールで柴田をナンパした二人連れだった。背が高く髪の短い方がニッと笑って、親指を立てる。


「Good morning!」


「Good morning」と、柴田が挨拶を返すので、江森はむっとして男を睨みつけた。水着姿でいた時は、短く刈り上げた頭に胸毛の濃い逞しい身体で、まるで海兵隊員のように見えたが、今はココアブラウンのダブルのスーツに、水色のシャツ、外人らしく派手なオレンジのソリッドタイを締め、エリートビジネスマン風だ。エラの張ったごつい顔だが、彫りは深く、まあハンサムと言っていい。眉は薄いがその下のギョロリとしたグリーンの眼には、子供のような無邪気さが宿り、いかにも大ざっぱなアメリカ人といった印象で、なんとなく憎めないタイプだ。


　連れの方は、真ん中分けのブラウンに近い金髪をぴったりと撫でつけ、銀縁の眼鏡にライトグレーのスーツで、こちらは少し若いので、部下か秘書のように見える。やはりがっちりとした顔立ちで、鼻は鷲の嘴のように高く、ブルーの瞳が深い眼窩の底に光っている。二人とも、食い入るように柴田を見ていた。


「浩司さんッ、知らない人と、口、きいちゃ駄目だよォッ」


　テーブルの上の柴田の手をぎゅっと握り、自分のものという所を見せつけてやった。


「バーカ、挨拶されたら、返すのが礼儀ってもんだ」


　柴田はまるで気づいておらず、テーブルの上のお品書きを取り上げて見ている。


「俺、ざるがいい」


「んもーッ」


　そのうちウェイターが外人二人連れの注文を取りに現れたが、質問責めに遇い、四苦八苦し始めた。


「What's this?」


　テンプラ、スシはもう国際語だが、蕎麦はまだそれほど普及していないとみえ、ブロンドの短い髪の男はメニューについた写真を指さす。


「えっとー、えー、ソ、バ、ね？　んっとー、Japanese noodle!」


「Oh,noodle!」


　二人が納得したので、ウェイターはほっとして強気になり、「Yes! Japanese noodle,　with soy sauce!」などと言っている。


「まったくさー、日本に来るんなら、日本のこと、少しは勉強してくりゃーいいのにねェ！」


　どうも江森はガイジン嫌いになったようだ。いや、柴田に色目を使う奴は全て嫌いなのだから、仕方ないかもしれない。


「ま、Japanese noodleなんつっても、アメリカ人あたりはせーぜースパゲッティかマカロニくらいしか想像出来ねーと思うけどな。でもまだ食おうとするだけ、勇気あるじゃねーか」


　やがて注文の品が運ばれて来た。またウェイターが「Put into this sauce」と、つたない英語で説明している。それを聞きながら、江森達も食事に取り掛かった。東京などでよく見られる、漂白された白い蕎麦と違い、ごつごつした黒い、野趣溢れる蕎麦である。


　喉越しを味わっていると、外人二人連れが何やら騒がしい。一人が急に咳き込み始めた。


「ガイジンは啜り込むのが下手だからなー」


　柴田が振り返ると、どうもそれどころではなさそうだ。


「え？」


　髪の短い方が喉に手を当て、深呼吸をしているが、顔面は赤く怒張し苦悶様だ。


「What's happend?（どうした？）」


　焦って後ろへ回り、背中を叩くが、咳も出ない状態で、連れの方も顔色が変わった。


「Jesus!」


　叫ぶと、助けを求めるかのようにあたりを見回す。


「五月！　来い！」


　柴田は椅子を蹴倒して立ち上がり、二人に駆け寄る。


「どうしたのッ」


　江森も後を追った。


　柴田は咳き込んでいる男のネクタイを緩め、シャツの前をはだけると、胸壁に耳をつける。必死で胸郭を動かしているにもかかわらず、肺に空気の流れ込む音は殆ど聞こえない。


「まずいな」


　急激な呼吸困難の原因は気道閉塞だ。今の状況からすると、誤嚥ではなさそうだ。


（だとすると、喉頭浮腫か気管支痙攣が考えられるな……）


　喉頭浮腫は、口腔と気管との境目の喉頭に浮腫が起きて閉塞する状況だ。喘息などの気管支の病気では、その奥の気管支が痙攣状態になって閉塞し、呼吸困難になることが多い。


　男の唇の色はどんどん悪くなり、首の静脈は怒張して、目玉は飛び出しそうだ。ウェイターも異変を察知して飛んで来た。一目見て、「救急車！」と叫ぶ。


「馬鹿ッ、そんなひま、ないッ、救護室はどこだッ」


　江森はその言葉にすぐ反応し、苦しんでいる男の両腋に手を入れて抱え上げる。連れの男に、「足、持ってッ」と呼びかけた。日本語は解らない筈だったが、状況から連れの男は急いで両足を掴む。柴田も片方の足を持ち、ウェイターに「案内して下さいッ」と声をかけた。


　幸い、救護室は同じフロアーにあった。どやどやと大人数で飛び込んだので、受付の女の子が眼を丸くした。かまわず診察室に運び入れたが、誰もいない。


「ドクターは？」


「今、客室から往診の依頼があって、看護婦さんといっちゃいました」


「……ッ」


　酸素ボンベは目立つ所に置いてあったのでマスクを被せ、酸素を流す。が、気道が閉塞しているのであまり役には立たない。気管にチューブを挿管し、そこを通じて酸素を流さないと肺まで到達しないのだ。


「挿管キットは？」


　尋ねても、受付の子ではどこに何があるか、知らない様子である。男の意識は殆どない。もうこれ以上は待てなかった。


　突然、連れの男がパニックに陥り、「Help him! He is dying!（助けてくれ、死んでしまう！）」と叫び始めた。


「Keep quiet! Calm yourself!（静かに！　落ち着いて！）」


　柴田は怒鳴ると、江森に「注射針、持って来てくれッ、18ゲージだ！」と声をかける。


「え？　18ゲージ？　あるかなァ」


　ゲージとは太さを表す単位で、数字が大きいほど細い。通常、薬を静脈内に注入する時は22から24までの太さのものが使われる。


「点滴に薬、詰める時、使ってると思うぞ？」


「うん！」


　江森が薬品棚に近づくと、確かにピンクの包装紙の注射針が見つかった。包装の色は識別し易いように、ゲージによって変えられている。18ゲージは俗にピンク針とも呼ばれているのは江森も知っていたので、すぐ分かった。


「何本？」


「あるだけ、寄越せ！　ついでにイソジンも！」


　消毒薬を首の上にぶちまけると、柴田は針を手に取る。局所麻酔を施している余裕もなく、指で甲状軟骨の下縁を探る。そのまま正中に太い針を差し込んだ。回りの人間は仰天したが、事態は深刻で口を挟む余地は無いということは皆にも分かっていた。恐ろしいほどの緊張がみなぎり、酸素ボンベからシューシューと酸素が出る音と、横たわった男の微かな喘ぎだけが、部屋の静けさの中で大きく響いた。


　柴田は男の喉に次々と太い注射針を打ち込む。五、六本も刺すと、顔に当てていたマスクを首に移動させ、男の耳元で「Take a deep breath!（息を深く吸って！）」と大声で言った。


　男は僅かに瞼を開け、必死で胸郭を上下させる。針の中空の僅かなスペースを通り、酸素が肺に到達したのか、男の苦悶の表情が少し和らいだ。見ている柴田は真剣な表情を崩さず、江森に「ボスミンとデカドロン、持って来てくれ」と頼む。


　江森が持って来たボスミンのアンプルを切り、シリンジに詰めると、首に差し込んだ注射針から注入した。


「気管内投与が効くんだ」


　江森に説明する。が、内心では（喉頭浮腫ならいいが……）と不安に思っていた。


　喘息の発作のような重症の気管支痙攣では、気管支が末梢まで痙攣を起こして詰まったように細くなる。そうなると、たとえ気管内にボスミンを投与し、挿管してバックで空気を送り込もうとしても、まるで気管支が開かず、肺に酸素が到達しないことがあるのだ。しかし今そんなことを考えても仕方がない。出来る事をするだけだ……次にデカドロンを皮下注射する。急に男のドス黒かった唇に赤みが差して来た。


「やった！」


　効果が現れ、柴田はほっとした。江森に「深く入り込まないように、針に触るなよ」と、マスクを首の上で支えるように指示し、点滴の用意にかかる。


　連れの男は安心したのか、涙を流しながら横たわった男の手を摩っている。横たわった男の口元に、微かに笑みが昇った。


　点滴ルートを確保し、直接静脈内にデカドロンを投与すると、男の状態は更に回復して来た。声門をヒューヒューと空気の通る音がし始める。


「Can you speak?」


　尋ねてみると、まだヒューヒューはしていたが、「Yeah」と返ってきた。


　首から気管に差し込んだ注射針を抜き取りながら、胸壁に聴診器を当てる。耳にはしっかりとした呼吸音が到達し、肺への空気の入りは良好と判った。


「良かった……もう大丈夫だ」


　柴田がにっこり微笑んだので、その場の全員がいっせいに安堵の溜め息をついた。


　ちょうどその時、看護婦を従えた初老の医師が帰って来た。状況が把握出来ず、目を丸くしているので、柴田が手短に説明する。


「多分、食物アレルギーによるショックだと思います」


　危機は脱したが、入院して様子を見る必要があるので、医師はすぐ救急車の手配をした。


「じゃあ、あとはお願いします」


　柴田が目で合図するので、江森は近寄って来て、肩を抱いた。


「良かったね、浩司さん」


「……ん」


　横たわった男も、その連れも興奮して看護婦や医師に色々経過を話している。二人とも、そっとその場を後にした。


「どーする？　どっか、行く？」


　江森は柴田を抱えるようにして、エレベーターの方へと歩いた。


「そーだな……」


「浩司さん、疲れたんじゃない？　きっともう、掃除、済んでるだろーから、部屋で少し休もうか？」


　江森はちょっと心配になって、肩にかけた手に力を込めてしまう。


　救急救命処置は外科医にとってはいつもの仕事なので、特に疲れたという訳ではなかったが、江森と二人になるのはいいかも知れないと柴田は思う。


「じゃあ、部屋に戻ろう」


　賛成はしたが、ふと、いたずらっぽい目付きで、江森を見上げる。


「ホントに休むだけだぞ？　アレはなしだからな？」


「浩司さん……」


　かわいくなって、その場で押し倒したくなったが、江森はじっと我慢した。


「だいじょぶ、約束するよ、僕」





　部屋に戻って、柴田がソファ身を投げ出して休んでいると、飲み物を作っていた江森が「アッ」と急に大声を出した。柴田は驚いて見上げる。


「どうしたんだよ！」


　江森は眼を丸くして「そーいえば、お蕎麦、食べはぐっちゃったネ」と言う。


「そういや、そうだな」


　あの騒ぎで、最後まで食べられなかったのだ。


「ルームサービスで、なんか、とろうか？」


　メニューを探して来て色々見ているうちに「あ！」と、また江森が叫ぶ。


「何だよ、今度は」


「お蕎麦のお金、払ってない！　うわー、無銭飲食になっちゃうよー」


　柴田はぷっと吹き出してしまった。


　まったくもー、こいつは……能天気なんだから……。


（人が一人、死ぬところだったんだぞ）


　しかし、笑いを堪えながら、「大丈夫だよ、ルームナンバーを知らせてあるから、フロントに請求がいってるよ」と教える。


「そーだね！　よかったー！」


　江森はにこにこしながらメニューをめくる。


「何がいい？　浩司さん」


「ん……アメリカンクラブハウスサンドとビール」


「僕はねー、スパゲッティにミックスサラダ、ハンバーグと……」


　十五分程で頼んだ食事が運ばれてくる。柴田はビールを飲みながら、サンドイッチの付け合わせのポテトチップをつまむ。あっと言う間にハンバーグをたいらげ、スパゲッティに取り掛かる江森を呆れて眺めた。


「ほんと、良く食うよな、お前」


「だって、朝も抜いたんだよ？　いっぱいエッチもしたしさあ」


　当然、という顔で江森は食べ続ける。するとノックの音がした。


「お前、まさかまだなにか頼んだんじゃ……？」


「んなわけ、ないよお」


　江森が扉に近づき、開けて見ると、黒いスーツを着込んだ年配の男性が立っている。


「このホテルのＧＭの桜井と申します。先ほど、お客様がホテル内のレストランで救急処置を施してくださったと伺い、お礼にあがりました」


　胸のネームプレートを確認し、江森は男を部屋に招き入れた。


　桜井と名乗った男は背筋をぴしりと伸ばし、柴田の目の前に大股で歩み寄ると、深々と礼をした。黒々とした髪を後ろへぴたりと撫でつけ、揉み上げは長く伸ばし、ゴルフ焼けした精悍な顔立ちである。歳はＧＭというだけあって、四十台半ばという所だが、黒いダブルのスーツをピシッと着こなし、やはり黒い蝶ネクタイをウィングカラーのホワイトシャツの首元に飾っている。見るからに華やかな雰囲気に溢れ、四十代はくたびれた中年というイメージからは程遠い。


「先程は、お力をお貸しくださいまして、まことに有り難うございました」


「別に……俺……」


　柴田は困惑して、助けを求めるかのように、江森を見つめる。いつものことだが、こういうのが一番苦手なのだ。江森は、すぐに近寄ると、隣に座った。


　桜井は柴田の困惑も知らず、話を続ける。


「病院から連絡がありまして、入院いたしましたが落ち着いているとのことでした」


　それを聞いて柴田は嬉しそうになる。


「それは良かったですね」


　桜井は礼儀正しく微笑み返すと「実は、彼らはアメリカ本社から、このホテルの視察に派遣された役員だったのです。二重の意味でも助かりました」と言う。


「え？」


　江森は急いで「ここって、アメリカのホテルチェーンの一つなんだよ」と耳打ちする。


　桜井はその言葉を捕らえて、「はい、正確にはフランチャイズでして。経営は独立していますが、本社の規格どおりのサービスが供されているかどうか、時々視察が入るのです」と補足した。


「ふーん、大変なんですね」


「そうでもありません。それ以外は現地の裁量ですから」


　ふと、柴田は桜井の顔を見上げる。


「……多分、蕎麦が原因だと思うんだけど、あの男性、食べ物にアレルギーがあるとか、言ってませんでしたか？」と尋ねた。


「ええ、本人も心当たりがあったようで、以前buckwheatのパンケーキを食べて、ひどい蕁麻疹が出たと申しておりました」


「そうか」


　buckwheatとは蕎麦に近い植物で、牛や馬の飼料にも使われるが、あっさりとしているのでパンケーキの材料としても好まれる。


「交差過敏があったのかな」


　一人で納得している。桜井も江森も、医学用語はチンプンカンプンではあったが、とにかく蕎麦が原因ということは理解出来た。


　桜井は溜め息をついて「最近は食物アレルギーも増えているのだから、原材料を明記したメニューは必需品だと釘を刺されました。もし、原料がbuckwheatと知っていたら、食べなかったとも言っておりました」と言う。


　そして、「とにかく、適切な救急医療で命が助かったと感謝しておりまして、今回のことは不問に付すそうでして、私共も大変有り難く思っております」と続けた。


「それは……良かったですね」


　桜井は再び深く頭を下げる。


「なんとお礼を申し上げたら良いかわかりません。少しでも感謝の気持ちを表したいのですが」


「え……いいですよ、俺、ンなつもりでしたんじゃないから」


　が、桜井は真剣に柴田を見つめ、「宜しければ、今回のご滞在は、私どものご招待という形にさせていただきたいのですが」と言葉をつないだ。


「え」


　隣に座っていた江森が身じろぎをしたのを、柴田は感じ取った。


　………柴田は男のプライドや沽券などといったものに無縁の性格で、世間一般の男の感情からはほど遠かった。江森と付き合うようになって、少しずつ学ぶことがあったのだ。一時江森は、柴田のマンションに移り住むことも躊躇していた。同期の放射線科医・芝元が柴田にちょっかいをかけたことがきっかけで、柴田を守るために引っ越してきたという経緯があった。居候の身分はいやだと、超過勤務手当を増やすために残業をしまくっていた時期もあった。


　今回の旅行は、江森が前々から計画していたもので、普段の生活費を全て柴田が賄っていることで「今度の旅行は僕のおごりだよ！」と嬉しそうに言っていた。


「うんといいとこにしたからね！」


　ＧＷに旅行した時のホテルはあまりヒットとは言えず、江森はひどく恐縮していた。柴田にはどうでもいいことだったが、江森が重要だと思っているものなら、自分にも大切なことなのだった。


「無理しないなら、いいよ」


　柴田がＯＫすると、江森は「うん、出来る範囲でちゃんとするから！」と、ひどく喜んだ……。それを、柴田が原因でただになるというのは嬉しく思うだろうか。


「俺、そんなつもりで、したわけじゃないから、お断りします」


　きっぱりと桜井を見上げて言った。


「しかし、私どもの感謝の気持ちですから」


　柴田は少し下を向いて考えていたが、また顔を上げ「……あの、ガーデンプールって、夜八時まででしたね？」と尋ねる。


「はい」


「じゃあ、今晩、九時まで、延長して、一時間貸し切りにして下さい」


　桜井は拍子抜けしたという顔になった。


「それだけで宜しいんですか」


「ええ」


　桜井が出て行ったあと、柴田は江森の方を向く。


「ごめんな、断って……」


　小さな声で、江森の表情を探りながら言う。


「浩司さん……」


　江森はそっと柴田の肩を抱いた。


「ううん、僕、その方が良かったから、嬉しいよ」


「そーか！」


　柴田はほっとした顔になる。男の心にトロい柴田が、必死で江森のことを思いやって結論を出したというのが、江森にも良くわかった。


「浩司さん……」


　抱き寄せて口付ける。


「でも、なんでプールなの？」


　自分だったら、まあ滞在費とまでは行かなくても豪華な夕食ぐらいは奢ってもらっちゃうんだけど、と江森は思った。


「だってさ、貸し切りなら、キスマーク、人に見られねーだろ？　すっげーいい考えだろ！」


　得意そうに言うので、江森は吹き出した。


（ホントにもう、この人ったら）


　でもこの欲の無さと世間知らずなところが柴田の魅力でもある。


　笑いながら柴田を抱き寄せる。


「じゃあ、もっとつけちゃおうかな？」


「バカッ、やめろッ」








　　　　　　　　　　４








　晴れた夜空には十六夜の月がかかり、木々や建物や今は動いていないリフト塔の影が黒々と山肌に伸びている。さすがに夜も九時近くなると、冷え冷えとした空気が肌を刺す。それなのに柴田がまだ楽しそうに泳いでいるので、江森はデッキチェアから感心して眺めた。


「本当に浩司さんて、水泳、好きだなー」


　しかし月光に輝く濡れた身体が、水の中で人魚のように踊るのを見物するのはなかなか楽しい。柴田の裸身を独占出来るのなら、貸し切りプールも捨てたものではないと江森は嬉しくなった。


　もっとも水泳苦手の江森は、泳ぐのはパスしたのだが。


（見物で十分だよ）


　自分はチノパンにポロシャツだがそれでもかなり冷えてきたので、心配になって声をかける。


「浩司さーん、上がりなよ、冷えちゃうよ？」


　柴田は優雅に背泳ぎをしていたが、くるりと身体を反転させ、立ち泳ぎになって手を振った。


「大丈夫、温水だもの！」


　そろそろ一時間の延長も終わりだと腕時計を確かめる。


「でももう、時間だよー」


「ちぇーっ、分かったよ」


　柴田はつまらなそうな顔で仕方なく抜き手を切って、プールサイドを目指す。


「お前も泳げば良かったのに。貸し切りなんて、そうないぞ？」


「僕は浩司さん貸し切りで十分ですよ」


　江森はデッキチェアからしらっと答えた。


「ちぇーっ、つまんねー奴」


　言いながら、手摺りを掴んでプールサイドに上がる。


「浩司さん？」


　近寄ってくる柴田の股間に江森は視線が釘付けになった。小さなビキニにくっきりと形が現れているではないか。


「浩司さん、ここ、どうしたのさ！」


　通り過ぎようとするのを思わず腕を掴んで引き寄せる。


「わあっ」


　いきなり後ろから羽交い締めにされ、柴田は驚きの声を上げたが、さらに江森が手をビキニに突っ込んだので、もがき出す。


「な、いきなり、何、すんだよッ」


「浩司さん、サポーター、つけなかったんだ！」


　薄いぴったりとした生地なので、サポーターをつけなければ当然こうなることは分かってはいたが……濡れて張り付いたせいで、くっきりと輪郭が浮き上がり、ひどく扇情的だ。


　江森は小さな生地をおしやって、楽々と柴田のモノを掴み出した。


「うわーっ、すぐ、出ちゃうじゃないの！　あっぶないなー」


「だめっ、やめろッ」


「だって、サポーターつけない方が悪いんだよ？」


「うッ」


　どうせ江森だけだからと、サポーターを省略したのが却ってまずかったと、柴田は後悔した。


　江森は笑いながらモノを扱き続ける。


「僕の前が一番危ないのに、ホント、浩司さんてばトロいなあ」


「わ、解ったから、やめろ」


「やめない」


　江森は聞く耳を持たず、片手を胸へ伸ばして突起を捻る。同時にもう片方の手を股間で忙しく動かした。


「こぉんなにオッキクなっちゃったよ、どうする？」


「も、もう……」


　柴田が自分の腹を見下ろすと、確かにその通りで、江森の手で育ったモノは堂々とビキニから頭を出している。江森は人差し指で窪みをこねった。


「ここ、もう濡れてるけど、プールの水かな？　それとも浩司さんのナカから出たアレかな？」


「ア……アア」


　湿った音が辺りに響いた。


「ベタベタしてるから、もうアレが出てるんだね。浩司さんて感じやすいなあ」


「や……そんなこと……」


　いやらしい事を囁かれると弱いので、柴田は全身から力が抜けてしまった。


　江森は喜々として柴田を抱えると、力を込めて扱き出した。


「一回、出さしてあげるよ。ちっちゃくなんないと、ビキニに入んないもんね」


「駄目ッ、誰かに見られるッ」


　必死で抵抗する柴田に、江森は自信たっぷりに「大丈夫、貸し切りだもん」と宣言する。


「ね、やらせて？」


「あ……や……」


　だがもう身体は抵抗出来ないところまで行ってしまった。知らない間に、腰が江森の手の動きに合わせて揺れている。柴田は諦めて江森に身を委ねた。


　程なく身体が要求し始め、柴田は恥じらいながらねだった。


「五月……入れて……」


　指でさんざん焦らされたあと、待ち望んでいたモノが与えられ、柴田は歓喜の声を上げる、


「アア……ッ、五月ッ」


　屋外での行為は初めてで、柴田は高ぶって大声を上げそうになり、必死に自分の口元を手で押さえる。その様が初心(うぶ)で可愛らしく、江森は「声、出して」と囁きながら腰を打ち付けた。


「ね、出して」


「あ……駄目……」


「いい声、聞かせてよ」


　江森は柴田を抱え上げると、自分のモノを深くねじ込んだ。下から打ち付けていると、やがて柴田はビクビク身体を震わせる。


「あ……五月……」


　もう頂が近いのだ。江森は動きを止め、股間をギュッと握った。


「ア……イク……ッ」


　放った液を受け止めると、すぐさま身体を離し、ビーチタオルで包んだ。


「あ……出ちゃった……」


　ぼーっとしている柴田を抱くと、プールサイドに優しく横たえる。そして上に覆いかぶさった。


「浩司さん、ごめんね、寒くなかった？」


　江森はくるんだタオルの上から、冷たい柴田の身体を擦る。


「あっためてあげるよ」


　確かに手足の先はすっかり冷たくなっていた。今まで行為に夢中になって気が付かなかったが……。江森の心遣いに柴田は胸がいっぱいになる。うっとりと眼を瞑ってしばらく江森の暖かい体温を味わった。


「もう、大丈夫？」


「ん」


　そして「お前、入れていいぞ」と真面目な顔で見上げる。


「え？　だって……嫌じゃないの？」


「ううん、俺さぁ、外でダシちゃったの、初めてでさ、なんか興奮、したぞ」


　何を言うのかと、江森は眼を丸くして柴田の次の言葉を待つ。


「だってさ、いっつも部屋の中だろ？　それがさぁ、ホントにオモテに出しちゃったからさ……お前もやってみろよ、すごく、いいから」


「ええっ」


　熟練者の江森は外での経験などたっぷりある。それにしても屋外セックスについての感想も、なんとなくマトが外れているところが柴田らしいと江森は思った。


（オモテに出しちゃうって……）


　笑いそうになったが堪え、こう答えることにした。


「あのねぇ、浩司さん、浩司さんは外に出すけど、僕はいっつも浩司さんの中に出すからね。家の外とか中とか関係ないんだよ」


　本当はこれ以上、外にいては柴田が風邪を引いてしまうと心配しての発言である。


「そーなのかー」


　トロい柴田は納得してにっこり微笑む。


「じゃあ、部屋に帰ってから、出せよ？」


「浩司さん……」


　この場で思いを遂げたいという誘惑を必死で退けると、江森は軽々と柴田を抱き上げる。


「ロッカーまでお姫様抱っこしていってあげるね」


「バカッ、降ろせよ！」


「大丈夫、誰も見ていないんだからさあ」


　最後の言葉がとんだ間違いとは、この時点で二人に判るはずもなかった。








「まいったな……」


　桜井真人は手の中のブランデーグラスをゆっくり廻しながら、アームレストのついたチェアに深々と身を沈め、見るともなく大きな窓から夜の闇に視線を彷徨わせる。太い眉をひそめ、短く切り揃え撫でつけた髪に指を入れ、こめかみを摩った。


　実を言えば別に頭が痛いわけではない。困惑した時の、これは癖である。


　鼻骨は高く、鉤状だが、ゴルフ焼けしてきりっと締まった顔にはかえってアクセントになっている。人懐こいギョロリとした大きな眼、ぶ厚い唇、男臭い顔は若々しく、四十二歳にはとても見えない。熾烈なホテル業界を戦い抜いて来たエリートではあるが、脂ぎった所はなく、人好きのする明るい雰囲気を漂わせている。角張った顎に揉み上げを長く伸ばし、全体にバタ臭い印象だが、これは海外生活が長いせいなのだ。


　溜め息をつくと、ウィングカラーのシャツの襟元を緩める。黒のダブルのスーツと蝶ネクタイは自分の制服だ。まだ脱ぐわけにはいかない。デスクに向き直るとグラスを置き、部屋の中に視線を戻した。


　ホテルの上階にある広々とした執務室は、イタリー製のモダンな家具で飾られている。ユニフォというミラノの会社のもので、木材にメラミン、レザーなど違うマテリアルを組み合わせるという特徴がある。両袖に引き出しの沢山ついたお気に入りのデスクも焦げ茶色のオークで出来ていたが、デスクトップは同色のメラミンという実用的な丈夫さを保障している。


　その一方、濃い紅色の皮革でデスクのヘリ全体が細く縁取られていて、柔らかな素材で人と家具両方を保護し、かつシンプルな中にも豪華さを添え、実用と美を兼ね備えた洗練されたデザインだ。ずっと以前から、もしＧＭの地位に就くことがあったら、自分への褒美として買おうと決めていたものだった。


　桜井はスイスのホテル大学を卒業した後、アメリカに渡って経営学修士号(ＭＢＡ)を取得した。その後もアメリカのあるホテルチェーンで働いていた所、この信州のリゾートホテルのＧＭにヘッドハンティングされた形で就任した。同じ系列のとあるホテルの経営を立てなおした実績を認められてのことだ。リゾートイン信州は開業して間もないが、順調な滑り出しであった。そう、今日までは。


　昼頃、リザベーションデスクの端末でオーバーブッキングの調整をしていた桜井の所に、大変な知らせがもたらされた。アメリカ本社から視察に来ていた二人の役員のうちの一人が入院したというのだ。救護室のドクターからの報告で、食べた蕎麦のアレルギーで呼吸が止まったと聞き、真っ青になった。


　すぐ入院先へ飛んで行くと、もう回復していて、叱咤を受けるかと思いきや上機嫌で礼を言ってくる。色々な情報をつきあわせると、どうもホテルの泊まり客が適切な救急処置で命を救ったらしかった。


　急いでホテルにとって返し、ホテル内の蕎麦屋のウェイターから更に事情を聴くと、日本人の男二人連れがその命の恩人だった。小柄で痩せた男の方が、医者だったと言う。大混乱して名前を聞かなかったというが、残された勘定書からルームナンバーが分かった。


　桜井は、今日の午後、二人の部屋を訪れ、礼を言ったのだ。


　冒頭の「まいったな」という独り言だが、まいったことというのは、本社の役員が災難に会ったことではない。起こってしまった事は仕方なく、後で適切なフォローをすれば良いのだ。桜井は前向きな性格である。


　問題はその二人の男達……特に柴田という名の医者だった。


　感謝の意を表そうと、桜井は滞在費をホテル持ちにしたいと申し出た。だが柴田は断り、替わりにプールを夜一時間貸し切りにして欲しいと望んだ。それは簡単なことで、桜井はすぐに承諾し、それから別の件の処理に午後一杯を費やし、暫く柴田のことは頭から去っていた。


　夜になって急に思い出す。温泉プールの貸し切りなどほとんど費用がかかるわけでなく、あまりにもそれではこちらの誠意が不足なのではと桜井は考え、モエ・エ・シャンドンを用意させた。


　そして九時近く、アイスバケットとグラスを二つ持って、芝生を横切りガーデンプールへと出向いた。プールは建物から少し離れた所にある。もう照明は落とされていて、水音もしないので引き上げたのかと思ったが、念のため回りを廻ってみた。すると人声のようなものが聞こえる。


　ソッと近づいて物陰から窺うと、そこに見たものは……絡み合う二人の男の肉体だった。


　桜井はアメリカ生活が長く、ゲイの存在は普通に受け入れていた。特にホテル業界は細やかな神経を必要とされるので、同僚にゲイは多かった。


　桜井自身はストレートで、アメリカ女性と結婚し、子供もいる。そうはいっても妻は五年前にワーコホリックの桜井を見放して、子供を連れてアメリカに戻っているが。


　ホテル業は二十四時間体制で、ＧＭとなった今は以前にも増して桜井は仕事にのめり込んでいた。殆どホテルに住み込んでいる状態で、ＧＭ室にはちゃんと寝室もついている。男の本能はあったが、クラブのチーママと金銭づくといった程度で、エネルギーの大半は仕事に向けられていた。裸の女と向き合えばそれなりだが、体の底から突き上げてくる欲望にはもはや無縁かと最近思うようになっていた。それが……目の前の光景に釘付けになった。


　身体の大きい方、確か江森と呼ばれていた男は服を着たままで、小柄な柴田を後ろから抱きすくめている。柴田は黒いビキニを身につけていたが、江森の大きな手は小さな布切れを押しやって中心のモノをすっぽりと包んでいた。部屋で会った時は気づかなかったが、着痩せするタイプのようで、今殆ど全裸でいる柴田は想像もつかなかったほど筋肉質だ。かといって、ゴツい身体というわけではなく、しなやかで適度に筋肉が付き、ウェストはキュッと縊れ、腰は江森の太い腕に締め付けられ、折れてしまうのではないかと心配する程、細い。


　二人とも観葉植物の鉢が並べられたプールサイドの隅に立ち、常夜灯からは遠かったが、満月の光を浴び、十分表情は分かった。


　柴田は水なのか汗なのかは不明だが、全身濡れそぼり、月光の中できらきらと輝いている。帽子から落ちた幾筋かの前髪は首を振るたびに揺れ、水が頬を涙のように滴る。描いたような細い眉をひそめ、切れ長の眼を潤ませ、小さな口を開け、顎を僅かに突き出している。長くほっそりとした手足はやるせなさそうに江森の身体に預けられている。


「浩司さん……愛してる」


「五月……ッ、俺も……」


　押し殺した声で睦言を囁き合っているが、不潔な感じはなかった。


　江森は片手で柴田の男性自身をゆっくり扱き、もう片方の手で胸を摩っていた。筋肉の発達した胸の突起は女のものとはまるで違うのに、桜井は眼を離すことが出来ない。江森が太い親指と人差し指で小さな突起を摘まんだり揉んだりすると、その度に柴田は身体をビクビクと震わせて、切ない呻き声を上げる。


　時々江森は柴田のうなじに舌を這わせ、耳に口をつけて何か囁く。すると柴田は喘いで、「……やだ……ッ、ンンッ」と、駄々っ子のように首を振る。妖艶さと何か無垢な脆さと両極端を合わせ持ち、桜井がどんな女にも感じたことのない不思議な魅力が柴田にはあった。


　股間が熱を孕んだのが分かり、桜井は困惑した。ドクドクと血液が自分のモノに流れ込む音が聞こえるようだ。


　そのうち柴田は大きく自分から腰を動かし始めた。江森の手に自分を擦り付けている。


「浩司さん、サキッポ……擦って欲しい？」


「………うん」


　甘えた声で柴田は江森の愛撫を促す。江森は指で先端を愛撫し始め、湿った音が桜井の耳にも届いた。


「ウ……アアッ」


　柴田の喘ぎのピッチが上がる。


「……さつき……頼む」


　柴田は声を絞り出して哀願する。


「欲しい？　僕の太いの？」


「……ほ……欲しい」


「入れてって言ってよ」


「ウ……ッ」


　江森はわざと指の動きを止める。


「ア……アアッ」


　柴田は切なげな叫び声を上げ、江森の手に自分の手を重ね、促すが、無情にも振り払われてしまった。


「アッ、五月ッ……意地悪ッ」


「駄目！　言わなきゃ、あげない！」


　大きな江森の手は柴田のモノを包み込んで隠し、自分で慰めようとしても、手立ては無かった。


「ね？　言ってってば」


「ア……ハァ……ンンッ」


　柴田は暫く抵抗していたが、やがて「………入れて」と小さな声で言う。


「どこにさ？」


「ア……バカッ」


　イヤイヤと首を振り、潤んだ眼で後ろの男を振り返る。が、江森は知らん顔だ。


「ねーってば……言ってよ、どこ？」


「……う……うしろ」


「ここ？」


　柴田の身体がビクンと跳ねる。


「ア……ッ、そこ……ッ、もッ……早くッ」


　切れ長の眼から、ツーッと涙が零れ落ちた。


「……入れてッ、お前……のッ……欲しいッ」


　桜井は自分のモノが痛みを覚える程張り切ったのを感じた。


「入れるヨ、浩司さん」


「アアアアッ」


　柴田の身体がのけぞり、貫かれたのが分かった。


　江森は前のモノを握っていた手を離し、腰を掴んで揺すり始める。ビキニはずり落ちて、もう片足に引っ掛かった状態で、桜井の眼前に柴田の局部が露わになった。


　薄い叢から立ち上がったモノは間違いなく男の徴だ。江森が腰を打ち付けると、柴田のモノは自分の腹を打たんばかりに反り返る。無防備に外気に曝されている青白いソレは、なんだかそっと手の中にくるんでやりたくなる程いとおしく桜井には思え、初めての感情にまた当惑した。


　腰の動きが早くなり、江森は逞しい両腕を柴田の胴に廻すと、身体を持ち上げた。大柄な男は柴田を抱え上げ、力強く下から突き上げる。江森に比べると華奢な身体つきの柴田は、乱暴に扱われているように見えたが、表情は悦びに溢れていた。切れ長の眼は空を彷徨い、恍惚の笑みが薄い唇に昇っている。


「……ア……ンンッ……ア……ッ」


　甘い声が絶え間無く漏れる。


　と、柴田の全身に緊張がみなぎった。


「ウ……ンッ」


「浩司さん」


　江森は動きを止めると、両手で柴田のモノを包み込んだ。


「ア……イク……ッ」


　小さな声が聞こえ、柴田の身体が弓なりにしなった。


「ア……ッ」


　短い叫びが、僅かに開けられた口から漏れる。小さな顎がクイと突き出された。瞼はほとんど閉じられているが、黒い睫には涙が露のように宿り、輝いている。オルガスムスに達した柴田の顔は得も言われぬ官能に満ちており、桜井は生唾を飲んだ。


　一瞬の後、柴田はがっくりと首を落とす。


　江森は前に廻していた手を離し、両脇に手を入れ、身体を支えた。江森の手が柴田の放ったモノで濡れているのが分かった。タイミング良く、大きな手で受け止めてやったのだった。


　江森は柴田を抱え、バスタオルに包んでプールサイドに横たえると、覆被さった。そしてまた何事か、柴田の耳に囁いている。柴田はもう眼も開けられないほど疲労しているようだったが、うっすらと口元に笑みを浮かべ、時折、首を縦に振る。


　ふいに江森が柴田を横抱きにして立ち上がった。


　桜井は我に返り、気づかれないようそっと後退りする。そして張り切った股間を持て余しながらその場を後にしたのだった……。





「まいったな……」


　先程から口をついて出るのはこの言葉だけだ。


　昼間、訪れた部屋で見た柴田は、小柄だが理知的でやや冷たいとも思える風貌で、いかにも切れ者の医師といった雰囲気だった。その姿からは、涙を流しながら男のモノを「入れて」と哀願している所など想像も出来ない。しかもあの加虐心をそそる顔は……江森という男が少し焦らしていじめたくなる気持ちも分かる。


（この俺だって……）


　自分の身体の下で「入れて」などと、言わせてみたい、と考えるのは異常だろうか。


　桜井は自問自答を繰り返す。


　自分はストレートだと固く信じていた。柴田に欲情するなんて、自分の今までの性の観念を覆すようなものだ。が、一方で、禁断の木の実を味わったのは女が先だが、男だってあやかっていいのだ、という気もする。


　そう……何も本気で恋をする、などというつもりはない。もう恋にときめく年ではないのだ。ただ好奇心からちょっと味見をするぐらいなら、いいだろう。仕事ばかりの人生に、少しは彩りがあった方が楽しいからな………。


　桜井は腕のジラール・ペルゴーを見た。これも自慢の品で、スイスのホテル大学を首席で卒業した時の記念品だ。かれこれ二十年も自分の腕を飾っている。


　九時三十分。もう部屋に戻ったころだろう。


　デスクに置いてあった、シャンパンボトルを取り上げた。








　二人の部屋の前まで行くと、鬢を撫でつけ、一呼吸おいて軽くノックする。


「はい？」


　チェーンの隙間から、当惑顔が桜井を出迎えた。明るい真ん中分けの髪、大きな茶色の瞳、桜井の眼から見るとやや甘すぎるハンサムな顔立ち、江森の方であった。


「夜分遅く申し訳ありませんが、少しお話がありまして」


「誰？」


　低い声が奥から聞こえる。


「ＧＭさん」


　江森は振り向いて答えた。


「入ってもらえよ」


　桜井が客室に歩み入ると、柴田はきちんと服を整え、ソファに腰掛けていた。先程目撃した痴態とはうって変わり、ブルーストライプのボタンダウンに紺色のパンツを合わせ、冷静で知的な医師の姿に戻っている。しかしよく見ると眼はまだ潤んでいて、けだるそうな表情が時折よぎり、情事の後の色香を漂わせていた。


　桜井が舐めるように柴田を見るので、横の江森が不快そうに顔をしかめる。


「何ですか」


　江森が口火を切る。桜井は後ろ手に持っていたシャパンボトルを入れたアイスバケットを差し出した。


「これは私どもからの気持ちです」


　柴田は大人しく受け取る。手に持ったままこちらを見上げるので、桜井は「明日のご予定はもうお決まりですか？」と言葉をつないだ。


「……別に、まだ」


「それでは、私の招待ということで、コースに出るのはいかがでしょうか？　シューズやクラブはこちらで用意いたします」


「コースって、ゴルフですか？」


　柴田は江森の方を向く。


「どうだ？　お前、ゴルフ、したいんじゃない？」


「僕、どっちでもいいです、浩司さんが良ければ」


　桜井は吹き出しそうになった。普段は柔順な下僕のようだが、この大男は、ベッドの中ではＳに変身するのかと思うと……おかしくてたまらず、下を向いて笑いを堪える。


　柴田は暫く考えていたが「それではお願いします」と答えたので、桜井はほっとした。


「フロントにサイズをいっていただければ、クラブハウスに用意させておきますので」








　桜井が帰った後、柴田はシャンパンボトルのラベルを読み「へぇ、これ、すごくいいやつだぜ、飲もうか」と江森を呼び寄せた。


「……うん」


　江森は気のない返事をすると、グラスを持ってくる。力無くテーブルに置くので、柴田は驚いて見上げた。


「どうしたんだ？」


「別に」


　短く言い放って腰を下ろすが、不満がありありと顔に表れている。


「ゴルフ、嫌なのか？　ひょっとしてまたテニスしたいのか？」


　柴田は心配そうに目の前に座る男の顔を覗き込んだ。


　江森がテニスと言ったらどうしよう……。昨日みたいにまた可愛い女の子がやってきてテニスを教えてくれと言うかも知れない……。


　ふと、坂口に言われたことを思い出す。三人でやろうって言ってたっけ。


（そっか……坂口なら）


　あいつは男だから、心配ないや……。


　勢いよく切り出した。


「テニスは東京に帰ってからもできるし。今度、坂口を誘おうぜ？」


「え。ええっ？」


　ＧＭの桜井だけでも腹が立つというのに、なんで坂口の名を、と江森は仰天して柴田を見た。


「なんで坂口先生を誘うんだよ！」


　だって、と柴田は目を伏せる。


「あいつ、テニス部だからさ。上手いから、お前と釣り合うだろ？　俺、初心者だから、俺とやったってつまんねーだろ？」


（この人って……）


　何を考えているのかと江森は心配になった。


「お前、ゴルフよりテニス、したいんだろ？　だから……」


　なにもわざわざテニスをしにこのホテルに来たわけではない。目的は柴田と親密な時を過ごすためなのだ。ぶんぶんと江森は首を横に振る。


「ち、違うよォ……僕、ゴルフ、好きだし。そうじゃなくて、あの人、なんか好きになれないんだよ。浩司さんのこと、狙ってるんだもん」


「またかよーッ、お前！」


　柴田は呆れ声を出す。


「俺に声をかける男は、みーんなホモか？　世の中、ホモだらけになっちまうぞ！」


　江森は溜め息をつくと、シャンパンの栓を抜いた。


　柴田はあんなことを言うけれど、あの桜井という男がよだれを垂らさんばかりにしてるのは見え見えだ。柴田は色恋ざたにはトロいから自分では気が付かないが、妙なフェロモンを出していて、そのケが無くてもクラクラする男はいるのだ。自分だって柴田に会うまでは、男を愛するなんて考えたことも無かった。その自分が完璧に柴田のとりこになってしまったのだから、桜井が例え真性ホモであろうとなかろうと、柴田にコナをかけないという保証はない。


　黙ってグラスにシャンパンを注ぎ、軽くステアして炭酸を抜くと、柴田に手渡した。


　柴田の方は江森の嫉妬の強さに些か呆れていたが、内心、少し嬉しくもあった。自分を強く愛してくれている証拠なのだ……シャンパンを口に含むと、立ち上がり、自分から江森に覆い被さり、唇を重ねる。


「……ン……ンンッ？」


　シャンパンが口に流し込まれたので、大胆な行動に江森は眼を丸くしたが、そのまま舌を絡め、シャンパンの味のする口づけを味わった。


「……ンンッ」


　柴田は唇を離すと、潤んだ眼で江森を見つめ、両手で頬を挟む。


「……俺……お前だけだ」


「浩司さん……」


　我慢出来ず、ヒョイと身体を抱え上げるとベッドへ運んだ。


「じゃあ、さっきの続きをしようね？」


「うん、お前、まだイッてなかったもんね」


　素直に微笑む柴田が愛しくて、江森は口づけすると自分の胸に抱き込んだ。
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　二人が翌朝九時過ぎにクラブハウスのフロントへ顔を出すと、スタッフルームから桜井が現れた。


　桜井の装いはボルドーレッドのシルクシャツに、濃いグレーのチョークストライプのパンツといった派手なコーディネイトだ。が、日焼けした肌に真っ白なカーフスキンの手袋もアクセントを添え、堂々とした風貌にマッチしている。胸のポケットにはさりげなくポルシェデザインのサングラスが差してある。人好きのする顔で二人を認め、にっこりと笑いかける。


「こちらへどうぞ」


　ロビーの一角にあるゴルフショップへと案内した。


「柴田先生、手袋のサイズは？」


「６半」


「は？」


「あ……」


　手術用の手袋のサイズを言ってしまったのだ。柴田は顔を赤くした。


「俺、初心者なんです……コース、出るの二度目だから……前ン時は、人の、借りたし」


　桜井はしめしめと思いながら、またにっこりした。


「どれどれ」


　ふいに柴田の手を取って、両手で包み込み、指でなぞる。見ていた江森は声を上げそうになってしまった。


「小さいですねェ……スベスベだし……こりゃ、婦人用の方がいいかな？」


　店員に幾つかショーケースから出させると、自らはめてやる。


「これがいいかな？　子羊の皮だから、柔らかいし」


　さらにべたべたと肩や腰を触り始める。江森の怒りの形相に桜井は気づいていたが、素知らぬ振りをして「サイズを見てるんですよ」と言ってやった。


「58位かな？　君、シャツはそこの……バーニーズのシルクのアイボリーね。パンツは……そうだな、フェラガモのカーキ色のが、新色で入った筈だ」


　店員に奥から持ってこさせると、柴田の肩や腰に当てながら、江森には「君は？　自分のサイズ、分かるだろ？」とそっけなく声をかける。


「……はい」


　怒りが爆発しそうだったが、相手は年上だし、一応招待してくれているのである。しかも自分は単なるおまけということも分かっていたので、江森は必死で耐えた。


　が、ロッカールームに自分の服を持って入ると、柴田がまるでオペ室のロッカーで着替える時と同じように無頓着に服を桜井の前で脱ぎ始めたので仰天した。


「浩司さんてばッ、人前で脱いじゃ駄目だよッ！」


「え？」


　桜井がそばでにやにやしながら眺めているのを見ると、もう我慢できない。既にズボンを脱ぎ捨てて、カルバンクラインのセミビキニを露わに見せている柴田の所へ飛んで行くと、持っているシャツを広げて桜井の視線を遮った。


「馬鹿ッ、何、してんだよッ、かえって変じゃねーかッ」


　柴田が怒り出すのを、ロッカーに押し付けるようにして、「浩司さん、忘れたの？　キスマーク」と耳元で囁く。


「ア！」


　プールへ行かせないため、と江森の強く吸った跡はまだ赤く腫れたように残っているのだ。


「か……隠してくれよ……」


　思い出して柴田は真っ赤になった。


　桜井は素知らぬ顔で「ごゆっくり」と外へ出た。


　もうたっぷり引き締まった腰と、かわいらしく膨らんだ股間は鑑賞したから、当初の目的は達したも同然だ。しかも足はすべすべで、無駄な毛もないことまで確認してしまう。自分でもスケベなオヤジだとは思ったが、鼻の下が伸びてしまうのは避けられない。江森のあわてぶりも楽しかった。


（こりゃいいものを見つけた）


　久しぶりに獲物を前にして男の狩猟本能が蘇るのを感じ、全身にエネルギーがみなぎって来た。








　ゆっくり廻れるようにとアウトコースの最終組に入れておいたので、三人は十時にスタートを切った。


　柴田は初心者と聞いて、桜井は「先生には私がつきますから」と、江森に宣言する。


「私はシングルですから、先生をお教えしながら廻りますよ」


　江森を頭のてっぺんから足の先まで、値踏みするように眺め回す。


　日の光の中で見ると、昨夜柴田に随喜の涙を流させていた大柄な男はせいぜい二十台前半といった所で、まだまだ幼さが残っている。桜井にとってはホンの若造に過ぎない。


「江森さん、ハンデは？」


「……28です」


　憮然として江森が答える。


「殆ど、初心者に毛が生えたようなもんですな、そりゃ」


「江森は、接待ゴルフばっかだもんな」


　柴田がフォローを入れる。


「お仕事は？」


「製薬会社のＭＲです」


「ほほぅ……」


　桜井は顎に手をやりながら、わざわざ、厭味ったらしく「すると今回のご旅行も、接待ですか」と尋ねた。


「違う。えー……親友同士の旅行です」


　柴田はまた急いでフォローする。江森が仏頂面をしているので、さりげなく側へ行くと「……も少し、楽しそうにしろよ、変じゃねーか」と文句を言った。


「わかってますってば！」








　コースはアップダウンもなく簡単で、高原の爽やかな風がそよぎ、廻っていてもあまり汗をかかない。柴田は初心者だが、無欲なのでかえって力まず、短めに刻む形でそれなりのストローク数だ。


　桜井は合間合間に柴田にクラブを振らせ、時々後ろにピタリとついて、体にべたべたと触る。肩や腕、背中もばっちり自分の手で確かめた。


「先生は上半身がしっかりしてますねェ」


　肩からクラブをかまえた上腕へと指を這わせる。


「……俺……水泳、してましたから」


「ほほぅ……それで……」


　昨夜プールサイドで覗き見た裸体が脳裏に浮かび、にやにやしてしまう。


「腰が細いのはそのためですね」


　両手を後ろから柴田の腰に廻し、股間にまで撫で降ろすので、さすがのトロい柴田も何か変だと思い始めた。


「あの……手……離して下さい」


「おや、失礼」


　しかし桜井にとっては柴田のあしらいなど簡単だ。何しろ海千山千のホステス達と散々遊んできたのである。今までの言動から桜井は殆どオボコ娘と柴田を見抜いていた。すぐ前に廻ると「ちょっとスイング、してみて下さい」とごまかす。


「……はい」


　根が真面目な柴田は、大人しく言うことを聞く。


（こりゃ……こたえられん）


　ベッドの中でも熟練者の言うことを素直に聞くに違いないと、桜井はひたすら想像をたくましくした。


　一方、江森は悲惨な状況に陥っていた。元々、体育会系で運動能力は発達しているが、柴田にべたべた触っている桜井の姿が視野に入っては集中できるわけがない。ＯＢ連発とまではいかないが、右へ左へとシャンクし、その間に二人は先へ行ってしまう。


　グリーンでやっと追いつくと、桜井は涼しい顔をして柴田にパターの練習などさせている。柴田も結構楽しそうにしていた。


　柴田は今までゴルフに興味はなく、江森が打ちっぱなしの練習場に行く時、しぶしぶついて来て自分で少し打つ程度だったので、あまり江森も真剣に柴田を教えたことはなかった。


（こんなことなら練習場へいつも誘って、桜井がやっているように浩司さんの腰を抱いて、スイングさせたりすれば良かった……）


　江森は心の中で歯軋りする。人前で堂々と柴田の腰を抱く機会はそうはないのに、そのおいしい役を桜井にとられるとは……。


（チックショー、今に見てろ！）








　ハーフを終了してクラブハウスに引き上げて来た頃には、江森は嫉妬で精神的に疲れ切っていた。桜井は元気一杯で、クラブハウスのレストランへ二人を案内し、自ら皆のグラスにビールを注ぐ。


「あまり重たいものは午後に影響しますから、サンドウィッチとオードブルにしましょう」


　にこにこして、柴田の顔を覗き込む。


「いかがでした？　柴田先生、楽しめましたか？」


「ええ……けっこー、ゴルフって楽しいですね」


　柴田は素直に桜井の傾けているビンから、ビールを注いで貰っている。


　江森は言葉もなく二人を睨みつけた。


「グリーンも綺麗だし……鳥かなんかも、来てたりして」


「さすが、柴田先生、いい着眼点ですね！　うちは無農薬主義ですから、鳥も沢山、虫を食べに来るんですよ。林には巣箱もかけてありますしね」


　桜井は得意げに話を続ける。


「池にはカエルやコイも離してありますから、アオサギも時々、来ますよ。バードウォッチングにも最適ですから」


「へぇ……」


　料理が運ばれて来ると桜井はすぐ柴田に取り分けてやるので、江森の出番はなく、一人でモクモクとサンドウィッチにかぶりつき、二人の会話を聞いていた。


「先生はなんで今まで、ゴルフをおやりにならなかったんですか？　今日、お見受けした所では、すじがよろしいのに」


「……一度、医局のコンペに出たんだけど……散々だったんですよ」


（え？）


　江森は初耳だ。


「キャディさんに、（お客さーん、そこから手で投げて下さーい）って言われちゃって……」


　桜井は豪快に、が、決して上品さを失わずに笑い、親しげに柴田の肩を抱く。


「わかります、例の、（手の５番）って奴ですな」


　そのまま肩に手を廻し、「柴田先生は背筋が発達してますから、ゴルフはいけますよ。だいたい、鳥籠みたいな練習場で玉を打ってちゃあ、ゴルフの楽しみはわかりません。これからどんどん、コースに出た方がいい」と続ける。


「私にお電話下されば、いつでもお相手しますよ」と、顔を覗き込んだ。


　間近で見る柴田はビールが入ってほんのりと頬に赤みがさし、リラックスしている為か切れ長の眼は険がとれ、細い眉と長い睫が彩りを添えている。すっきりとした鼻筋に薄い柔らかそうな唇、華奢な顎は少し上を向き、繊細な美しさをたたえている。


　桜井があまりまじまじと見つめるので柴田はちょっと居心地が悪くなり「あの……江森はどうですか」と話題をそらした。


「あー、江森君ね」


　桜井は柴田の肩から手を下ろすと、グラスのビールを飲み干す。


「ちょっと力に頼り過ぎですねー。コントロールもフォームもまだまだだ。も少し、打ちっぱなしをやったほうがいいね」


　さっきとはまるで逆のことを言う。


「まー、若さでおすって所でしょうが、やはり、男は力じゃなくてテクですからな」


　意味ありげな目配せをするので、江森にはピンときた。


（こいつ……）


　これはもう、宣戦布告である。


「それは若さが無い人の言うセリフですね」


　負けてはいられない。


「力のなさをテクでカバーする、そりゃあ、シニアトーナメントなら通用しますけどね、やはりゴルフは飛距離ですよ。どれだけ遠くへ飛ぶか」


　シニアと言われ、桜井もカチンときた。


「いくら飛ばしてもねー、最終的にはアナに入れなくちゃね。肝心なときに外してばかりでは下手クソと言われても、仕方がない」


「パターなんか、練習次第ですよ。けど、パワーは持って生まれたモノですから」


　パワーが無いなどと言われては、引き下がれない桜井である。


「ふん、力任せに打ち込んでも、スイートスポットに当てなくてはね。そこは良くない、とか言われたりして」


　柴田のいつものヨガリを知らないなと心の中で毒づきながら江森は言い返した。


「幾ら技術があっても、モノが使えるのかな？　だいたい年を取ると、上へ向かなくなるそうじゃないですか。カクドもコウドも、若いモノにはかなわないでしょう」


　カクドにコウド、と痛いところを突かれ、桜井は逆襲を試みる。


「（ファー）と叫ばれないよう気をつけたまえよ。だいたいぶんぶん振り回したがるのは素人だね。一人でラウンドするのではない、要は自分も楽しむ、相手も楽しむ、だ。自分だけよくてもね。大人の遊びとはそういうものだよ」


「いや、遊びとはいえ、上がってナンボ、だと思いますがね。上がらなくちゃ、そもそもできないでしょう」


　どうも違う話になっている。色恋にトロい柴田ではあったが、なんとなくゴルフでモメているのではないことに気づき始めた。


「上がる、ねえ。若いもんはそのことしか考えないんだなあ。だから焦って入れる前に出したりすることも多いんじゃないのかね？」


「ＯＢを叩いても、年寄りとちがって、すぐ、回復するから大丈夫ですヨ」


「無理してツーラウンドハーフを回ってもねえ、成績がよくなければね、無駄打ちって奴ですな、ハッハッハ」


「ふん、年寄りはハーフで息が上がっちゃうんじゃない？」


「あ……あの」


　ウェイターがおずおずと口を挟む。


「なんだ！」


　桜井が睨みつけたので、ウェイターは普段温厚な桜井しか目にしたことはなかったため、ひどく驚いた。


「……ビールのお代わりは」


　小さな声で言う。


「俺、もういいです」


　柴田が急いで言った。


「アルコール、沢山入れて、スポーツするのは心臓に負担がかかりますから」


「さすが、お医者様ですなー」


　桜井はまたにこにこして柴田の肩を抱いた。すぐ側のテーブルでは、初老の男四人がビールの大瓶を何本もからにしている。


「あそこの組にも、少し控えるように言った方がいいですよ」


「そうですなー」


　桜井は頬をすりよせて来る。と、タイミング良く、尻のポケットに入っていた桜井の携帯電話が鳴った。


「ちょっと失礼」


　席を外し、柱の陰へ行くので、柴田は「どうしたんだよ……お前ッ」と江森を睨む。


「急に喧嘩、したりして」


「浩司さんこそ」


　江森は下を向く。


「コンペでコースに出たなんて、僕、初耳だよ。いつ、行ったのさ、僕に内緒で」


「え？」


　柴田は怪訝な顔をした。


「お前と知り合う前のことだもん、いちいち、ンなことまで言う必要、ないと思って……」


「僕、ほかの人が浩司さんのことを、僕より先に知るの、やだ！　僕が一番先に知ってたいよ」


　江森の、柴田を見上げた顔が悲しそうだったので、柴田は胸が締め付けられるほど苦しくなった。そっとテーブルの下から、江森の膝に手を置く。


「……ごめんな……五月」


「浩司さん」


「お待たせしました！」


　桜井が戻ってきたので、二人は急いで手を離した。


「なにかと、つまらん用で呼び出されまして」


「桜井さん、忙しいなら、俺達これで……」


　柴田が言いかけるのを遮って、


「今日はオフだと言ってあったのですが……こんなもの、持ってるから呼び出されるんですな」


　ウェイターを呼ぶと、携帯電話を手渡す。


「フロントに預けておいてくれ」


　柴田を振り向き、にっこり微笑んだ。


「これで大丈夫、二人っきり、水入らずですよ」


「……三人でしょ」


　江森が冷たい声で言う。


「そうとも言えますな」


　まるでこたえていない。


「キャディさんがいるから、四人だろ」


　正確を記する柴田であった。








　インに入ると、江森は怒りのためか、調子を上げ始めた。ドラコンとばかり飛ばしまくる。桜井も負けてはいられない。若造においしい所をさらわれてはならないのだ。本気になって打ち出した。


　肝心の柴田を放ってマッチプレー状態である。


　柴田は相変わらずマイペースだ。年配の女性キャディは綺麗な顔の柴田を気に入り、色々と細かに指示を与え始めた。


「あの木を目標にすると、バンカーに捕まらないわよ」


「はい」


　長年努めているキャディの方が、実際的なことは良く知っている。


「ほら、あれ……あそこ、ね？　アカゲラの巣よ？」


　などということも教えてくれるので、柴田は放って置かれても結構楽しかった。五番ホールのグリーンに近づいたとき、先に出た組がゆっくり目前を歩いているのが見えた。


「あれ……」


　さっきビールをガブ飲みしていた四人組だ。


「だから言ったのに……」


　よく見ると、一人が休み休み歩いている。時折、左の胸を押さえていた。心配になって江森に「具合、悪いんじゃねーか？」と同意を求める。


「僕、見てくるよ！」


　江森はクラブを放り出して、スロープを駆け降りて行った。すぐ駆け戻って来て「なんか、左手が痛くて、クラブがうまく振れないんだってさ」と報告する。


「左手……」


　なにか柴田の心に引っ掛かるものがある。


「ちょっと行ってきます」とグリーンを離れた。


　江森と桜井も後を追う。二人とも、先に追いつこうとダッシュした。


　左手が痛むと言っている男はかなり肥満しており、ビールを飲んだせいか、赤ら顔で少しゼイゼイしている。頭は禿げあがり、六十才近く、ピンクのシャツに大柄なチェックのズボンという典型的日本人のゴルファーだ。一緒に廻っている仲間も五十歩百歩といった所である。


　柴田は「俺、医者ですから」と自己紹介すると、痛みを訴えている男の左肩を押さえ、もう片方の手で、左腕をゆっくり触り、確かめる。


「痛いのはここですか？」


　筋肉を押してみたが、圧痛は無い。


「大丈夫、五十肩って奴ですよ」


　男は言うが、上腕を回旋させても、あまり痛がらない。


「どんな風に痛むんですか？」


　尋ねると、「指の方にビリビリ痛みが走るんです」と言う。


　肘を屈曲した状態で、背中に手を廻させたが、やはり痛みは強くならない。手首に触れて脈を確かめると、かなり早いが、アルコールと運動のせいかも知れず、ここで診断をつけるには難しかった。心配そうに見ている他の三人の男達に向かって「先へ行ってて下さい」と告げる。当人にはそっと「念のため検査しましょう」と囁いた。


　医者と聞いているので、男は「そうですね」と同意する。自分の仲間には「すぐ、追いつくから」と声を掛けた。


　三人が行ってしまうと、柴田は「毎日飲んでいる薬とか、ありますか？」と尋ねる。


「え……と」


　男は腰のポシェットから、幾つかの錠剤を取り出して見せる。


「やっぱり……」


　降圧剤と冠拡張剤だ。心臓と高血圧の薬である。


「桜井さん」と柴田は呼んだ。


「救護室に連絡したいんですが」


「あ……」


　尻のポケットに手をやった桜井は、しまったという声を出した。さっき携帯電話はフロントに置いてきてしまったのだ。


「僕、この人、ホテルまで連れてくよ」


　江森が口を挟む。


「で、すぐ、帰ってくるからさ。浩司さんは桜井ＧＭのお客さんなんだから」


「でも……」                                                          


　ううん、と江森は首を振る。柴田の耳元で「やっぱ、それが礼儀だと思うし」と囁く。


「そっか……」


　自分が付き添うのがすじだが、かえって重症感を与え、男が不安になるかもしれなかった。診断がつく前に、余計な不安を与えるのは避けた方がいい……救護室のドクターに任せることにした。


「じゃあ、心電図をとるようにって、あそこの先生に伝えてくれないか」


　江森が男に付き添ってホテルの方へ歩み去ると、桜井は「五十肩じゃあないんですか？」と尋ねる。


「……まだ確かじゃないけど……他動痛も自動痛も無いし」


「は？」


「あ、動かしても痛がらないし……五十肩だと、背中に手を廻させると痛がって、廻らないんですよ」


　男は楽に肩の関節を動かしていた。


「心筋梗塞の初期って、胸痛じゃなくて、放散痛といって、左肩から腕が痛むことがあるんです」


　心筋梗塞は心臓の筋肉に血液を送る血管が詰まる病気だ。放置すれば心筋が壊死し、心臓の働きが停まってしまう重病である。症状は普通、左胸が痛むことだが、肩が痛む場合もある。それで間違えて、内科ではなくて整形外科を受診する患者もいるくらいなのだ。


「念のため、ですが……あまり連れの人達に余計な心配をさせても良くないし。せっかく遊びに来てるんだから、本人も気を使うと思って……」


　医者だから専門の知識を持っているのは当然だが、桜井は別の意味で感心してしまった。一緒に廻っている人達に気配りもするなんて……しかも昨日の救命措置の的確さといい、これは惚れる価値がある。顔と身体は無論だが。


　柴田は江森が消えた方向をなんとなく寂しげに見ている。親に置いていかれた子供のような頼りなさに、桜井はまたグッときた。


「先生、私達も先へ行きましょう。すぐ、追いついて来ますよ」


　そばへ行ってそっと肩を抱くと、柴田は眉をひそめ、物問いたげに桜井を見上げた。桜井が見ると、切れ長の眼を僅かに見開き、漆黒の瞳には自分の好色そうな顔が映っているが、柴田は露程も疑いの心は持っていないようで、じっと大人しくこちらを見つめている。


「……わかりました。戻りましょう」


　この眼にはとても逆らえない。


　場慣れした女達を相手にしてきた桜井は、自分にもこんなうぶな魂を目前に、躊躇する純真さが残っていたことに驚いた。


（こりゃ……けっこー新鮮かも）


　本当は敵のいない間に、ボールを探しに、とか口実を設けて林に連れ込み、最低ペッティングまでは実行するつもりでいたのだが、こう無防備な所を晒け出されては……弱みに付け入って、処女を手込めにしても、自慢にはならないのだ。


（それにあの若造も……）


　ちょっと社会的にはぼーっとしている柴田だが、江森という男はきちんと礼儀をわきまえている。それを裏切るようなことは男として落第だ、と桜井は思った。


　ホテルの前に着くと、救急車が出て行く所だった。初老のドクターと江森が玄関に立って、見送っている。


「どうでした？」


　柴田が近づくと「切迫下壁梗塞ですね。Ⅱ、Ⅲ、aVfでＳＴの低下がかなり顕著でした」とドクターが答える。


「すぐに県立病院へ搬送させましたから、大丈夫でしょう」


「良かったですね」


「良かったね、浩司さん」


　江森は柴田の隣にすぐ、歩み寄る。患者が無事と分かったのは無論嬉しいが、江森に再会した嬉しさが込み上げ、柴田は江森をにっこりと見上げた。


「戻ってきちゃったの？　先、行ってれば良かったのに」


　柴田は江森の指先をそっと握る。


「……だってお前がいないなら、つまんないもの」


「浩司さん！」








　プレーを再開した三人は、そのあと平穏にコースを廻った。


　江森は柴田に求められているという自信を取り戻し、柴田は相変わらずマイペースだが、江森にピタリと寄り添う。一人にされたことが、余程寂しかったらしかった。


　桜井は桜井で、戦略を立て直す。江森という男を見直し始めていた。集中すればゴルフの腕もまあまあだし、先程の様子からすると、柴田の大きな支えになっているらしい。大柄な身体をかがめてしきりに柴田の耳元で何か囁いたり優しく手を握ったりする所は微笑ましかった。


（まぁ、柴田先生は男を見る眼があるってことかな）


　殆どチーママを若い男と張り合う、という気分になっている。ライバルが若いというのは、なかなかいい。自分も若返った気分になる。柴田は美味しい獲物だが、老獪な中年が手練手管で若い娘を籠絡するなど、あまり褒めたことではない。若い男と正々堂々争って、ものにしてこそ、という気がしてきた。男の真の価値を柴田に、そして江森にも知らしめるのだ。


（それにゆっくり時間をかけた方が、楽しみも倍増するってものさ……）


　そりゃもう、あの締まった腰にすぐ自分のモノを入れては見たかったが……。


　ホールアウトした時には三人ともプレーに満足していた。


　桜井はにっこり笑って、江森に手を差し出す。


「え？」


　怪訝な顔で江森が手を握ると、


「楽しかったよ！　江森君！　この次は、二つとない賞品を掛けて、マッチプレーといきたいね！」


　視線を合わせ、ぎゅっと力を込めて来た。


「負けませんよ！」


　江森も応じる。


　しばらくのち、桜井は痺れた手を放し、柴田の肩に手をかけ、顔を覗き込む。


「柴田先生、今回だけの付き合いにしたくありませんね！　是非また、いらして下さい。いや、私も仕事でしょっちゅう東京へ行きますから、またすぐ、お会いしましょう！」


と言った。


　柴田は、江森と桜井が仲良くなったなら、それはそれで良いと思っていたので、素直に、「うん」と微笑む。


　それを良いことに、桜井はさりげなく肩から腰へ、更に尻まで撫で降ろしてやった。


「え？」


　柴田が反応する前に、手を放す。もう一度にっこり笑ってみせた。








　その夜、柴田がバスローブを羽織ってベッドルームへ戻ると、パジャマ姿の江森がむくれてソファに身を投げ出し、がぶがぶ何かを飲んでいる。柴田の顔を見ると、


「またシャンパンが届いたよ」


　ブスッとした顔で言う。


「あ……」


　テーブルの上にカサブランカの花束と冷えたシャンパンボトルが置いてあった。今夜の銘柄はヴーヴ・クリコのラ・グランダームである。カードも添えてあって（お近付きになれた幸運を神に感謝して）と書いてある。


「まったく、中年男って、きざなんだもん、サイテー」


　江森はぶつぶつ言う。


「そうか？　お前、仲良くしてたじゃねーか、最後は」


　呆れて柴田を振り返った。


　ホントに……医者としては優秀かもしれないが、どうしてこう、トロいのだろう……。


　江森の呆れ顔にも気づかず、柴田は楽しそうにしている。ソファに腰をおろすと、


「また、ゴルフにこよーな？」


　シャンパンをグラスに注ぎ、味わいながらにっこりした。


　今までゴルフのゴの字も言わなかったくせに……江森は少しむっとする。


　桜井のことが気に入ったのだろうか。だいたい柴田は優しい男には弱いのだ。そういえば幼なじみで初恋の相手の内科医相沢和彦も、優しい男である。


「浩司さん、ゴルフ、好きになったの？」


「別に。けど、ゴルフだとお前と一緒に出来るもの」


「え？」


　江森は怪訝な顔をした。


「テニスだって、水泳だって、一緒に出来るじゃない」


「俺……ほ、ほんとはテニス、嫌いなんだ」


　柴田はアルコールが廻ってきたのか、潤んだ眼で江森を見つめる。


「ええっ、そうなの？」


「ご、ごめん……せっかく誘ってくれたのに……」


　柴田は俯いて自分の手に視線を落とす。


「ごめんよ、浩司さん。僕の方こそ、嫌いなのに無理やり誘っちゃって悪かったね」


　すまなそうに言う江森に、柴田は焦った。


「違う、違うんだ」


　自分の嫉妬のせいなのだ。思い切って打ち明ける。


「テニスが嫌いなんじゃない……お前が、テニスしてると、すげェ、カッコ良くて……女どもが群がってくるから……初めの日も……俺、ンなの見たくねーから。だから、テニスしたくねーんだ」


「そうだったの」


　うなずいてふと江森は思い当る。


「ひょっとして、坂口先生は男だからいいの？　だから誘おうって言ったの？」


　心配しなくていいからと柴田は思ったのに違いない。案の定、柴田は真っ赤な顔で頷いた。


「うん、坂口とお前となら、やってもいいぞ」


（うーん、それって……）


　別にどうしても柴田とテニスがしたいわけではない。柴田に楽しんでもらいたいだけなのだ。傍へ寄ると、手を握る。


「あのね、何もテニスじゃなくたって、浩司さんが好きなのでいいんですよ？」


「でも、お前、水泳、嫌いみたいだし……」


　そうではなくて、江森の方も、プールサイドで柴田に視線が集まるのが我慢出来ないだけなのだが。


「だからさ、ゴルフなら、誰にも邪魔されないで、お前とずっと一緒にいられるだろ？　ゴルフならうんとしてもいい」


　真面目な顔で見つめるので、江森は胸が熱くなる。


「浩司さん……愛してるよ」


　そっと抱き寄せると、バスローブの合わせ目から手を侵入させる。


「あ……」


　柴田は素直に身体を預け、うっとりと眼をつぶった。江森が背中から腰へとたどって行くと、すぐ、臀部のカーブと深い谷間に指が触れる。


「浩司さん！　ノーパン！」


 柴田は真っ赤な顔になる。


「……だッ、だってッ……ど、どーせ、お前さ、今夜もすぐ、すると思って……」


「浩司さん、ダイターン」


　抱き上げてベッドへ運んだ。


「では、リクエストにお応えして……」


　もうバスローブの紐を解いている。


「ア……ッ」


　前を大きくはだけると、江森はくすりと笑う。


「19番ホールにホールインワンだよ」


「19番ホールって、なんだ？」


　ゴルフ初心者の柴田には分からない。19番ホールとは、プレイヤーのジョークでラウンドしたあとのエッチのことでなのだ。


「あのね、浩司さんのアソコのことだよ？」


　江森はクスクス笑いながら、滑らかな胸をまさぐった。


「フェアウェイはなだらかで真っすぐなんだね」


　正中を通って指は下へ進み、臍に達する。


「真ん中に、ちっちゃなバンカーがあるから、気をつけようっと」


「バ、バカッ……」


　くすぐったさに柴田は身を捩る。かまわず江森は下腹を撫でた。


「グリーンは小さくて三角だね」


　薄い叢を指が這い回り、柴田は喘いだ。指は固くなったモノを捕らえ、


「ここに立ってるピンが目印だ……」


　さらに後ろへと進む。


「あった！　ここが、カップだ」


　指は秘所を開き始める。


「ここにホールインワンするよ、僕の太くて固いアイアンでね」


「まったく、もうっ」


　あくまでもゴルフに例える江森に、柴田は苦笑した。


「ＯＢは無しだぞ」


　ちょっと恥ずかしそうに応じる柴田を、江森はぎゅっと抱き締めた。


「だいじょぶ、ミラクルショットを見せたげるよ！」


　夏の夜は短いが、愛し合う二人にとって夜明けまでは十分遠い。


「覚悟してよ、ツーラウンドハーフだからね」


　江森の囁きに柴田は小さくうなずいた。





ＥＮＤ　　
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　先日来の雨も上がり、台風一過の爽やかな土曜だ。


　行楽地へ向かう車の流れは午後になっても途切れることなく、ロビーの一角に置かれたＴＶからはニュースの合間に交通情報が流されている。


「うわ、中央高速は渋滞30㎞だって」


「でも下の道も混んでるからなあ」


　ここ、私立Ｊ医大付属病院は新宿から私鉄で二十分ほどのところにあり、甲州街道に近いこともあって、外来で診療を待つ人々は真剣に道路状況に耳を傾けている。


　だがこの男には関係ない。今日も朝から真面目に勤務をこなし、さらに午後は論文を図書館で検索する予定でいる。柴田しばた浩司こうじはロビーを横切りながら、第２外科外来のほうへと目をやった。


　２外ニゲの外来診察室の前は閑散としている。これなら手が足りないと呼び出されることもなさそうだと柴田はほっとした。


　また視線を床に落とし、額に落ちた髪を掻き上げながら俯き加減のまま足早に歩く。背は１７０㎝とさほど高くないが、すらりと痩せて均整の取れた体格に、高い鼻梁と華奢な造りの顔、色気のある切れ長の眼に細く弧を描く眉は、並外れた美貌だ。だが柴田は目立つのが嫌いな性分でしかも人見知りが激しいため、この美しさが人に知られる機会はあまりなかった。ただ美しいものに敏感な一部の女性たちにはとっくに話題になっている。


　すでに柴田の周囲には、勤務している三病棟の近藤看護師長を中心としたネットワークが張り巡らされている。もちろん柴田本人は気づいていないが。


　今日も柴田ファンクラブの一員である放射線科外来勤務の栗原という若い看護師が、遠くから柴田の歩みをじっと観察していた。


（ふーんあんまり急いでないわね……ということは）


　急いでいるときの柴田はまるで親の敵を討ちに行くサムライといった真剣な表情なのだ。


（これはデートはないわね）


　そう、土曜の午後、急いでいるといったらそれはもう恋人に早く逢いたいからに決まっている。


（柴田先生って、表情はあんまり変えないけど、ある意味、判りやすいんだよね……）


　行動パターンを見透かされているとも知らず、柴田は病院棟から渡り廊下へと出る。隣に建っている医局のある研究棟へと向かった。


　本当のところ、外来を手伝ってくれと呼ばれれば、手を貸すのはやぶさかではない。病棟の受け持ち患者の容態は安定していて、来週は珍しく大きな手術の予定もない。とりあえず手は空いているのだ。


　それに江森は土曜の午後なのに仕事に駆り出されていて、帰ってくるのは夜八時過ぎだろう……柴田は一抹の寂しさを覚えながらエレベータのパネルに触れた


　柴田は入局二年目で、当然のことながら病院に寝泊まりすることも多い。そして江森も外回りの宿命で仕事は不規則だ。こういった擦れ違いは日常のことだった。


　ただ、柴田が浮かない顔をしているのには別の理由があった。


（今頃……五月は……ナースたちと……）


　仕事と言っても、江森五月は麻酔科が主催するテニスの合コンに駆り出されているのだ。麻酔科の女医真鍋医局長は大学時代テニス部で、今も積極的に若手を誘ってテニスをしている。今回手術部のナースを誘い、合コンをしようということになった。


　会社でテニス同好会に所属している江森は当然のことながら、ハンサム度とテニスの腕で真鍋に可愛がられている。使い走り兼ナースの相手にと使命を受け、江森は大役を引き受けたのだった。製薬会社の営業マンは自社製品の売り込みだけでなく、医者の太鼓持ちもせねばならないのだ。


　今までは柴田もさほど気にしていなかったのだが、夏休み、新婚旅行を兼ねて二人は信州のリゾートホテルへ出かけた。そこでテニスをしていると、ただちに美女がやってきて江森に「テニスを教えて」とねだったのだ。そして柴田は江森が美女たちの剥き出しの肩や腕に触れながら教えるのを目撃した。


（テニス、やってるときの五月って、すげーカッコよくって……）


（あ、仕事してるときだって、ぴしっとスーツ、着込んでカッコいいんだけどさ）


　いつだって江森はカッコいい、と柴田はエレベータの壁に寄りかかりながら思う。


（俺と違って、背は高いし、性格はいいし、ハンサムだしさ）


　相変わらずのネクラ思想である。


　とにかく江森に問題があるのではない。


　今まで江森がテニス同好会の練習に行くと言っても、具体的な不安を感じることはなかった。しかし夏休みの旅行以来、テニスウェアの美女たちが江森を取り囲む絵がぱっと頭に浮かぶようになっている。


　要するに柴田が気になるのは、テニスウェアの女性たちなのだ。スコートから覗くぴちぴちの太もも、ゆさゆさと揺れる柔らかい大きな胸、きゅっとしまった細い足首……そんな男を虜にする魅力を持った女性たちが江森を取り囲むのだ。


（俺は男じゃないと駄目だから、そんなの見ても別にどーってことないけど……けど）


　江森は自分と付き合う前は、女が好きだったのだから。


　どんなに江森が愛してくれても、そして江森の愛を髪の毛一筋ほども疑っていないにもかかわらず、自信のない柴田は漠然とした不安を感じてしまうのだ。


（だって、俺が普通の男だったら、俺みたいなチビでネクラの男なんかとつきあわねーよ……やっぱ、女がいいって思うよ）


　愛情の薄い家庭だったため、コンプレックスのかたまりに育ってしまった柴田なのだった。父親だって、腹違いの兄だって、駄目な男と自分を呼んでいた。母親は新しい恋人と共に柴田を置いて家を出ていた。幼馴染みの相沢だけが優しくて、嫌われ者だった自分に一所懸命、気を遣ってくれていた。


（五月だって多分そうなんだ）


　そう、江森は特別優しいから自分に付き合っているのだと柴田は思っている。


　浮かない顔のまま医局に入ると、柴田は自分のデスクにつく。時刻は三時を回り、もうオフデューティだからこのままマンションに帰ってもいいのだが、一人で江森を待つのはいやだった。このあとはしばらく図書館で時間を潰すことにしている。


　机の引き出しから合同勉強会用の文献を入れたファイルを取り出す。


　このところＪ医大でも高度先進医療施設としての認定を受ける動きが高まっている。そこで第１外科の木田きだ博基ひろき医師が中心となり、科を越えて臓器移植チームが結成されていた。柴田も木田から声をかけられ、勉強会に参加している。


　今、勉強会のテーマになっているのはＦＡＰという先天性の肝臓病だ。アミロイドという物質が肝臓で作られ、全身の臓器に沈着し、やがて死に至る病である。臓器移植をすれば死を免れることができるので、柴田の所属する消化器外科では、脳死移植に踏み切る前に生体肝移植を行おうという計画が立てられたのだ。


　もちろん臓器移植をワシントンで研究してきた木田医師も加わることになっている。次回の勉強会には木田が京都大学から専門医を講師に招いていた。


（そうそう、ちょうどいいや、ＦＡＰの文献をもう少し集めようっと）


　考えながらファイルの中身をチェックしていると、はす向かいのデスクから「柴田先生」と声をかけられた。


「あ……坂口さかぐち」


　真ん中分けの前髪を指で掻き上げながら、眼鏡の奥からじっとこちらを見ているのは、二年下の研修医・坂口利之としゆきだ。少し面長の優しい顔立ちの二枚目で、眼鏡の中のやはり優しい大きな眼には柴田への思慕が宿っているのだが、江森しか視野に入らない柴田は当然のことながら気づいていない。


「先生、もう仕事は終ったんですか？」


　坂口は自分のデスクを離れ、柴田の隣へと移動する。


「ああ」


　柴田の顔を覗き込んで「これから予定ありますか？」と尋ねる。


「……ちょっと図書館で調べものをするつもりだけど……特にない」


　予想していた答えで、坂口はにっこりした。


「僕、麻酔科の真鍋先生にテニス、誘われたんですけど、一緒に行きませんか？」


　坂口は１外イチゲの平野という医師から合コンの情報を得ていた。平野は坂口と同じテニス部で一年先輩である。平野がまず真鍋に誘われ、それを坂口が聞いたというわけだった。柴田の恋人である江森五月が参加しているという情報も同時に仕入れている。それを平野から聞き出したときに、平野の頭にある計画が浮かんだのだった。


（柴田先生に江森の奴が女にモテてるところを見せてやろう！　柴田先生はショックを受けるだろうから、それを僕が慰めれば……）


　なんとかして江森を柴田の隣から追い出し、後がまに座ろうと考えている坂口なのである。江森にはもう、面と向かって宣戦布告もしている。もっとも恋愛の機微に疎い柴田には、坂口のモーションなどまるで通じていないのだが。


「でも……俺、テニス、できないし」


　逡巡する柴田に坂口はたたみかける。


「江森さんて、テニス、お上手ですよね。確か参加してるって聞いたけど、僕、お手合わせ願おうかな？」


　ちらりと横目で柴田をうかがい、付け足した。


「そうすれば江森さんは女性陣の相手をしなくて済むでしょう？　で、終ったら三人でビールでも飲みに行きませんか？」


「ううっ」


　柴田は急所を突かれ、考え込む。


「ね、前にもそんな話、したでしょう？　三人でテニスに行こうって」


　さらなる坂口の言葉に柴田は押し黙る。


　そうなのだ。


（坂口と三人ならテニスに行ってもいい、そう五月にも言ったっけ）


　柴田の頭には坂口イコール男イコール江森を盗られる心配がないから安心、という式ができ上がっている。さすがに江森が坂口をライバル視していることも知っているが、


（俺が江森以外の男を好きになるってこと、絶対ないのに）


　それには確信があるので、江森の嫉妬はただの勘違いと認識している。これがまた坂口の付け入る隙、ということに気づいていない。


「ビールかあ……」


　そう言えば今朝、江森は「テニスが終ってから、多分、みんなでビールを飲みに行くと思うんですよ」とすまなそうな顔で言ったっけ。


「でもご飯は浩司さんと食べますから、待っていてくださいね」とも。


（坂口と三人で行けば、五月は女の子たちと一緒にビール、飲みに行かないかも）


　嫉妬心を柴田はひどく恥じており、「女の子とビール、飲みに行かないでくれ」とは決して頼めなかった。


（そっか……坂口からビール、飲みに行こうって言ってもらえば、女の子と行かないでって言わなくて済む！）


　ここが世間知らず、というか男心を知らないゆえんで、坂口の策略にいとも簡単に乗ってしまう。


「うん、じゃあ行く。ちょっと待っててくれ」


　柴田はばたばたとファイルを閉じ、立上がった。


「十五分で調べるから、図書館の前で待っててくれ」


　嬉しそうに坂口を見つめるので、坂口は少しばかり良心の呵責を感じた。


（ごめん、柴田先生。でもこれもあなたのためなんだ）


　坂口には江森よりも自分のほうが柴田を幸せにできるという自信があった。


（あんなＭＲなんて太鼓持ちじゃなく、僕なら仕事でも柴田先生を助けられるんだから）


　心の中でそう言いわけしながら、坂口は柴田と別れ、ロッカーへと向かった。








　多摩川に近い市民公園のテニスコートには爽やかな秋の風が吹いている。


　今年は猛暑だったため、コートを取り囲む木々の紅葉はまだだが、台風一過の抜けるような青空はまさしく秋空だ。


「そうそう、１、２、３のリズムですよー。１でバックスイング、２でラケットを身体の横へ、３で左手を添えて肩へ持っていくんですよー」


　江森五月の明るい声が響く隣のコートで、真鍋医師は後輩の医師とのんびりラリーを楽しんでいた。小柄だが手も脚も長く、大きな眼に太い眉で、三十代半ばになるのだが、バンビのような可愛らしさだ。


　ひとしきり汗をかくと、真鍋は手を振って相手に休むと告げる。ベンチに引き上げ、スポーツドリンクのペットボトルを取り上げた。大汗をかきながら初心者を教えている江森に「悪いわね、エモちゃん」と呼びかけた。


「手術部の看護師さんたちにはエモちゃんの教え方が上手だって評判なんですもの」


　江森は額に落ちた栗色の髪を掻き上げ、汗を拭う。ショートパンツのポケットからタオル地の汗止めバンドを引っ張り出すと頭にはめた。


「大丈夫ですよぉ、僕、会社の同好会でも新人係ですから！」


　にっこり笑い、ハートマークをチカチカと瞳に点滅させている女の子に向かう。


「ずいぶん、当たるようになったね！　じゃあ、次の人！」


　順番待ちの列に並んでいた次の女の子が頬を紅潮させ、代わりにコートへと入る。


「宜しくお願いしまーす」


　江森はまたにっこり笑い、手に持ったボールを差し上げた。


　江森の後方にはもう一人、田辺という年かさのＭＲが控えていて、こちらは球拾いを専門にやっていた。


　今年五十になるベテランＭＲの田辺はゴルフはシングルだが、テニスは素人である。最初、田辺が同行して球拾いを買って出ると言ったので、江森は恐縮した。


「田辺さんにそんなこと、お願いできませんよぉ」と固辞したのだが、「いいからいいから」と気軽に引き受けてくれたのだった。同じＭＲ仲間として若い江森がいつも大変な役仕事を率先してやっているのは、田辺も良く承知していた。


　だが初心者の打つ球がこれほどまであちこちに飛ぶのは知らなかったので、バスケットに拾い集めながら今は少し後悔していた。


（こりゃ、帰りにぐっと一杯やんなくちゃ、やってられないなあ）


　一方、順番待ちしている若いナースたちはうっとりと江森に見惚れていた。汗止めバンドで栗毛がくしゃくしゃに乱れているところさえも「可愛い！」のコールを呼び起こす。


「スーツ着てるエモちゃんもかっこいいけど、テニスウェアで短パンもいいわよね！」


「腕白坊主、って感じ！」


　しかし女性たちのときめきの声も、江森には届かない。


「はいっ、次の人！」


　これも医者に自社薬品を使ってもらうためのＭＲの業務の一つ、とひたすら真面目に取り組んでいるのだった。








　坂口はロッカーで着替えると、五病棟へと平野を探しに行くことにした。もちろん平野の車に同乗して柴田と一緒にテニスコートまで連れて行ってもらおうという魂胆である。


　平野はすらりとした体格で、色白のいかにもぼっちゃんという優しい顔立ちだ。坂口の策略では江森を連れ出すにあたり、真鍋には代わりに平野を置いていくつもりだった。


（こうすれば文句を言われないだろう）


　ナースステーションでカルテを書いているところを発見し、傍へ行って話しかける。


「平野先輩、終りました。一緒に行きましょう」


　平野は書きかけのカルテから顔を上げ「こっちもすぐ終るから」と答えた。


「坂口、お前、一人？　誰かかわい子ちゃんでも連れて行くのか？」


　坂口はにっこりして首を縦に振る。


「ええ。前、オーベンだった柴田先生も一緒です」


「柴田先生だって？」


　平野はびっくりして大声を上げる。


「へぇー、いつの間に仲良くなったんだよ？　前、ネクラで気に入らないって言ってたくせに」


　慌てる様子もなく坂口は自信たっぷりに応える。


「それは僕が柴田先生の魅力に気づかないマヌケだったからですよ」


　うんうんと平野も同意する。


「そりゃそうだろう、あの先生はすごいんだよ。僕と一年しか違わないのにさ、木田先生が直々に移植チームに誘ったんだぜ？」


　１外イチゲの木田博基医師は平野の指導医オーベンで、平野は木田に憧れて１外に入局したという経緯いきさつがあった。


　平野が自分のボルボを研究棟の玄関に回すと、坂口と一緒に柴田が立っている。


「初めまして、１外の平野です」


　挨拶をすると柴田は俯いて「２外の柴田です」と口の中で呟く。


（うーん、腕はいいけど無愛想だって評判は本当だな）


　感動しつつもトランクを開け、坂口のラケットとバッグを放り込む。


「柴田先生は？」


　アタッシェケースを受け取り、振り向いた。


「柴田先生、ラケットは？　持ってないなら僕の予備を貸しましょうか？」


　坂口がすぐに「柴田先生はテニスはしないから」と答える。


「見るだけですよね、先生？」


「うん」


　坂口は車のドアを開け、恋人をエスコートするかのように柴田の肩を抱いて乗せてやる。一緒に続いてリヤシートに乗り込んだ。


「さ、行きましょう、平野先輩」


　柴田が女だったら、完全に自分はアッシーに使われたのだと平野は思った。


（でも男だもんな……まさかね）


　首を傾げつつもボルボを発進させる。


　ハンドルを操る傍ら、坂口の隣で身体を固くしている柴田をちらちらとバックミラーで観察した。


「先生もテニスをやられたらどうですか？　僕、余分にラケットを積んでますし、シューズも……」


　平野は話しかけたが、柴田は俯いたまま、「いや、いい。あんましできないし」と答えた。


「でもせっかくだし、坂口に教えてもらったらいいじゃないですか」


　話を振っても柴田は沈黙を守る。見かねて坂口が「平野先輩、あのね、柴田先生は遊びの話は好きじゃないんですよ」と変なフォローをした。


（ええっ）


　どうもまだ柴田の性格が把握できないが、


（遊びの話……じゃなければいいのかな？）


「柴田先生も木田先生の勉強会に参加してらっしゃるんですよね」と話題をそちらへ振ってみることにした。


「ああ」


「木田先生は僕のオーベンなんですけど、よく柴田先生のこと、褒めてますよ」


　ふいに柴田が顔を上げる。ミラーの中で細い眉に形取られた切れ長の眼と視線が絡み合い、平野はどきりとした。


「木田先生のネーベンなんですか、平野先生は」


　さっきとはうってかわって、柴田ははっきりとした口調で話し出す。


「木田先生はなんでも理詰めで話して、それでいてデータ偏重じゃなく、数値に表れない病態の変化を大切にしていて、俺は尊敬している」


「ですよねー、それにハンサムでカッコよくって、で、親友の小早川先生って人がこれまた面白い人で……」


　平野が嬉しそうに続けるのに構わず柴田は、


「来週、ＦＡＰの勉強会があるんだが、文献だけでなく、京都大学で行われたドミノ肝移植での心理カウンセラーの報告書まで取り寄せてコピーしてくれたんだ。ああいう医者はそういない。いいオーベンでうらやましい。あの先生の下ならとてもためになると思う」


とひどく真面目に続ける。


（やっぱ、変わってるって本当だ……）








　市民公園に到着すると、三人は早速テニスコートを目指す。


　ちょうどベンチで休んでいた江森は、三人の姿に驚いて飛び上がり、膝の上のラケットを落としてしまうという失態を見せた。


　坂口はを真鍋に手を振ると、しらっとした顔で江森に近づく。


「江森さん、真鍋先生に誘われたものですから、僕もちょっとお手合わせ願おうかと思って」


　後ろで黙って立っている柴田を顎で指し、江森の耳に顔を近づけて誰にも聞こえないよう手で覆う。


「柴田先生を連れてきてあげたから張り切ってくださいよ」


　無論、皮肉が含まれていることは江森にも判った。必至で笑顔を作ると「わざわざありがとう」と答える。


　一方、柴田ビジョンでは二人が仲良く顔を寄せ合って歓談していると見えている。


（ふーん、五月の奴、坂口のこと、嫌いじゃねーんだ……そっか、趣味がおんなじだもんな）


　相変わらずのトロい考えである。


「じゃあ、ラリーでも少しやる？」


　真鍋が元気よくラケットを持って立上がった。


「真鍋先生、江森さんを借りていいですか？」


　坂口はすかさず頼み込んだ。


「えー、エモちゃんと私、やりたいな」


「代わりに平野先生がお相手しますよ、ね、先輩？」


　平野も江森同様、文句を言わず相手に合わせて、忍耐強くラリーを続けてくれるタイプだ。


「いいわよ、じゃあ平野君、あっちのコートへ行こう」


　平野はにこにこしながら真鍋のあとを追う。


（これでよし、と）


　坂口はきっとした顔で江森を振り返る。


「じゃあちょっとやりましょうか」


　二人の眼の間にパチパチと火花が飛び散ったのを周囲の者は気づかなかった。


　柴田のほうは取り残されてしまったので、若い女性たちから離れ、コートに面した芝生にぽつんとしゃがみこんだ。江森と坂口が睨み合いながらコートに入るのを見て、（ふーん、やっぱ、仲がいいんだ）とズレた感想を持つ。


　そのうちラリーが始まった。


　もちろん二人とも本気である。


　江森はテニスのときは左利きで、パワフルな両手打ちが得意だ。馬鹿力で打ち込む江森の球を坂口は必死で返す。坂口のほうはコントロールが抜群で足の速いのが自慢だ。左利きの江森の右を抜いてラインぎりぎりを狙う。


「ハァッ」とかけ声と共に全力で打ち込む江森に、ドライブをかけ、ネットすれすれの弾道でコーナーを狙う坂口はいい勝負だ。


　ラインぎりぎりの打球になんとか追いつき、江森が高く打ち上げると、返ったボールをすかさず坂口は全身を弓なりにしてスマッシュする。


　しかし江森は打ち上げた直後、ダッシュしてネットに張り付いていたので、捨て身のダイレクトボレーを決める。


　見物の女性たちのキャーッという歓声が上がった。


「すごーい、エモちゃん、カッコイーッ」


　ボールは転々と後ろへ転がり、坂口は肩で荒い息をつきながら江森を睨みつけた。江森も負けじと睨み返し、サービスラインへと歩いていく。


　すると田辺がボールを手渡すふりをして江森に近寄った。渋い顔で江森を見上げ、意見する。


「おい、江森、なに、本気出してんだ！　研修医といっても相手は医者だぞ！　手加減しろ！」


「うっ」


　柴田の目の前で坂口に負けてたまるかということしか頭になかったので、江森はやっと自分の立場を思い出した。


（でも浩司さんの前で……）


　やっぱり坂口に負けるのはイヤだ！


　それでも田辺の忠告は正論で、江森は渋々手を抜くことにした。露骨に負けるわけにもいかないので、それなりにラリーを続け、坂口に花を持たせる。


　見物の女性たちは坂口もハンサムなので、どちらに点が入ってもキャーキャーと叫ぶ。


　とりあえず１ゲーム取ったところで坂口は鼻高々で江森を解放した。


（僕のかっこいいのが判ったかな、柴田先生は）


　タオルで汗を拭きながら、ちんまりと膝を抱え込んで芝生にしゃがんでいる柴田に近寄る。「どうでした？」と得意げに声をかけた。


「僕、なかなか巧いでしょう？」


「え？」


　柴田は何の感動もないといった顔で坂口を見上げた。


「悪い。俺、テニスって見てると首が疲れるから、一方しか見ないことにしてるんだ」


　そう、初めて江森に連れられ、テニス大会を見物したときそれを学んだのだった。そのときボールの行方を追っていると疲れてしまうので、江森だけを見ることにしたのだ。柴田にとっては江森のかっこいいところさえ見られればいいのだから、この結論は当然だった。


「じゃあ、ひょっとして……江森さんのコートしか見てなかったんですか？」


　坂口は絶望の叫びを上げる。


「うん」


　淡々と首を縦に振る柴田の前で、坂口はラケットを杖代わりにし、崩れ落ちそうになる身体を必至で支える。


（柴田先生……あなたって人は……）


　そこへ江森がポカリを手に走ってきた。


「浩司さん、喉、乾いたでしょう？」


「五月、すげーカッコよかったぞ！」


　柴田は今までの無表情とうってかわって輝くような笑みを浮かべ、江森を迎える。


「でも僕、負けちゃいましたよ？」


　江森はちらりと坂口に視線を投げながら、柴田にポカリを渡した。


「関係ねーよ。俺はお前が見られればいいんだもの」


　江森との恋人関係を知られているので坂口の前では素に戻って大胆発言をする柴田だが、これがまた坂口を煽ることになるなど思いも寄らない。


　二人のいちゃつきを見せられ、坂口は目の前が暗くなった。


（うう……なんてことだ）


　あんな本気を出したのは学生時代の東日本医学部体育大会東　　医　　体以来だったのに……見ていなかったなんて……。


　しかし、すぐさま坂口は戦略を建て直すことにした。にっこり笑って江森に手を差し出す。


「さすがですね、江森さん、実力派だなー。もう１ゲーム、やりませんか？」


　こいつまたわざと負けを要求するのかと江森はむっとしたが、坂口は「今度はダブルスにしましょう」と提案する。


「ええ、いいですけど、誰と？」


　坂口の人選は決まっていた。東医体準優勝の腕を誇る五年ほど上の神谷と倉石という医師のもとへ行って「やりませんか」と誘う。


「いいとも、さっきのゲーム、なかなか良かったよ」


　いつも初心者の相手ばかりさせられ、いささかうんざりしていた二人は、先ほどの江森と坂口の激しい応酬を見て腕が鳴っていたところだった。二人は喜んでラケットを取り上げ、コートへと向かう。


「かかってこい、若造ども！」


「江森さん、頑張りましょう！　柴田先生にいいところを見せないとね」


　坂口は江森に話しかけながら近づくと、また耳打ちする。


「それとももうバテてます？　ひょっとして意外に体力、ないのかなあ？」


　江森は満面の笑みで応える。


「いーえー、体力は有り余ってますから朝までだって平気ですよ？　何ラウンドでもいけますから。柴田先生に訊いてください」


　もちろん言外にセックスの事を言っているのは判ったので、坂口はぎりぎりと歯を噛みながらも顔には笑みを作る。


「それじゃあその自慢の体力とやらを見せてもらいましょうか」


　肩をぶつけ合いながらコートに向かう二人を柴田はニコニコしながら見送る。


「やっぱ、テニスボーイ同士、気が合うんだなー」


　ゲームが始まると坂口はちらちらと柴田をうかがう。


（よかった、作戦成功だ）


　情けないことだが、江森を同じコートに立てば柴田に見てもらえるという作戦なのだ。


「江森さんっ」


「オッケー！」


　二人は柴田にいいところを見せようと、ラリーの応酬・ボレー・スマッシュ・サービスエースと全力を出した。お互いのミスも自分のほうが力が上、ということを誇示するために必至でカバーし合う。とても急ごしらえのペアとは思えない息の合い方だ。


　白熱したゲーム展開に隣のコートでラリーをしていた真鍋まで見物に集まってくる。


　ついに坂口・江森組が勝利を収め、どっと周りから歓声が上がった。


　一応医者とのペアなので田辺も「なぜ勝った！」とは叱らずに「素晴らしかったよ！」と拍手した。


「いやー、君たち、ベストパートナーだよ、うん」


　倉石は肩で息をしながら二人を褒めた。


「今度このペアで市民大会にでも出たらどうだ？」


「ええっ」


　江森も坂口もお断りだと思いながら柴田のもとへ向かった。柴田は嬉しそうに「二人ともカッコよかったぞ！」とねぎらう。


「二人とも、ですね？　僕もってことですか？」


「うんそうだよ、坂口、お前もすっごく巧いんだなー」


（やった……苦労が報われた）


　坂口は天を仰いで神に感謝した。


　テニスが終了して飲み会の段になると、また坂口は策略を巡らせ、江森に耳打ちする。


「これから三人で別行動にしましょう」


「え、でも……」


「いいんですか、真鍋先生たちと飲みに行くのに柴田先生を同行させても？」


　江森はうっとなった。


「いいですか、江森さん、僕と柴田先生は、あなたに送ってもらうということにしますから」


　柴田と帰るのはいいが、坂口がついてくるのはしゃくだ。しかし女の子たちがわいわいとビールを飲んでいる席に柴田を連れて行きたくはない。坂口と柴田を二人だけで帰すのはもっといやだ。選択の余地はなく、江森は坂口の計画に乗ることにした。


「でも真鍋先生になんて言って飲み会を断るんですか？」


「それは僕に任せてください」


　坂口は着替えを済ませると、「どこへ行こうか」と盛り上がっている輪の中へ入り、真鍋に話しかける。


「僕、柴田先生と病院に帰りますんで、江森さんに乗せてってもらいます」


「あらエモちゃん、帰っちゃうの？」


　酌夫がいなくなると真鍋は不満顔になったが、「平野先生は残りますから」と坂口は付け足す。


「あら、それだったらオッケーよ」


　合コンの席にライバルが少ない方がありがたく、男の医師たちは「どうぞどうぞ」と喜んだ。










　　　　　　　　　　２




　江森は坂口と柴田を市民公園の駐車場に停めておいたミラージュへと導いた。坂口には後部座席のドアを開けてやり、「どうぞ」と言う。もちろん柴田には助手席のドアを開ける。


　ＭＲの乗用車の常で、後部座席には試供品やらおまけのグッズやら文献やらがどっさり積まれていて、坂口はブツブツ言いながらそれらを片隅に押しやり、乗り込んだ。


「ミラージュか、狭いなあ」


「小回りが利くものですから」


　江森はしらっと応え、車を発進させる。


「平野先生のはボルボで広かったですよね、柴田先生？」


　坂口は助手席と運転席の間に頭を突っ込み、親しげに柴田に話しかける。横を向くとライバルの顔が眼に入ることになり、江森はうんざりした。


「ボルボって頑丈で安全神話、とか言うしな。いい車だよ」


　柴田も気安く相槌を打つ。


「空飛ぶレンガって言われてるんだってさ」


　ボルボの性能が良くて頑丈なことは車好きの江森も知っている。だが江森の給料では高嶺の花なことも事実だ。


（くっそー、僕の給料が安いことへの当てこすりか？）


　横目で見ると坂口は案の定にやにやしている。


「やっぱ、柴田先生を乗せるのに国産車じゃあね」


　むかつきながらも江森は応じる。


「僕たちＭＲにとって、車は下駄代わりですからね。カッコよりも燃費です」


　江森の言葉に柴田は真面目にうんうんとうなずいた。


「そうだよな、外車は燃費が悪いもんな。うん、ミラージュはいい車だよ」


　柴田の発言でその場の車論争に終止符が打たれた。








　坂口がナビをしていった先は、アジアンテイストな多国籍料理の居酒屋だった。駅に近いショッピングモールにあり、ポリネシアやバリを思わせる南国リゾート風インテリアだ。壁の材質は編まれた木の皮で、素朴な木彫りの面やら大きな羽根扇やらが飾られている。広いテラスにはパラソルを立てた丸テーブルが幾つも並んでいる。土曜の夕方なのでカップルや家族連れで店内はかなり混んでいたが、三人はテラス席へと案内された。


　サマースーツの大柄でハンサムな江森とラフなテニスウェアで知的な二枚目の坂口が真ん中に柴田をエスコートしている様はかなり目立ち、三人は席に着くまでの間、周り中の視線を浴びる羽目になった。


　テーブルに辿り着いておしぼりをもらうと、坂口は隣の江森にこっそりと「なんか、目立ってました、僕たち？」と耳打ちする。


「あの人を連れてるといつもそうですから、僕はもう慣れましたね」


　江森はちらりと柴田へ目をやる。当の柴田はいつも俯いて歩いているからそんなことには気づかないのだ。運ばれてきた水を飲みながら熱心にメニューを見ている。


「へー、変わった料理があるんだなー。俺、この生春巻きがいいや」


「あの通り、まったく本人は気づかないんですけどね」


　江森の言葉にあらためて坂口は「本当に柴田先生は自分が判っていないんだ」と確信した。


「ひょっとして江森さん、苦労してます？」


　なにを今さら、と江森は坂口を睨む。苦労の種はお前もだと言いたかったが我慢した。


　坂口は首を振り振り溜め息をつく。


「確かにあれじゃあなー、手に入れても心配の種が尽きないですよね」


　心配の種のライバルに同情されるのはしゃくだったが、妙な共感を覚え、「そう、そうなんですよ」と江森はうなずいた。


「俺、このフルーツも！」


　柴田の声を聞きつけ、アオザイ姿のウェイトレスがオーダーを取りにやってくる。マンゴーとパパイヤを盛りつけたインドネシア風炒飯、エビとパクチーを捲いたベトナム風生春巻き、それに中華風鶏の唐揚げを頼んだ。


　和やかに食事は始まったが、江森はそのあと散々坂口にイビられた。先ほど共感した自分を江森は後悔する。


（くっそー、やっぱりこいつは敵だ！）


　江森の勤めている製薬会社はこの夏、外資系製薬会社と合併している。もともと製薬会社は歴史的経緯から関西に本社を置くものが多い。その中で江森の会社は関東に本社があり、業界のシェアは関東以北がほとんどだ。合併相手の外資系会社とはドイツのホフマン製薬という中堅の会社で、関西のとある製薬会社を前年度、吸収合併していた。そして関東以北のシェアを伸ばそうと今回の合併に乗り出したのだ。


　お互いの弱点を補えるため、資本金にかなり差があったものの、吸収という形ではなくほぼ対等合併で合意したことは江森の会社にはかなりのメリットだった。


　そういった経緯は坂口も知っているだろうに「江森さん、会社がなくなっちゃうってどんな感じです？」とわざわざ持ちかける。


「なくなるわけじゃないです、新しい名前になるだけですよ」


　江森は憮然として答える。


「一応、ホフマン＆フジ・ジャパンって、新しい名前にも残ってますし」


　江森はスーツの内ポケットから名刺入れを取り出し、作ったばかりの名刺を見せた。


　坂口は裏を返して「へえ、英語でも刷ってある。さすが外資系」と形だけ感心する。


「でもドイツの会社でしょう？　となるとドイツ語も覚えなきゃならないのかな、大丈夫ですか、江森さん」


　むかつきながらも江森はにっこり笑い、柴田の顔をのぞき込んだ。


「そうなったら僕、浩司さんに教えてもらいますから。ね、浩司さん？」


　親しげに名前で呼ぶと、トロピカルフルーツを摘んでいた柴田は「うん」とうなずく。


「ドイツ語くらい俺が教えてやるよ」


「こないだも、深夜にドイツ語のレッスン、したんですよねー」


　坂口はクソと思いながら矛先を変える。


「合併すると新しい薬品名を覚えなくちゃいけないから大変でしょうね」


　それはその通りと江森はうなずいた。


　江森の勤務していた製薬会社は今まで精神科領域の自社製品が少なかった。ところがホフマン製薬が一年前合併した会社はかなりの向精神薬を出しているので、江森はそちらの領域の薬品名を新たに勉強し直さねばならなくなった。


　もともと製薬会社のＭＲは営業ではあるが、病院や診療所に直接薬品を売るわけではない。薬品は薬品問屋を介して納品されるのだ。であるから、ＭＲがお追従を言ったからとて、いきなり取引先の病院がそのＭＲの所属する製薬会社に直接薬品を注文する、などということは起らない。


　それでも薬品を使うのは現場の医者であり、その医者と直に接するのがＭＲだ。少なくとも自社製品の名前、そして「先生、Ａ製薬の○○ではなく、うちの××のほうがこういうメリットがあります。ぜひうちのを使ってください」とさらりと言ってのけるぐらいの知識は必要だ。それ以上の薬効薬理・副作用などの細かいデータをなると同じＭＲでも営業所属ではなく「学術部」担当となる。


　学術部に所属している学術部員は大学で薬理学や生化学を専攻してきた専門職だ。新薬の説明会などで教授や医局員たちを前に講演するのが彼らの役目だ。江森のような文系ＭＲにはそこまでの知識は必要とされない。そうは言っても、膨大な薬品名を新たに覚えねばならないことは確かだ。そのためにこのところ江森は会社の企画した泊まりがけの研修会に何度も参加していた。


　そういった矢先だったので得意げに「いえ、研修もだいぶ受けましたから。来週もその予定ですし」と答えた。


　坂口はやったとばかり笑みを浮かべる。


「そうか、江森さん、忙しいんだ」


　ちらりと柴田を横目でうかがった。


「柴田先生、僕、江森さんが留守のときはいつでもご飯の相手をしますから声をかけてくださいね？　先生は一人だとあんまり食べないから、江森さんも心配でしょう？　僕が誘ってもいいですよね？」


　嵌められたと江森は息を呑んだ。ここで「イヤだ」などと答えたらまるで柴田の健康を心配していないみたいではないか。江森が口をパクパクさせていると、柴田が「来週は俺も学会の準備で忙しいから」と屈託なく言った。


「外に食いに行く暇なんか、ねーって。それより坂口、お前だって、来月発表するんだろう？」


　いきなり振られ、今度は坂口のほうがぐっと詰まる。確かに十一月の「肝・胆道学会」に今の指導医オーベンが演題を申し込んでいる。会場発表のほうは面倒だからと坂口に押しつけていた。


「そりゃ発表は原稿を読むだけだから誰だってできるけど、お前だってちゃんと勉強、しとけよ？　質問されて立ち往生したらお前でなくてオーベンが恥をかくんだぞ？」


「はい、判りました」


　真面目な柴田にあっては適わないと、坂口は素直にうなずく。だが次の瞬間、


（そうだ、教えてくださいって、話しかける口実になる！）


　不屈の闘志を坂口は持っていた。 








　マンションに帰ると柴田は珍しく「もっと飲もうぜ」とリビングのサイドボードに歩み寄る。


「お前、運転係だったから飲めなかっただろ？」


　ブランデーの瓶を取り出した。


「俺、作ってやるよ。ロックがいい？」


　なにやらはしゃいでいる柴田を江森は複雑な思いで眺めた。柴田が上機嫌な理由は江森にはちゃんと判っている。


（僕が女の子たちと飲みに行かなかったからなんだ）


　営業マンの宿命とは言え、江森が飲み会に駆り出されることに柴田が不安を感じているのは知っている。今夜は坂口と三人きりだったから柴田はとてもリラックスしていた。


　坂口が混じっていたのはイヤだったが、坂口のおかげでもあったのだ。


「どうしたんだ、五月、飲まないのか？」


　グラスを手ににこにこと戻ってきた柴田に江森は急いで笑顔を向ける。


「ううん、なんでもない、浩司さん」


（いいんだ、僕は。浩司さんさえ楽しければ）


　それに柴田は自分のものなのだ。いくら坂口が割り込もうとしても、今まで培ってきた二人の愛は絶対揺るがないのだから。


　傍に来て見上げる柴田の肩に江森は腕を回した。


「お酒飲む前に、ちょっと運動しない？」


「運動？　なんの？」


　両手のグラスを取り上げてロウテーブルに置くと、江森はひょいと柴田を抱き上げる。


「あれに決まってるじゃない、夜やる運動って言ったら」


「もうッ」








「あ……さつき……」


　ピンク色の薄い唇が動いて江森の名を呼ぶ。今まで江森を見つめていた艶のある切れ長の眼がふとおぼつかなくなって、どこか遠くを彷徨う。なにか見つけようとしてるかのように眉根が寄せられる。長い睫には涙の露が宿る。江森の愛撫に身を捩っていた柴田は動きを止め、近づいてくる瞬間を待ち受ける。


　江森はタイミングを見計らっていったん腰を引くと、一呼吸おいて力一杯ねじ込んだ。瞬間、柴田の身体がシーツの上で弓なりに反り返る。


「五月、もうッ」


　くいと細い顎が突き出され、おとがいから桜色に染まるすんなりした首筋までがあらわになる。


（浩司さん、綺麗だ……）


　到達の瞬間の柴田を江森は感動して見つめた。手に握っているモノがぴくりと震える。


「達いくッ」


　小さな叫びと共に柴田の内部がくねくねと蠕動する。柔らかな肉壁が生き物のようにうねり、収まっている江森のモノを扱く。


「いいッ、浩司さん、最高だよ！」


　腰を打ち付けて深く入り、江森はオルガスムスに痙攣する柴田の内部をたっぷりと味わった。


「五月、五月」


　柴田は眼を瞑ったまま江森の名を呼び、長い腕で首にかじりつく。


「もっと愛して、俺のこと……」


　江森はシーツから柴田を抱き取ると、力強く腰を振った。


「浩司さん、僕も出すよ！」


「五月！」








　愛を確かめる儀式が終ると、二人は並んでベッドに横たわり、お互いの額の汗を拭い合った。すぐに江森はリモコンを手にし、エアコンを強から弱に落とす。


「汗をかいたあとで冷えると、風邪、引いちゃうからね」


　柴田をシーツにくるむと優しく抱いた。


「ん」


　まだ少し暑かったが、柴田はおとなしく江森の胸に頬を寄せる。何度も追い上げられ、身体が軋むほど揺さぶられたが、激しい時間が過ぎるといつも江森はこうやって気遣ってくれる。


（五月……）


　甘く切ないものが胸にに込み上げ、眼を瞬かせながら江森の分厚い胸に唇を付けた。


「浩司さん？」


　江森は柴田の顔をのぞき込む。


「どうしたの？」


「ううん、なんでもない」


　言いながらまた柴田は口づける。


「お前、すげー優しいから……俺、なんか胸、苦しくなっちゃった」


「浩司さん！」


　退いていた熱い波がまた押し寄せてきたのを感じ、江森はぎゅっと柴田を抱きしめる。


「浩司さん、愛してるよ」


　下腹に押しつけられていた江森のモノがまた力を持ったのが判り、柴田は「お前って、ホント、体力あるよなー」と感嘆の声を上げる。


「あんなにテニス、したあとなのにさー。俺、もう出ないよ」


　あっちとテニスは別物なのだが、と江森は笑いながらも「だって今週忙しくって、全然やらなかったからだよ」と答える。


「僕、タンクにまだいっぱい溜まってるよ？」


「ええっ、本当か？」


　柴田が怯え声を出したので江森は「大丈夫、すぐやらないから」と安心させる。


「ちょっと中休みしよう。リビングでなにか飲もうか？」


「よかったー、喉、カラカラだよ」


　ほっとした柴田に江森はバスローブを羽織らせると「まだ腰、抜けてるんでしょう？」と抱き上げる。


「うん」


　柴田は頬を染めたが、おとなしく江森に抱かれ、リビングへと運ばれた。


「汗かいたから、ブランデーじゃなくてポカリがいいよね？」


　柴田をソファに降ろすと江森はトランクス一丁のままキッチンに入り、ペットボトルを手に戻ってくる。すると柴田がリモコンでＴＶをつけ、画面に見入っていた。


「あ……」


　画面にはドラマのワンシーンが流れている。どうも場面状況から二時間スペシャルの刑事物らしい。登場人物の一人は見慣れたあの顔だ。


　焦げ茶色のスーツを着た逞しい体格、ライオンのたてがみのような茶髪、長い手足はひときわＴＶ映りがいい。角張った顎に切れ長の鋭い眼、太い眉は男臭い二枚目だ。


（朝比奈あさひな繁樹しげきじゃないか！）


　消化性潰瘍でつい二ヵ月ほど前、柴田の受け持ち患者になった男だ。トレンディドラマにもよく出演している売れっ子俳優である。そして柴田と朝比奈の間には一言では言い表せない複雑な因縁があった……。


　だいたいこの大画面液晶ＴＶも朝比奈が柴田の関心を引こうと贈ってきたものなのだ。


「なんでＴＶ、見てるんだよ、浩司さん！」


　江森はむかついて大声を出す。柴田はきょとんとして振り向いた。


「ちょっとつけたらさ、朝比奈君が映ってるから、つい見ちゃったんだ」


　相変わらずのトロさで、もちろん柴田は朝比奈が自分を狙っていることなど気づいていない。


「朝比奈君、退院してから外来に一度しか来ていないって、こないだ大月先生が言ってたんだ」


　大月は第２外科の医局長で、この秋講師に就任した中堅の医師だ。外来診療を担当していて、退院後は朝比奈を外来フォローするはずだったのだが、予約診療を何度もすっぽかされたと柴田に告げていた。


　柴田は心配そうにＴＶを見つめる。


「あいつの潰瘍は難治性で、ちゃんと治療を継続しなきゃならないのに。退院直前に一度、内視鏡検査、俺、やったんだけど、その結果もまだ聞きに来てないんだ」


　医師として自分の患者を真剣に心配しているのは江森にも解るので、嫉妬心をぐっと抑え、ソファに近寄った。氷の入ったグラスを渡し「売れっ子だからさ、来る時間がなかなか取れないんじゃないかな」と言ってみる。


「けど自分の身体のことだ。それに大人なんだから、もっと責任を持たなくちゃ」


　正論だが、江森だって仕事が忙しいとつい健康のことは後回しになることもある、と思った。売れっ子のタレントであればなおのこと労働時間は不規則だろうから、とても診療時間内になど病院に来られないに違いない。


「マネージャーさんに連絡してみたらどうかな？」とアイディアを出した。


「ほら、本人は来られなくても、どうしても無理だったらマネージャーさんから結果を伝えてもらえばいいんじゃない？」


　柴田はグラスを持ったまま考え込む。


（そう言えば、あいつ、マネージャーさんと同居しているって言ってたっけ）


　肉親ではなくてもそれほど親しい関係なら本人に代わって伝えても、プライバシーの侵害にはならないだろう。


「そうだな、お前ってあったま、いい！」


　柴田は感心して江森を見上げた。


「俺、来週、連絡してみるよ！」


　これが新たな事件の発端とは二人とも気づかなかった。








　　　　　　　　　　３




　火曜日、第２外科は定例手術のない日で、珍しく緊急手術オペも入らず、柴田は午後になって内視鏡検査の報告書を整理することにした。


　バイオプシーで採取された検体は病理学教室に運ばれ、顕微鏡下で悪性細胞が存在しないかどうか調べられる。ただちに回答が必要な手術中の「迅速診断」と違って、優先順位が低いものはどうしても後回しにされ、病理報告書が返ってくるまでに一週間ぐらいかかることもある。


　内視鏡の直視下で悪性であっても病理報告では良性のこともあり、無論その逆もあり得る。柴田は内視鏡検査の腕を上げるため、必ず病理報告書の結果と付き合わせてフィードバックするようにしていた。朝比奈の一件を思い出したこともあって、まず外来へ行き、患者のカルテを借り出す。病状の経過もじっくり読んで検討しようとしていた。


　カルテの山を抱えて内視鏡室へと向かうと、ちょうど隣のＣＴ室へ車椅子に乗った患者を放射線科外来の栗原看護師が押して入っていくのに出会った。脇には研修医が一人、ついている。栗原は柴田を認め「あら、柴田先生、内視鏡の検査ですか？」と朗らかな声をかけてきた。


「いや、報告書を書くだけだ」


　ぼそりと答え、一行に目をやると、研修医が処置カートではなく、除細動器も完備した緊急カートを押しているのに気づいた。


（ずいぶんと重装備だな……なんの検査をするんだろう）


　首を傾げたがそのまま別れ、柴田は内視鏡室に入った。


　検査患者は内科に入院していたが、受けるのは簡単なＣＴ検査だったため、主治医は放射線科に任せることにした。そういうわけで、ついていたのは放射線科を廻っている研修医だったのである。緊急カートを押していたのは、これからＣＴを撮る患者が過去に造影剤という臓器に集中してＸ線写真上白く撮影される薬剤を使ったとき、胸苦しさを訴えた既往があったためだ。ただそのときは心電図ＥＣＧに変化も現れず、皮膚に蕁麻疹が出るようなこともなかったため、緊張によるものだろうと主治医はカルテに記載していた。それでも研修医は念のため、カートを運び込んでいた。


　今回のＣＴ検査は「二段注入法」といって、半分の量の造影剤を点滴で注入し、そのあと残りの造影剤をワンショットで入れるやり方だ。一気に注入して急激に濃度を上げる「ボーラス法」と点滴注入法を折衷した方法である。


「栗原さん、それじゃあ手伝ってください」


　研修医はＣＴの検査ベッドに患者を寝かせる。万が一に備えて胸に心電計の受信装置を貼り付ける。モニターをＯＮにすると造影剤の点滴を落とし始めた。


　コントロールルームにいる放射線科技師が撮影準備を調える。台が動き、患者はカプセルホテルのベッドに似たＣＴ装置の中へと送り込まれた。


　点滴ボトルが半分ほどになると、技師が「良く染まってます」と鉛入りのガラス越しにマイクで報告する。


「じゃあ、残り、入れるよ」


　研修医は自動注入器の電源をＯＮにした。設置されているシリンジが機械で押され、大量の造影剤が静脈内へと送り込まれていく。


　五分ほど経つと患者が「なんか、苦しいです」と訴えた。同時にモニターの警戒音が鳴り出す。


「え？」


　研修医がモニターを振り返ると、不整脈の波形が映し出されていた。波形は幅の広い心室性期外収縮だ。


「いけない！」


　研修医は念のためと用意しておいたリドカインを詰めたシリンジを引っ掴んだが、これが事態を大きくするもとだった。


「大丈夫ですよ、今、薬を入れますから」


　焦ってボーラスと同じように急速に注入した途端、警戒音がいっそう高く鳴り響いた。


「心停止アレストだ！」


「ええっ」


　研修医はもちろん、義歯も看護師も真っ青になった。心臓マッサージをしようにも患者はＣＴ装置の中である。


「早く出して！」


　技師は大慌てで患者の寝ている台を動かそうとスイッチを押したが、焦ってロックを外すのを失念していた。


「動きません、故障です！」


「手を貸してくれ！」


　技師はＣＴ室に飛び込み、研修医と一緒に患者の身体を装置の中から引っ張り出す。モニターの警戒音は鳴りっぱなしだ。画面の基線は完全に平坦である。


「誰か、上の先生を呼んできてくれ！」


　研修医が心臓マッサージをしながら悲鳴を上げる前に、すでに栗原は判断良くＣＴ室から駆けだしていた。行く先は当然、隣の内視鏡室である。扉を開けながら叫んだ。


「柴田先生、すぐ来てください、アレストです！」


　柴田はＶＴＲに収めた内視鏡所見を確認しながら、報告書をチェックしていたところだった。栗原の叫びに素早く反応し、デスクから飛び上がった。カルテが床に散乱したがかまってはいられない。すぐに栗原と共に隣のＣＴ室へと向かう。


　そこでは研修医が心臓マッサージ心　　マをしている最中だった。


「ショックか？」


「造影剤で不整脈が出て、リドカインを静注したんです、そうしたらアレストになって……」


　柴田は傍へ寄ると「酸素！」と叫ぶ。酸素マスクを口元に当てると、アンビューバッグで酸素を送り込む。


「点滴、造影剤の入ってないのに代えて、全開で落とせ！」


「はいっ」


　栗原が素早く反応する。


　マッサージにも関わらずモニターには心臓収縮波形は現れない。柴田は緊急カートに目をやり「カウンター、充電してあるな」と叫んだ。


「え、除細動器カウンターを心停止アレストにかけるんですか？」


　研修医は怪訝な顔をするが、柴田は「いいから早くしろ！」と怒鳴った。


「一刻を争うんだ！」


　栗原がすぐ緊急カートに載っていた電気除細動器カウンターショックの電源を入れる。すぐに充電を表わす緑のランプがついた。柴田はアンビューを研修医に代わらせると、患者のパジャマを「はだけた。


「いくぞ、どいてろ」


　低い静かな声にかえって緊張が高まる。


　どすんと鈍い音がして、患者の身体が跳ねた。


　一瞬ののち、モニター画面には正常の収縮波形が現れる。ピッピッという心拍を刻む音もリズミカルだ。


「よし、もう大丈夫だ」


　柴田は患者の顔をのぞき込む。


「大丈夫ですか！　痛いところは？」


「あ……ああ」


　意識の戻った患者は弱々しく呻き、うっすらと瞼を開けた。


「呼吸の補助と酸素はしばらく使ったほうがいいだろう、それからステロイドも」


　きびきびと指示を出すのを、研修医はうなずき、カルテに書き留める。


「検査は中止です。病棟に一度戻ります」


　患者にそう告げると、柴田はストレッチャーの準備をした。なんとか事態は収拾したのだった。


　栗原は眼にハートマークを点滅させながらうっとりと柴田に見惚れた。


（柴田先生って顔だけじゃないのよね……痺れちゃうわ）








　柴田が内科病棟に付き添って上がると、同期で放射線科医の芝元が血相を変えて飛んできた。ナースステーションに飛び込むと、大股で駆け寄り、柴田に「すまん、世話になった」と身体を二つに折り曲げた。


「助かったよ柴田、お前がいてくれて。造影剤のアナフィラキシーショックだって？」


　芝元は学生時代、なぜか九州出身なのにアイスホッケー部に所属していた巨漢の色男だ。出席番号の関係で柴田とは六年間、基礎の実験でも臨床実習ポリクリでも一緒だったという腐れ縁だ。他にも曰く因縁が色々あるのだが、それはまた別の話になる。


「いや……」


　柴田は複雑な表情を浮かべる。


「というか……医　源　性イアトロジェニックだな」


　造影剤の副作用で不整脈を起こしたのは事実だが、心停止の直接原因はリドカインの急速静注である。つまりは医療事故だが、しかももう少しで大事に至るところだった、いわばニアミスだ。除細動器カウンターで心調律が元に戻ったのは、麻酔薬のリドカインで麻痺した刺激伝導系がショックで覚醒したためなのだ。そう告げると芝元は「ううう」と唸り声を上げた。


「内科を半年、廻ってたから、緊急時の対応もできると思って一人で任せちまったんだ。責任はすべて指導医の俺にあるよ。内科の主治医にも医療ミス委員会にもきちんと報告するから」


　しょげている芝元に柴田は静かに話しかける。


「ああ、ニアミスを見逃しているといずれは大きな間違いを犯すからね。今日の経験はあの研修医の今後の為にもなると俺は思うよ。でも……」


　造影剤で副作用が出たことは事実で、もともと研修医が除細動器を載せた緊急カートを用意していなかったら、柴田でもあの場で適切な処置を施せなかったかも知れない。


「その点の判断は正しかったと言ってやれよ」


　芝元は感慨深げに柴田を見下ろす。


「お前って妙なところに気が回るよな」


「いや、気落ちしてるだろうからさ。こういう仕事をしていると誰だって大変な目に遭うんだから」


「まあな、誰だってひやっとしたことはあるもんな」


　芝元はふと思い出して付け加えた。


「そういや、俺らがポリクリで外科を廻ってたときも、お前、結構えらい目に遭ったっけな。ほらさあ、担当患者がさあ、自殺したんだよな」


　柴田は眼を細め、ぴくりと肩を震わせる。


　そう、決して忘れたことはない。そして誰にも言ったことはないが、その事件は柴田の心に深い傷を残していた。


「ま、まーな。じゃあ、俺、もう行く」


　顔を引きつらせて柴田は逃げるようにその場をあとにした。


　内視鏡室に戻るとまたデスクに向かい、散らばったカルテと報告書を整理し直す。しかし作業に集中できず、そのうち手は止った。頭の中はあのポリクリでの辛い思い出でいっぱいになっている。


　臨床実習通称ポリクリは医学部の５年から６年にかけ、少人数のグループに別れて各科を実習するシステムだ。医師の指導のもとに入院患者を割り当てられ、診察の仕方や治療方針の立て方などを実地で学ぶ。


　外科を廻っているとき、柴田は一人の悪性腫瘍の患者を担当した。そのとき、入局二年目の女医が患者を受け持っていた。この場合、女医の指導医がオーベン、そして女医が中ベン、一番下の柴田がネーベン、という診療体制になる。だがオーベンは中堅の医師で責任ある地位にあって忙しく、病棟で柴田はその女医に直接指導を受けていた。


　患者は二度目の入院で、再発だった。初め、患者は気落ちしていたが「もう一度頑張る」と言ってくれた。


　しかし再手術の前夜、屋上から身を投げたのだった。


　学生だった柴田は強い衝撃を受けた。


　さらにショックだったのは、病棟でいつも親切に指導してくれた女医が一ヵ月後、病院を辞めたと知らされたときだった。ちまたの噂では「やはり女医は駄目だ」とか「女だから信用がなく、患者はそのせいで自殺した」というような陰口に耐えられなくなったとのことだった。他にも個人的事情があったのかも知れず、今となっては噂が本当だったかどうかも判らない。


（でも俺がミスをしたら）


　やっぱりホモセクシュアルは駄目だと言われるのだとそのとき強く思ったのだった。


　そしてもう一つ、柴田の強い悔恨は……。


（なんであの女医さんに一言も言えなかったんだろう）


　大変だけど頑張ってください、とか、せめて、色々教えてくれてありがとう、とか……。


　自殺事件のおかげで柴田はひどく落ち込み、病棟でその女医に会ってもなにも喋れなくなってしまった。暗い表情で眼を逸らす柴田を、その女医は悲しそうに見ていた……。


（あの人は俺が責めてると思っただろう）


　そんなつもりはなかったけれど。でも結果的に口さがない噂で彼女を傷つけた人たちの側に柴田は回ってしまったのだ。


（女は駄目って偏見の持ち主だと俺のこと、思ったろうな）


　自分も偏見にさらされてきたのに。男と駆け落ちするような淫乱な母親の子、とか、女みたい、とか、ネクラ、とか言われてきた自分が、そしてホモセクシュアルであることを恥じ、被ひっそりと隠れるようにして生きてきた自分が、ほかの偏見に満ちた人々と同じように彼女を傷つけてしまったということが辛かった。


　それ以降、柴田はますます自分の殻に閉じこもるようになった。そして感情を表わすことも自分を表現することも下手な柴田は、腕は優秀だが冷たい男だとその後、言われるようになっていった。


（俺は本当に五月に遇うまではダメな奴だったんだ）


　自分のことで精一杯で、他人を思いやる余裕がなかった。でも今は、江森の愛のおかげで少しはましになったような気がする……。


（俺もちょっとだけ、色々できるようになったし）


　あの女医には今からでも会って謝りたいが……病院を辞めてからどうしているか訊いていない。今、自分にできることは、下の者に一つでも多く、自分の知り得たことを伝えることなのだと柴田は思った。








　その夜、少し沈んだ顔で柴田が帰宅すると、江森がクローゼットを開け、バッグに服を詰めていた。柴田に向かってすまなそうな顔を向ける。


「僕、明日からまた二拍三日で研修なんだよぉ」


「お前も忙しいんだなー」


　江森はしょげた様子で「それだけじゃないんだよぉ」と柴田の傍へ行った。


「土・日は医療機器の展示会の手伝いで、そっちを手伝うよう言われちゃった。打ち合わせもあるから泊まんなくちゃいけないって。だから五泊六日になっちゃって、帰るのは日曜日になるんだ」


　柴田はうっとなったが、必至で笑顔を作る。


「仕方ねーよ、仕事だもの」


「でも展示会は新宿だから、どうしてもなら土曜日の夜に一度、帰ってくるよ」


　江森の心遣いは優しいが、今日「もっとしっかりしよう」と決心したばかりなのだ。ううんと柴田は首を振る。


「大丈夫だよ、俺、なんかあったらすぐ、携帯に連絡するから。五月、安心して行ってくれよ」


　きっぱりとした口調に江森は「浩司さん？」と首を傾げる。


「どうしたの？　なんか、あったの？」


　柴田が強がっているときは、多くの場合なにかを必死で堪えているのだと江森にもよく判っている。


「なあに、どうかしたの？」


　優しい声に柴田はぐっと詰まったが、「なにもないって」と笑って見せた。


「それより……」


　つま先だって伸び上がると、耳打ちする。


「この次は日曜になっちゃうんだろ？　だから……今夜……あ、あの……」


「浩司さん」


　最後まで言えず真っ赤になる柴田を江森は笑って抱きしめる。


「あのね、僕もそう言おうと思ってたんだ」








　熱い想いをたっぷり体内に注ぎ込まれると、柴田は江森の首に掴まったまま満足の溜め息をついた。


「ああ、五月……幸せだよ、俺。お前に愛してもらって」


　江森はくすくす笑いながら優しく柴田を揺する。


「こんなことで浩司さんが幸せになるなら、いっぱいしてあげるよ」


　柴田はうっとりと眼を瞑り、「じゃなくて」と呟いた。


「お前が傍にいて、俺のこと解ってくれるから……俺、どんなことがあっても平気だ」


　そう、一番近いところになんでも解ってくれる人が一人でもいてくれれば、みんなにどんなことを言われてもがんばれると思う。幼い頃、相沢が自分にとってはそうだった。そして今は、江森がいる……。


　あの辞めてしまった女医にはそういう人がいたのだろうか。


（いたんならいいけど……）


（俺には五月がいるのに……ごめん）


　哀しくなって柴田は江森の首筋にぎゅっと顔を押しつけた。


「浩司さん……」


　なにかのことで柴田が落ち込んでいるのが判り、江森は柴田の背を優しくさすり続ける。自分は医者ではないから仕事のことで柴田を助けることはできない。でも自分にしかできないことが一つあるのだと江森には自信があった。


「僕は浩司さんの傍に一生いるから安心して」


　耳に口を付けて囁くと、江森は胸に抱き込めたしなやかな身体を大きく揺らし始める。


「ああ……五月……」


　ゆらゆらと揺れる揺りかごの中であやされているようで、繋がったまま柴田は眼を閉じる。眠りに落ちていくのか、それとも陶酔の海にまた船出していくのか判断が付かないまま、暖かな波に身を任せた。








　　　　　　　　　　４




　水曜日の午後、定期の手術が終った時点で、柴田は医局長の大月に外来へと呼び出された。


「すまん、これから研究会へ行かなくちゃならないんだ、あとの患者、頼む！」


　まだ経験の少ない入局二年目の若手が採血係などの雑役を除いて外来を任されることはない。「でも俺は」と柴田が言いかけると、大月は「残ってるのは内視鏡の検査結果を聞きに来る患者なんだ」と告げる。


「柴田、ちょうど三人ともお前が検査したケースだからさ。結果を告げて、次の外来を予約してくれ。ほら、あの朝比奈繁樹も予約に入っているぞ」


「え？」


　大月は診察デスクの上の予約名簿を柴田に手渡す。急いで見ると、確かにその名があった。


「よかった、しばらく来てないっていうから心配してました。マネージャーに電話したほうがいいかなって」


　大月は渋い顔になってデスクの前に立つ柴田を見上げる。


「今日もちゃんと来てくれればいいが……あの手の芸能人は生活が乱れてるからな。退院後はほとんど来なくなってコンプライアンスが悪くて困るよ。柴田、ちゃんと言っとけよ、真面目に治療しろって」


「俺みたいな下っ端が言っても権威ないから駄目ですよ」


　すると大月はいやいやと首を振った。


「柴田先生に診てもらえるなら毎週でも来ますって、あいつ、言ってたぞ？」


（へ？）と柴田は首を傾げたが、脇に控えていた外来看護師長は「うんうん、その通り」とうなずいた。








　紺色のポルシェ９６８カブリオレを外来患者専用駐車場に入れると、朝比奈繁樹はダッシュボードからサングラスを取り出し、胸のポケットに挿す。続いて助手席に置いてあった小包を取り上げ、大事そうにアルマーニの内ポケットに入れた。


「よしっ、これでＯＫだ！」


　携帯も内ポケットに入れる。


「やっぱ、電話を入れて良かったぜ……」


　先ほど、予約しておきながらも病院へ行く気になれず、事務所から第２外科外来へキャンセルの電話を入れたのだ。別の日にしてくださいと言いかけたところ、担当の大月は席を外したと告げられた。いつも予約を入れては取り消していたので、敷居が高くなっていたところで朝比奈はほっとした。


「代わりの先生は誰ですか？」と何の気なしに尋ねると、なんと「柴田先生が代わりに診察してらっしゃいます」と返事があったのだ。


「柴田先生なら、俺、行くよ！」


　力一杯叫んでしまい、相手に笑われたが、朝比奈はうきうきして携帯を切り、出かけたのだった。


（ちょうどいい、プレゼントが渡せる）


　先月仕事で香港へ行ったとき、向こうで買い求めた品だ。ブレゲという有名ブランドの時計である。「ドクターズウォッチ」というモデルで、日本にはせいぜい百五十本ぐらいしか入っていない逸品なのだ。名の通り、時刻を表わす文字盤に幾つもの文字盤が組み合わされ、一目で脈拍や呼吸数が判るようになっていて、いわばベッドサイドの必須アイテムだ。値段から言えばもっと高い時計はあるのだが、「柴田先生にぴったりだ！」と即決して購入した。


　病院通いを避けていたわけではなく、このところ仕事が忙しかったのは事実だった。おかげで退院してからというもの柴田との接点はまるでなかった。なんとかしてあの綺麗な男を手に入れたいと願っている朝比奈には、今日の外来は千載一遇のチャンスである。外へ出る前にミラーでチェックする。


「うん、いつものハンサムな俺だぜ」


　真ん中分けの茶髪に指を梳き入れ、掻き上げる。ついこのあいだ撮影のため、肩までの長さだったのを少し短くしたが、なかなか気に入っている。


　高い鼻梁、削げ落ちた頬、がっしりとした顎は野性的な男の魅力に溢れている。太い眉に切れ長の鋭い眼は十分男臭いのだが、まだ二十四歳という年齢のせいかあどけなさがときおり漂い、これがまた年上の女性の心をくすぐる。


　ミラーの中で指で髪を梳き、ピアスのついた耳を出してみる。


「うん、これぐらいの長さのほうがいいな」


　朝比奈は自分の魅力を知り尽くしていた。柴田に会うまでは。


（どうもあいつは解らないな）


　どこをどう攻めたらいいのか、攻めあぐんでいる。医者であるため、派手な芸能界に憧れるわけもなく、入院中にナースから仕入れた情報では金や名誉には興味がない様子だ。


（そうなんだよな、芸能人に会わせてやる、とか、事務所の誰かに口を利いてやる、なんてのも効果ないしな……）


　ようするにひどく真面目な仕事人間なのだ。何しろ朝比奈が贈るまで自宅にＴＶだって持っていなかったのだから本当に驚きだ。


（結婚初夜までバージンを守り通した女の子みたいだぜ）


　ただ唯一、ステディな関係にある男にはメロメロなのだという。


（くっそーっ、俺だって柴田先生にメロメロになって欲しいぜ！）


　柴田の恋人には一度、病院のロビーで遇っている。朝比奈と同じくらい体格がよく、確かになかなかの甘いハンサムだった。だがどうも朝比奈にはガキっぽく、頼りなさそうに見えた。


（俺のほうがいい男だし、金だってたっぷり稼いでる！　あ、柴田先生は金には興味ないんだっけ）


　本当にどこを攻めたらいいのか……。


　今まで自分が誘えばどんな男だって喜んでホテルまでついてきた。


（舐めろと言えば喜んで舐めたし、出せと言えば喜んでケツを……）


　いかん、と朝比奈は頭を振る。


（柴田先生には通用しないんだ……やれやれ、どうしたらいいんだろう）


　考えているとしくしくと腹が痛んできた。


（あ、痛ッ、つ……っ）


　朝比奈は溜め息をつくと考えるのをやめ、車から降りた。








　サングラスをかけ、外来の前のベンチで待っていると、自分の番号が呼ばれる。朝比奈は中へ入った。カーテンが開いていて、診察デスクに見慣れた姿があり、こちらへ艶のある流し目を向ける。


「柴田先生、よう！　久しぶり！」


　朝比奈は嬉しくなって叫ぶと、大股に歩み寄り、柴田の肩に手を置いた。


「先生、どう？　元気だった？　なあ、せっかく再会したんだからさあ、これからどっか、飲みに行こうぜ？」


　入院していたときにベッドサイドで見せてくれたあのふるいつきたくなるような笑顔を期待していると、柴田は予想を裏切ってひどく険しい表情になった。


「朝比奈さん、退院してから一度しか外来に診察を受けに来ないとは、どういうことですか？」


　厳しい眼に少しばかり退きながらも朝比奈は馴れ馴れしく肩を抱こうとする。


「なんだよ、他人行儀なこと言っちゃってさあ。そんなに俺に逢いたかった？」


「そういうことじゃなくて」


　柴田は真面目な表情を崩さず、朝比奈の手を掴んで肩から退ける。


「そこの椅子に座ってください」


　渋々朝比奈は丸椅子に座ったが、一、二歩椅子をずらして柴田に接近を試みた。柴田は机のカルテに目を落とし、パラパラと捲る。


「まず、退院直前にやった内視鏡検査ですが、全体に治癒傾向ありでした。バイオプシーも三カ所、調べましたがいずれもクラスⅠです。一カ所からクラスⅡの炎症性細胞が数個のみ。悪性化の所見はありません」


「それってどういうこと、先生？」


　朝比奈は首を傾げる。


「つまりガンの心配はないってことです」


　うんうんと朝比奈は感心した。


「業界用語って奴だね、シーメとかさあ」


「しーめ？」


　今度は柴田が尋ねる。


「めしのことだよ、俺たちの業界ではなんでも逆さまに言うんだ」


　さすがに柴田は笑い出した。


「クラスⅡ、とかは別に業界用語じゃないんだけど……」


　柴田は次第にリラックスしてきて友達言葉になった。朝比奈とは年齢も近く、さらに初めて遇ったのは新宿二丁目の俗にハッテンバと呼ばれるゲイの溜まり場だった。そのとき柴田は江森が女性とホテルにいるのではととんでもない誤解をし、悪酔いしてそのバーへ出かけたのである。しかも朝比奈にナンパされ、ラブホテルの門をくぐるというおまけまで付いていた。


　肝心の時に朝比奈が吐血したため、大事には至らなかったのである。


　そういったなりそめもあり、同じ性的嗜好の持ち主として柴田は朝比奈に気を許していた。江森に言わせれば「逆に危ない」のだが、柴田の頭には「同じ趣味の友人」としか認識されていない。そう、坂口と江森がテニスボーイ同士仲がいい、と誤解しているのに近い。


　柴田はすっかり緊張を解き、話し続ける。


「クラスⅣてのは悪性腫瘍で、ガンってことだ。君のはクラスⅡで安心だから」


「よかったー」


　朝比奈はまた椅子を前に動かす。


「しかし潜血反応オカルトがプラスだ。これも結果を聞きに来てないじゃないか。この前、外来に持ってきたものだ」


「オカルト？　なに、それ？　ホラー映画がどうしたって？」


　柴田はカルテを机に置くと呆れ顔で朝比奈を見た。


「弁に血が混じってるかどうかの検査のことだ。つまり胃や十二指腸潰瘍が再発するとそこから出血し、便に混じるんだよ。今回も容器をあげるから、この次来るときに持ってきなさい」


　朝比奈はしかめっ面をする。


「なんだよ、俺、こう見えてもトレンディ俳優だぜ？　シゲサマって言われてんだからさあ。その俺にウンコ持ってこさせんのかよ、やだなあ」


「そういうことじゃないだろう」


　柴田はきつい声を出した。


「いいか、この前の便鮮血がプラスってことは、せっかく治った潰瘍が再発しかけてるって証拠なんだ。入院して治療したのが無駄になるじゃないか！」


　怒りながらも柴田は手を差し伸べて朝比奈の頬を両手で挟んだ。


（おおーっ）


　いきなりの行動に朝比奈は飛び上がりそうになる。


（な、なんだ？　キスしてくれんのか？）


　だが柴田は細い指を滑らせ、朝比奈の下瞼を捲った。


「眼瞼結膜が少し貧血気味だ。やはり出血が続いてるんだな。どうして君って人は自分の身体を大切にしないんだ」


　間近で見る柴田の眼は真剣だが哀しそうで、朝比奈の心はちくりと痛んだ。いそいで笑って紛らす。


「いやさ、俺、精力つけるために毎日、スッポンの生き血を飲んでるからさあ、それでウンコに血が……」


　柴田はきっと朝比奈を睨む。


「あのな、この検査はヒトヘモグロビンっていって、人間の血液だけに反応して、食物に混じった血には反応しない精度が高い検査なんだ。どうして嘘をついてまでごまかそうとするんだ！」


　傍で聞いていたナースもぷっと噴き出す。


（うへぇ）


　ヤブヘビだと朝比奈は首を縮める。


「まったくもう……」


　柴田は溜め息をつきながら診察ベッドを指す。


「そこに寝てください」


　Ｙシャツをはだけると柴田は聴診器を取り上げ、朝比奈の胸と腹をまず聴診する。次に首筋から胸へ、そして腹部へと指を滑らせる。


「芸能人は不規則な食生活なんだろうな、酒も飲むだろうし……」


　独り言のように呟くのを、朝比奈はうなずいた。


「でもさ、えっちは控えてるぜ、俺。先生とやるまでになんかあっちゃ、まずいからね」


　柴田は真っ赤になったが素知らぬ顔で触診を続ける。


（こーいう初心うぶなところがまた、いいんだよな……）


　なにやら股間がムズムズしてきて、朝比奈は「まずい」と腰をよじった。


「動かないで」


　柴田はぴしりと言うとみぞおちを掌で圧迫する。


「い、いてっ」


　途端に鈍い痛みが上腹部に走り、朝比奈は呻いた。


「やっぱり……」


　診察が終ると柴田は細い眉をひそめ、デスクに戻る。サラサラと処方箋を書くと、傍のナースに「便の容器を」と指示を出す。


「二週間後に予約を入れておいたから、そのときに持ってくること」


　ビニール袋に入った試験管のような容器を渡され、朝比奈はげんなりした。


「俺のイメージが悪くなるよ、小学校の寄生虫の検査みたいでカッコ悪いなあ、もう」


「そういうことじゃないって前にも言ったろう？　二週間後に必ず持ってくるんだ。そして薬は必ず飲むように」


　柴田は真剣な眼で、ベッドで服を調えている朝比奈を見つめた。


「軽い病気と馬鹿にしてはいけない。再発を繰り返せば取り返しのつかないことにもなるのだから。必ず二週間後に来てくれ」


　久々に叱られ、朝比奈はしょげきってロビーへ出た。


「以前はよく森さんにも怒られたけどなー」


　売れっ子になってからこっち、面と向かって説教する奴はとんといなくなった。柴田に叱られるのはなかなか新鮮ではあるが、


「ホント、あの人って真面目だよ」


　ナンパする暇もなかったじゃないかと、薬局の前で薬のできるのを待ちながら朝比奈はボーッと考えていた。


（ああ、畜生、先生の中に入れたいよ……）


　ラブホで盗み見た柴田のヌードが頭に浮かぶ。あの細い腰に入れたい……すべすべの下腹で自分を締め付けてもらいたい……小さな口で舐め回してもらいたい……。


（くっそー、やりてー！）


　入院中はもちろん、退院してからはスケジュールが押していて、朝比奈は禁欲生活だった。


　でき上がった薬を受け取り、内ポケットへ入れようとしたところで、柴田へのプレゼントがまだ入っていることに気づいた。


（いっけね、あんまりビシビシ怒られたから、渡すの忘れちゃったぜ）


　第２外科外来に戻ると、診察室はがらんとしていた。少し離れた処置室からはなにやら人声がしている。


「先生、いないの？」


　カーテンを開けて入ると、やはりデスクには誰も座っていない。


（病棟に戻っちゃったのかな）


　デスクに近寄り、広げてあるカルテになにげなく視線を落としたところで、朝比奈はどきりとした。


　自分の名のカルテの上に、難しい英語が書かれカラー写真の貼られた報告書が載せられている。写真は内視鏡で撮られた胃の内部で、それは朝比奈も入院中に主治医から見せられたので覚えがあった。写真自体は見覚えがあるので特に驚きもしないが、朝比奈の目を釘付けにしたのは報告書の一番下に書かれた言葉だった。


「Malignancy、クラスⅣ、再発。オペ適応無し」


（うっそ……）


　クラスⅣとは、たった今、柴田に説明を受けたばかりではないか！


（俺、ガンなんだ！）


　頭の中が真っ白になるとはこのことだった。


　周りの景色は霧がかかったかのようにぼんやりと遠のいて見える。朝比奈はがくがく震える膝を無理やり前に押し出し、なんとか歩き始める。


「再発、オペ適応無し」


　そういうことだったのか……。


　脂汗が額に滲み出る。


「二週間後に必ず来い」とは……もう長くないからなんだ……。


（森さん！）


　知らせようと震える手で携帯を掴み出す。親指を動かす前にはっと気づいた。


（森さんは知ってたに違いない！）


　退院前に色々説明を俺の替わりに受けたんだから。で、スケジュールをうんと詰め込んだ。もう長くないって知ってたからに違いない。


　俺はみんなに騙されてたんだ。


　消化性潰瘍なんて嘘だったんだ！


　意識が朦朧としてきたが、朝比奈は必死で歩き続ける。


　まず、どうしたらいいのか。


（とりあえず車に戻ろう……）


　それから考えよう……。








　採血中の患者が貧血で倒れ、さらに痙攣を起こしたと柴田は処置室に呼び出されていた。幸い痙攣は過呼吸から生じたものだったので、点滴を入れ、ゆっくり呼吸するように促すと、患者の手足の震えは収まった。


「やれやれ……」


　診察デスクに戻り、置きっぱなしにしてあったカルテを片付ける。


「そうそう、この報告書、これ、間違って入ってたから、カルテに入れ直してください」


　先日、内視鏡室で報告書を書いているとき、隣のＣＴ室で検査中の患者が心停止を起こすというトラブルがあった。そのさい、床に落ちたカルテがごっちゃになって、朝比奈のカルテに別の人の報告書を貼り付けてしまったらしい。


　先ほど朝比奈を診察したとき間違いに気づき、剥がしておいたのだった。


　若いナースが「はーい」と受け取ってカルテ棚へ運んでいく。ふとベンチの脇に小さな箱が落ちていることに気づいた。


「あら？　患者さんの忘れ物かしら？」


　手に取ると綺麗な包装紙にリボンがかけてあってプレゼント風である。小さなカードが付いていた。


「悪いけど見ちゃおう。名前が書いてあるかも知れないし」


　カードには「先生へ愛を込めて。朝比奈繁樹」とあった。


「まあこれ、きっと柴田先生へのプレゼントですよ」


　喜々としてナースは柴田のもとへと運んでいく。


　柴田は首を傾げる。


「いや、俺じゃないと思う。俺だったら逢ったときに渡すと思うし、大月先生へじゃないかな」


　ナースは呆れて柴田を見つめた。


（なに、言ってんのよ！　天下の朝比奈繁樹が大月先生なんかにプレゼントするわけ、ないでしょう！　柴田先生に決まってるじゃないの！　しかも「愛を込めて」ってあるでしょうが！）


　さすがにそうは言えず、にっこりと話しかける。


「じゃあ先生がお預かりして、朝比奈さんに伺ったらいかがです？　私は柴田先生へのプレゼントだと思いますけど」


　どちらにせよ、ここに置いていくわけにもいかず、柴田は仕方なしに受け取って白衣のポケットに仕舞った。


「じゃあ、俺、訊いてみるよ」








　新宿南口・旧国鉄本社あとに建った高層ビルの中に朝比奈の所属するシオンプロモーションは入っていた。高級ホテルとオフィスの複合体のビルで、シオンプロモーションはその中の二つのフロアを占めている。女社長は元アイドルで結婚引退していたのだが、離婚を契機にプロダクションを起こしたというわけである。朝比奈のマネージャーでもある森宣行のぶゆき専務は社長の一人息子だった。


　渋谷でチーマーをしていた朝比奈をスカウトし、モデルとして育て上げた森は、デビュー前から面倒を見ていた関係で専務となった今もマネージャーを特別に務めている。ばかりか、自分のマンションに同居させていた。


　プロダクションはアイドル路線を取り入れ、何組かの少年グループをデビューさせていて、森も企画に積極的に参加しているためこのところひどく忙しい。今朝も執務室で企画書に目を通すと、そのあとスタッフルームでの打ち合わせが詰まっている。美人の母親似の森は背はさほど高くはないが、なかなかの好男子だ。栗色の少しウェーブがかかった髪に優しげな細い眼、彫りの深い顔はアルカイックスマイルをたたえるエトルリアの若い男性彫像に似ている。仕事着の三つ揃いのスーツは正統派の英国調でタイもぴしっと決めている。デスクについて秘書の運んできた郵便物に目を通しながら「繁樹からなにか連絡はなかったかね？」とさりげなく尋ねた。


　秘書の内村は「いいえ」と首を振ったあと、「あら。また無断外泊ですか？」と眉をひそめる。


「このところお行儀が良くなったと安心してましたのに。また悪い虫が騒ぎ出しましたの？」


　内村の厳しい指摘に森は苦笑した。いっとき、朝比奈が新宿二丁目に入り浸っていたのは内村にも知られている。運ばれてきたハト麦茶を飲むと森は嘆息した。


「そうなんだよ、久しぶりの無断外泊だ。困ったものだよ……年頃なんだから遊ぶなとは言わないが、連絡ぐらい入れてもらわないとな」


　今日と明日は幸いオフになっている。ＴＶの収録も今週はなく、明後日は女性誌のインタビュー一件だけだ。それで羽目を外しているのに違いないと森は高をくくっていた。


（昨日はＪ医大に行くと言っていたっけ）


　昨日の夕方、仕事が終ってこれからＪ医大へ行く、と朝比奈はこの部屋から携帯で連絡していた。かけ終わるとひどく嬉しそうに「柴田先生にこれから会う」と言っていた。


　できることならあの主治医だった柴田という男と恋人関係になってくれれば、と森は期待している。


（柴田先生は真面目だし、仕事熱心だ。ああいう人間と付き合えば繁樹もいい影響を受けるに違いない）


　いっそ昨夜、柴田と宜しくやっていてくれればとも思う。


（無断外泊が柴田先生とならいいのだが……しかしあれだけ手に入れたいと願っていた男と一夜を共にしたのなら、繁樹のことだ、朝一番で得意げに報告してくるに違いない）


　落胆の溜め息をつく。朝比奈の性格はもう長年の付き合いで手に取るように、判っていた。








　翌々日になっても朝比奈からの連絡はなく、森はさすがに焦りだした。まず女性誌の編集部へ電話を入れ、急用と偽ってインタビューをキャンセルする。芸能界など先手必勝で、つねに一歩先を行かねばなにを言われるか判らないのだ。


　それから心当たりのところへ次々に電話してみたが、朝比奈の行方は杳ようとして知れない。


「まずいことになった」


　何人かのスタッフに事情を話し、手分けして探すことになった。


「朝比奈君だってもう大人ですから……」


　一人が言うのを森は厳しい声で遮る。


「行く先を言わずに出かけることはしょっちゅうだが、少なくとも『出かける』と一言残すぐらいの頭はあいつにはあるんだ。なにかトラブルに巻き込まれているのかも知れない。交友関係を当たるんだ！」


　それはつまり二丁目へ散れ、という意味で、夕方になってスタッフたちは泣く泣く出かけていった。次に森は柴田に連絡を取ろうと思い付いた。何と言ってもＪ医大へ行ってからの足取りが不明なのだ。何度か病院に電話を入れてみたが、病院内を忙しく走り回っている医師を捕まえるのは無理と悟った。


（仕方がない）


　夜八時過ぎ、やはり朝比奈からの連絡はなく、森はついに決心した。柴田の住所はＴＶを送ったときに調べてある。留守で会えなくても管理人室に置き手紙を残せる。


　十分後、森はジャガーを運転し、甲州街道を西へと向かっていた。マンションの前まで来ると、携帯で電話を入れてみる。


「はい、柴田です」


　低い男の声が返り、森は喜びの声を上げた。


「ご在宅で助かりました！　私は森宣行といって、朝比奈のマネージャーです！」　


　聞き慣れない声だったが、森とは朝比奈の病室などで二度ほど会っている。柴田は「森さんですか、なにか御用ですか」と聞き返す。


「大事なお話があります。今、先生のマンションの前ですが、伺わせてください」


　たった一人でマンションにいた柴田は戸惑った。宅急便を別として、江森と幼馴染みの相沢、それに後輩の坂口しか男はあげたことがないのだ。


（でも大事な話ならしょうがないな……）


　承諾して二分ほどで玄関チャイムが鳴った。扉を開けると、いささか取り乱した様子の森が立っている。


「どうぞ、中へ」


「いえ、ここで。私も時間がないものですから」


　森は口早に「最後に朝比奈とお会いになられたのはいつですか」と尋ねた。


「え？　どういうことです？」


「実は……」


　森はもう三日も連絡が取れないのだと打ち明ける。


「それって診察が終ってからってことだ」と柴田は考えこむ。


「なにか悩んでいるとか、大変なことがある、とか言っていませんでしたか？　もしくはどこかへ出かけるとか、誰かに会うとか？」


　森は緊張した面持ちで質問する。ほんの僅かな情報でも仕入れたかった。


　柴田にはまるで事態が飲み込めなかったが、マネージャーが心配していることはよく判った。診察室での様子を大まかに伝える。


「別になにも変わった様子はありませんでしたけど」


「もしなにか、朝比奈から連絡があったらすぐここへ」


　森は携帯番号の入った自分の名刺を柴田に手渡す。


　柴田のほうも不安になってきた。それに潰瘍が再発していることも心配だ。


（まさかどっかで具合が悪くなってるんじゃ……）


　何と言ってもラブホテルで吐血した前歴がある。


「朝比奈君の居場所が判ったら、俺にも連絡を下さい」


「それでは緊急連絡先を教えていただけますか？」


　森はメモリーを入れようと携帯を取り出す。


「先生の携帯の番号は？」


（うっ、困ったな）


　もちろん柴田が携帯を持っているはずもなく、仕方がないので江森の番号を教えることにした。


（緊急事態だもの、解ってくれるよな、五月……）
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　どんよりとした頭を抱え、朝比奈繁樹はビジネスホテルの狭いベッドから身体を起こした。サイドテーブルを探ったが、もうシーバスの瓶は空だ。


「ちぇ……」


　のろのろとシャワーを浴びるとクリーニング袋を引き破り、糊の利いたシャツに腕を通した。汚いシャツを着て死にたくはない。朝比奈のせめてものプライドだった。


　時間の感覚がなくなって、今が何日なのか何時なのかすらも判らない。それでも窓のほうを見遣ると、もう空は暗く、すぐ目の前に迫ったビルの部屋には蛍光灯が煌々と点いている。


（また飲みにでも行くか……）


　一人でいるのは怖かった。かといって、他人ひとと一緒にいるのも怖い。森の元へ行って下手に慰められるのはもっと怖かった。


（どうせ大丈夫だとか、元気を出せとか、希望を持てとか、ひとごとみたいに言われるのがオチだ）


　そんな言葉は期待していない。今の自分に必要なのは、世界中で誰よりも大切と言ってくれる人なんだ……。


（そんな奴、俺にはいない）


　もててもてて、どんな奴だって選り取り見取りだったこの俺が、本当は誰からも愛されてなかったなんて！


　いつだったか柴田が言ってた。「いつか必ず、君にもそういう相手が現れる」って。


　そんなこと！　そんなお伽噺みたいなこと、あるわけない！


　いや、あいつはそうなんだ。あいつは本気で信じてる。なぜって、世界中で誰よりも大切と言ってくれる恋人があいつにはいるから……。


　朝比奈は半分眠っている頭で考えながらホテルを出ると、よろよろと行きつけのバーを目指した。柴田と初めて出会ったあのバーだ。


　レゲエの軽快なリズムが流れ、コロニアル風の家具に観葉植物の鉢が置かれ、一見こじゃれた普通のバーなのだが、扉には「ＭＥＮ　ＯＮＬＹ」の札がかかっている。


　朝比奈は店内に入るとカウンターに席を取った。


　口ひげを蓄えた中年のマスターがすぐ朝比奈に気づいた。背はあまり高くないが、これ見よがしにぴったりと肌に張り付いたＴシャツの下には筋肉が盛り上がっている。朝比奈に近づいて「今夜は早いね」と片目を瞑る。


「その調子じゃ、昨日の人はお気に召さなかったね？」


　朝比奈は昨夜も現れ、細面の真面目なサラリーマン風の男と外に出たのだった。


　マスターの言葉に朝比奈はぷいと横を向く。


「あいつとはやってないよ」


　一度はホテルへ連れ込んだのだが、まるでその気になれなかったのだ。そのとき、気づいた。


（俺は柴田先生とやりたいんだ）


　どうせ短い命なんだから、誰とやっても同じだろうと適当に声をかけたのに。


（行きずりの、見も知らぬ奴しか俺の相手はしてくれないのか）


　そう思った途端、泣きたくなってしまった。だが今までセックスを単に遊びの手段としか考えていなかった自分が悪いのだ。


　パートナーが死に至る病に罹ったというゲイの話を読んだことがあった。絶望の中で互いの愛を確認し、支え合って微かな希望の灯火が消えないように護っていた……。


（俺にはそんな相手はいないんだ）


　苦い思いを噛みしめながら、朝比奈はグラッパの注がれたグラスに口を付ける。


「ねえ、マスター」


　またグラッパを注ごうと近づいたマスターを見上げた。


「マスターには死んだら泣いてくれる友達がきっと、たくさんいるんだろうね？」


「そりゃ、長いことこういう商売をやっていればね、顔は広いからな」


　冗談と受け取ってマスターはにやりと笑う。


「朝比奈さんだって、ファンの子たちがきっとハンカチを絞って泣いてくれるだろうよ」


「そんなの、意味ないよ」


　朝比奈は突き放すように言うと、グラッパを一口飲む。


「みんなが好きなのは本当の朝比奈繁樹じゃない。ＴＶや写真の中の朝比奈繁樹さ」


「まあな、だがそれがスターの宿命って奴じゃないかい？」


「ていうか、もう俺、いやんなっちまったよ」


　自嘲気味に言うと朝比奈はぐるりと店内を見回した。


「マスター、もし明日、地球が滅びるとしたら最後の一夜は誰と過ごしたい？　うんとアレが巧い奴かい、それとも見た目のいい奴？　ここに来てる客の中から選ぶとしたら、俺と付き合ってくれる？」


　マスターは朝比奈が冗談を言っていると受け取っている。


「そりゃあ、あんた、心の底から愛する奴とに決まってるじゃないか」


「だよなー」


　朝比奈は寂しそうに言うと、視線をカウンターのグラスに落とした。


「俺には心から愛する奴なんていないんだ……俺、もうじき死ぬんだよ。でも最後の一夜を一緒に過ごしてくれる恋人はいない。俺が『愛』って奴を馬鹿にしてた、これは神様のバツなんだ」


「へ？　死ぬって？」


　朝比奈はグラスを飲み干すとまた酒を注ぐよう、顎を上げて合図する。いささか自棄になって「そうだよ、俺は死ぬんだ」と吐き捨てた。


「おいおい、新しいゲームかい、これは」


　マスターが本気と取らないので朝比奈は悲しくなった。


（今までずーっとお軽い遊び人だったんだから無理もねーよ）


「そうだよ、これはゲームさ」


　どうせ他人の生き死になど自分には関わりのないゲームみたいなものだ。朝比奈は絶望して酒を飲み続けた。次第に痺れてくる頭の中で、唯一、総天然色ではっきりと浮かぶのは柴田の顔だった。


（俺のこと、本気で心配してくれんのは柴田先生だけだ……）


　ベッドサイドで真剣に自分を見詰める切れ長の眼、自分の腹を探る細い指、仕事先までついてきてくれて、「大丈夫だ」とにっこり笑ってくれたっけ……。


　病院ではあんなにカッコいいのに、一緒に入ったホテルではぶるぶる震えて、本当にバージンと思ったくらいだった……。


　あのとき吐血さえしなければ。


　いやだと逃げるあの細い身体を組み敷いて、思いを遂げられたのに。


　艶めかしくシャワーを浴びている裸体が眼に浮かんだ。


（くっそー、犯らずに死んでたまるか！）


　朝比奈は一万円札をカウンターに置くと、すっくと立上がった。


「もう帰るのかい？」


　マスターの問いに朝比奈は唇を歪めてニヤリと笑う。


「いいや、これから犯りに行くのさ、決まってるだろう？」


　言いながら唇の端をぺろりと舐める。その様は夜の街に放たれ、獲物を求めて徘徊する野獣のようで、いつもの朝比奈に戻っていた。


「マスター、俺は死ぬ前に一度でいいからどうしても犯りたい奴がいるんだ。俺の主治医なんだけどさ、そいつがまた色っぽい男なんだな。マスター、あんたも知ってるだろ、ここで逢った……」


　朝比奈と柴田の出会いのシーンに居合わせたマスターは「ああ、あの子だね」と首を振った。


「確かに綺麗な子だった、よーく覚えてるよ」


「ああ、たまんないぜ、もう。あいつがイヤって言ったってかまわない。どうせ俺はもうじき死ぬんだ」


　朝比奈はぎらぎらと欲望をたぎらせた眼を虚空へ向けた。


「あいつの中にぶち込んでから死んでやる」


　芝居がかった言い方に今度出演するＴＶドラマの台詞かとマスターは考える。「頑張れよ」とお気楽な声をかけ、送り出してやった。








　番地を頼りに朝比奈が柴田のマンションに辿り着いたのは十時過ぎだった。


（まだ病院にいるのかな）


　電話を入れると留守電になっている。ポルシェに寄りかかって待っていると、しばらくして「朝比奈君！」と聞き慣れた声がした。


　朝比奈が振り返ると、カジュアルシャツにチノパンという普段着姿の柴田が立っていた。見慣れたオペ着や白衣もなかなか色気があっていいが、普段着の柴田は可愛らしいと朝比奈は自分の悩みも一瞬忘れ、見とれてしまった。


　柴田は足早に朝比奈に近寄る。


「朝比奈君、どうしたんだ、こんなところで！」


「先生こそどうしたんだよ、こんな時間に」


「病院から呼び出されて、今、帰ってきたんだ」


　柴田は心配な顔で朝比奈を見上げる。


「どこへ行ってたんだ、森さんが心配してるぞ」


「ああ……」


　朝比奈はその言葉でここに来た目的を思い出した。


「なあ先生、大事な話があるんだ、ちょっと付き合ってくんない？」


　ポルシェの鍵をじゃらつかせ、ドアを開ける。


「乗ってよ」


　もちろんラブホテルに突入するつもりである。


　柴田は朝比奈がアルコールの臭いをぷんぷんさせていることに気づき、仰天した。


「君、お酒を飲んでるのに運転してきたのか、駄目じゃないか！」


　急いで辺りを見回し、朝比奈の手を引っ張った。


「もう運転しちゃあ駄目だ。話なら俺の部屋で聞く」


　そりゃ願ったり叶ったりだと朝比奈は内心小躍りした。


（こういうのをカモネギ、いや、鍋まで背負ってくるってんだな、きっと）


　朝比奈をリビングに通すと、柴田は水の入ったグラスを運んだ。


「酔いを醒まさないと運転して帰れないぞ」


　目的を遂げるまではそもそも帰るつもりはない。朝比奈はソファで水を飲みながらちらちらと部屋の中をうかがう。ほかに人の気配はなかった。


「……ねえ、先生、先生の恋人は？　一緒に棲んでるんだろう？」


　まるで危機管理意識のなっていない柴田は素直に「今夜は仕事で帰ってこない」と答えてしまった。


（嘘だろ、こいつ……）


　鍋どころか、自分から薪に火を付けているようなもの、と朝比奈は眼を剥いた。こんな無防備な柴田を襲うのは気が引けるが……。


（かまうもんか！　どーせ一度こっきりなんだ！）


　朝比奈がそんなことを考えているとも知らず、柴田は横に並んで腰をかけた。


「それより早くマネージャーさんに連絡をしなさい。心配していたよ？」


「心配だって？　どうせ仕事に穴を開けるって心配してるだけなんだ、あいつは」


　ふて腐れて朝比奈は両手を組み合わせ、膝に挟む。


「誰も俺のことなんか本気で心配してないよ」


「そんなことない！」


　急いで柴田は応える。


「俺だって森さんだって、本気で心配してるよ」


「ほんとかよ？」


「そうだよ、君が外来に来たあと、連絡がないって……」


　そこで柴田は思いだし、サイドボードへと歩いていく。リボンのついた箱を取り出し、朝比奈の前に立って差し出した。


「あ、これ……」


「こないだ、外来に忘れてったろ？」


　急に色々な思いが胸に溢れ、朝比奈は苦しくなった。柴田に喜んでもらいたいとプレゼントを握り締め、駐車場に停めたポルシェから降りたのがもう何十年も前のようだ。


「それ、あんたへのプレゼントだ。香港であんたのために探したんだ。ブレゲのドクターズウォッチだよ」


　柴田は眼を丸くする。ブランドに全く興味はないが、知識はあるのだ。Ｊ医大のボンボン医者だってこれを持っている人は少ない。


「こんな高いもの、もらえないよ、ただでさえＴＶなんかもらってるのに！」


「いいんだ、俺の形見と思って受け取ってくれよ」


　朝比奈が自嘲気味に言うので柴田はますます訳が分らず、首を傾げる。


「形見？　どういうことだ？」


「どういうことって……」


　朝比奈は真っ赤な顔になると柴田を睨んだ。


「だって俺、もうじき死ぬんだろう？」


「ええっ？」


　きょとんとしている柴田を見ていると怒りがこみ上げてきた。


（まだ騙す気かよ！）


　力一杯叫ぶ。


「俺、あのあと、診察室に置いてあったカルテ、読んじゃったんだよ！　死ぬって書いてあった！」


（ど、どういうこと……）


　柴田は唖然としたが「ひょっとして」と思い当るものがあった。


（あの報告書だ！）


　朝比奈のカルテに張ってあった他人の報告書のことに違いない。


「あれは君のじゃないんだ、違う人ので……」


　言いかけた柴田の腕を朝比奈は怒りの形相で掴んだ。


「ウソ、つくなよ！　もう騙されないぞ、森さんと共謀して俺に黙ってたんだろ！」


　叫ぶと怒りが怒りを喚起し、アルコールも手伝って朝比奈は訳が判らなくなってきた。


「そうだよ、先の短い俺を死ぬまで働かせるつもりだったんだ！　そうに違いない！」


「違う、朝比奈君、君は本当に潰瘍で……」


「だってクラスⅣって書いてあったぞ！　それってガンだって言ったじゃないか！」


　朝比奈は柴田の両手首をまとめて持つとぐいと引き寄せた。


「よくも今まで騙してたな、親切そうな顔しやがって、チックショウ！」


「そんなこと、してない」


　何と言ってもアルコールと怒りで理性の吹っ飛んだ朝比奈には通じない。ついに朝比奈は感極まって泣き出した。


「俺、死ぬって判って、いっそ自殺しようかと思ったよ……怖くて怖くて、もう早く終りにしようと思った」


「……じさつ」


　柴田は真っ青になると急に脱力した。朝比奈は軽々と柴田を抱え、床に押し倒す。上に乗り、ぴたりと身体を密着させた。顔を近づけ、囁くように言う。


「そうだよ……俺、ホテルの窓から飛び降りようと何度も思った」


　それは事実で、ただ今ひとつ現実感がなく、思いとどまったのだった。柴田の身体をまさぐりながら朝比奈は涙声で続ける。


「どうせ死ぬんだ、もういいやって……」


「だ、駄目だ……そんなこと……君は違う……」


　柴田は眼を瞑って喘ぐ。


（そんなこと……しちゃあ駄目だ……）


　フラッシュバックが起こりかけていた。


（なんであのとき、なにも言えなかったんだろう……）


　ショートヘアで真面目な顔の女医が眼に浮かぶ。ナースステーションで遇ったとき。思わず目を逸らしてしまったっけ……哀しそうな表情で柴田の隣を通り過ぎていくのが視野の隅に映った……追いかけていくチャンスはあったのに。たった一言、伝えていれば。


（それよりあの夜、なんでもう少し遅くまで病棟に残っていなかったんだろう）


　そして病室に顔を出していたら。なにか少し話をして、気を紛らわせることができていたら。もしかしたらあの患者は自殺を図らなかったかもしれない……再発で難しい手術だったけど、二ヵ月でも半年でも、ひょっとしたら一年でも長く愛する人たちと一緒にいられたかも知れない。家族は「これも運命です」と反対に慰めてくれたけど。


（どうしてなにもできなかったんだろう……）


　せめて精神科に事前に相談していれば……。


　思考がぐるぐる回り、柴田は意識が朦朧としてきた。


　自分から朝比奈の身体に抱きつく。


「死んじゃ駄目だ……死なないでくれ……」


「柴田先生！」


　喘ぎながらしがみつく柴田の身体を抱え、朝比奈は天にも昇る心地になった。


（俺のためにそんなこと、言ってくれるなんて！）


「もうこれでいつ、死んでもいいぜ」


　すると柴田はますます強く朝比奈にしがみつく


「駄目だっ、絶対……死なないで」


　朝比奈は身体中に熱いものがみなぎるのを感じた。震えている柴田を抱きしめ、髪の中に顔を埋める。


「ああ、あんたが生きろって言ってくれたら、どこまでも生きてやるよ！」


　柴田のためならたとえボロボロになったって、一分一秒でも長くがんばれる。


（くっそー、こういうことなんだな、愛って）


　感動と共に下腹の高ぶりを感じ、朝比奈はほっとした。


（よかった、役に立ちそうだ）


　こうなれば一分一秒だって早いほうがいい。いそいそと自分のモノを掴み出すと、柴田の顔の前に晒す。


「入れさせろよ、早く。時間がないんだ」


　さすがに柴田は我に返った。


「な、なにを……」


　朝比奈は逃げだそうともがく柴田に馬乗りになる。


「俺には時間がないんだよ、死ぬんだからさ！」


「ち、違う……君はそうじゃなくて……」


　混乱している柴田には「君の病名はガンではなくて消化性潰瘍だ」と説明することがこの場ではもはや不可能だった。


　拒絶する柴田に朝比奈は怒りを爆発させる。


（なんだよっ、自分からやってと抱きついたくせに！）


　組み敷かれた状態で自分から抱きつくのはＯＫサインに決まっているのだ。柴田の顎をいい気な手でがっちり固定し、無理やりキスをした。舌をねじ込み、口腔内を思うさま、蹂躙する。


「う、ううッ」


　暴力的な口づけで酸素が欠乏し、柴田は頭の中が白くなっていく。


　抵抗力がなくなったのを見計らい、朝比奈は柴田のシャツの前立てに両手をかけた。ぐいと左右に押し広げ、一気に胸をはだける。滑らかな肌と可愛いピンクの突起が目の前に現れ、朝比奈は掌で撫で回す。突起を摘むと柴田はビクンと身体を反らした。くりくりと捏ねると身体はビクビクと踊る。


「あッ……はあんッ」


　眼はぎゅっと瞑っているが、薄い唇を僅かに開き、桜色の舌をちらつかせながら喘ぐ姿に朝比奈はもうたまらない。


（この口がまたいいんだよな）


　柴田の胸に腰を下ろし、両膝で肩を押さえる。そしてゆっくりと猛ったモノを顔に近づけた。


「舐めろよ」


「え……」


　柴田は弱々しく瞼を開ける。近づけられたものを認め、ぶるっと身体を震わせた。


「そんな……こと、でき、ない……」


　この期に及んでと朝比奈はかっとなる。


（胸を弄られてアヘアヘ言ったくせに！　犯られたくてたまんないんだろうが！）


　江森に散々開発されたおかげで、柴田が異常に感じやすい身体になっているなどと知る由もない朝比奈であった。こうなりゃ脅迫してやると朝比奈は言ってみる。


「舐めなきゃ、窓から飛び降りちゃうぞ！」


　柴田はびくりと震え、弱々しく首を振る。


「駄目だ……そんな、こと、しちゃ」


「だったら舐めろってば！」


　朝比奈はかさにかかってモノを振り回した。ついに柴田は目に涙を浮かべ、コクンと小さくうなずく。


「わかった……だから、そんな……こと、するな……」


　さすがに朝比奈の胸はちくりと痛んだが、これこそ一生に一度のチャンスなのだ。


（かまうことない！　あとでよくしてやりゃあおあいこさ！　俺のもので天国へ連れてってやる）


　犯られてから相思相愛になるって、よくある話じゃないか、と独り決めする。


　腰を突き出し、剥き出しの欲望を小さな口の中に納めていった。


「あ……ううッ、グウッ」


　柴田は苦しがって身体を捩ったが、朝比奈は構わず根元まで入れた。


「ほら、舌を使えよ！　もっと！」


　腰を揺らすと、柴田は涙をポロポロ零しながらも朝比奈のモノをしゃぶる。


「いいぜ、畜生、先生、もっともっと舐めろよ！」


　熱い塊を喉の奥まで入れられ、柴田は嘔吐しそうになる。必死でこらえ、溢れ出る唾液を飲み下そうとするがかなわず、顔中がベトベトになった。そのうち朦朧としながらも、口を犯している熱い棒をストローのように吸えば唾液を飲み下せるということに気づく。口を窄ませ、朝比奈のモノに吸い付いた。


「んグッ、んんんッ」


　チュウチュウと吸われ、朝比奈は陶酔のため息を漏らす。見下ろすと夢にまで見た柴田の顔がある……思わず柴田の頭を両手で抱えると、ぐいと股間に引き寄せた。


「いいぜ、それ、もっと深く呑めよ！」


「ウウウッ」


　柴田はせり上がってくるものを飲み下そうと喉を鳴らした。自分のモノが軟らかい粘膜に吸い込まれ、朝比奈は一気に駆け昇っていく。


「いいぜっ、先生、出るっ」


　叫んだ瞬間、


「この野郎ッ」


　ライオンの咆哮のような声と同時に、朝比奈は自分の身体が宙に浮いたのを感じた。








　　　　　　　　　　６




　九時過ぎに二丁目へと散っていったスタッフたちが手ぶらで戻ってきたので、森は「無能！」と怒鳴りたくなるのをなんとかこらえた。


　スタッフルームに集まった連中は口々に「駄目でした」と訴える。あの世界の人々の口の堅さは掟で、ノンケの者に決して情報を漏らすことはないのだった。もし漏らせば限られた交友範囲での信用は失墜する。それは数少ない同好の士を失わないための自衛策でもあった。


「困ったな……」


　森は行き詰まっていた。


（こんなことなら行きつけの店の名前を聞いておくんだった）


　そこまで考えて、あることに思い当る。


（そう言えばあの柴田先生とは、行きつけのバーで遇ったと言っていたっけ）


　ということは、柴田ならバーの名を知っているに違いない。すぐさまマンションに電話してみたが、留守電になっている。


「困った……」


　しばらく迷った末、教えてもらった「緊急連絡先」に電話することにした。


「浩司さん？」


「柴田先生ですか？」


　同時に声を上げ、森も携帯を手にした江森も「ええっ」と叫んだ。


「あなたはどなたですか？」


「ええっ、浩司さんじゃないの？」


　江森は新宿都庁舎近くのビルで行われた展示会の後片付けを手伝っていて、やっと終了したところだった。明日は別の会社のブースを手伝う関係で、これから打ち合わせが入っている。そこへ森からのコールだった。柴田以外、実家にしかこの番号を教えていない江森は仰天してしまった。


「私は森宣行と申すものです。ひょっとしてあなたは柴田先生のお知り合いで、製薬会社のかたですか？」


　江森とはＴＶを贈ったときに一度、電話で話したことがあった。


（緊急連絡先……って、カレシの携帯だったのか！）


　柴田がホモセクシュアルであるのは承知しているので、さすがに同棲している江森が恋人というのは判った。しかしそんなことを深く考えている余裕はない。手短に今までの事情を説明する。


「そういうわけで、柴田先生も心配してくださって、緊急連絡先としてこの携帯番号を教えてくださったのです」


　二人だけの携帯の番号を柴田が他人に教えたことにちょっと江森はムカついたが、朝比奈のことを患者として心配しているのも理解できた。


（こないだの夜も心配してたもんな……浩司さんは僕を頼りにしてるから、僕の番号を教えたんだ）


　そういうことなら江森も力を貸さなくてはいけない。


「なにか緊急のご用件ですか？　僕にできることならなんでもお手伝いします」


「実は……」


　柴田と朝比奈の出会ったバーの名を知らないかという問いに、江森はうっとなった。


（もう、いったいどういうことだよ！）


　怒りながらも記憶を辿る。


　名前は聞いていなかったけど……店の様子は柴田が話してくれたっけ。それから近くのビルの名とか……。


　人の良い江森はこう言わざるを得なかった。


「森さん、名前は知りませんが、近くまで行けば見つけられると思います。宜しかったら一緒に探しましょう」


　そのあと電話をかけまくり、なんとか江森は明日の代理を確保した。同じ営業所の加藤で、ちょうど奥さんが商店街の福引きでハウステンボス二泊旅行に当り、娘二人を連れて留守にしているのだった。


「俺は置いてきぼりでな、いっそ仕事に出たほうがましだよ」


　親切に言ってくれる加藤に、江森は携帯を耳に押しつけながらお辞儀をする。


「すみません、加藤さん、このお礼は必ずします！」








「ＭＥＮ　ＯＮＬＹ」と描かれた札の下がる扉を開けると、軽快なレゲエのリズムが流れ出す。微かに漂う香りはバハマ産の葉巻だろうか。地下一階ながら天井は高く、取付けられた銅あかがね色のファンがゆっくりと羽根を回転させている。


　白い漆喰の壁には若かりし頃のヘミングウェイの写真やら「自由キューバ」カクテルのポスターやらが貼ってある。フローリングの店内には丸い木のテーブルに籐製の椅子が置かれ、そこここには観葉植物の鉢が飾られてカリビアンリゾートの小さな酒場といった雰囲気に溢れている。


「ここです、間違いありません」


　江森は言いながら中へと足を踏み入れた。


　すでに十一時近く、土曜の夜ということもあって、かなりの客が集っている。


　江森たちはまずぐるっと店内を回ることにした。


　森はテーブルに近づくたびにひどく期待に満ちた視線を浴び、ウェッとなった。だが相手がすぐ後ろに控えている江森に視線を移すと、一様にがっかりした顔になることに気づく。


「どうも私たちはカップルと思われているようですよ」


　江森に囁くが、江森はまるで動じない。


「そうですか。それよりいませんよ、どこにも」


　表情を変えず、一周してカウンターに戻ると「マスターに直接当たってみましょう」と言った。


（うーむ……）


　ちょっとニブいが頼りになる男なのではと森はこの大男を見直していた。あの繊細だが社会性に欠ける柴田にはお似合いかも知れない。


「すみません、マスター」


　江森はカウンター内でカクテルを作っている髭面の男に呼びかける。


「僕たち、人を捜しているんです。今夜、ここに来なかったでしょうか」


　マスターは呆れ顔になった。


「あんたたち、二丁目の掟を知らないね？　だいたい一見さんはお断りだ、とっとと帰りな」


　ここで退いたら最後の望みが絶たれると、森は決意する。カウンターに近づくと名刺を出し、周りに聞こえないよう小声で話しかけた。


「私は朝比奈繁樹のマネージャー・森宣行といいます。二日前から彼の行方が判らないので、どうしても連絡が取りたい」


「うーむ……」


　マスターは名刺を受け取ると溜め息をついた。森の存在は時折、朝比奈の世間話に出ていたので知っていた。彼には世話になっている、そして信頼しているとも言われている。


　確かに先ほどの朝比奈の言動はおかしいと、マスターも気にはなっていた。


「判ったよ、あんたの名前は朝比奈さんから聞いている。あんたならいいだろう」


　マスターは名刺を森に帰すと、チョビ髭を指で擦り、心配そうに太い眉をひそめる。


「彼、ここんとこ二日ばかり入り浸っててねー。酒もやたら飲んでたから俺もちょっとは……」


「今夜、来たんですか、ここに！」


　江森は話の腰を折るように口を挟む。マスターはむっとした顔になったが、それでもうなずいた。


「いつまでいましたか？」


　森の質問に「さっきまで」と答える。


「どこへ行ったんです？」


「さあ……」


　少し考えてぽんと手を叩いた。


「そう言えば出ていくとき、言ってたな、やりにいくって」


　やるってなにを、とは柴田と違い、さすがに二人とも聞き返す必要はなかった。


「誰とです！」


　これはもちろん、すでに嫌な予感がしている江森の質問だ。


　マスターの答えは予想していた通りで、二人は脱兎のごとく店を飛び出した。








　ジャガーを運転しながら何度も森は「なんてことだ」と呻いた。


　マスターによればレイプも辞さず、という雰囲気だったという。簡単に男が男にレイプされるとも思えないが、それでも気がかりだった。


「ああ、どうしよう、間に合わなかったら……」


「いいからもっと、スピードを上げて！」


　助手席でじっと前方を見つめ、硬い顔をしている江森にちらちらと森は視線を投げかける。この男を置き去りにしてくればよかった、と邪よこしまな考えが頭を過ぎった。この頑丈な男がもし、柴田がレイプされている現場に乗り込んだら……。


（繁樹を殺してしまうかも知れない……）


　いかん、と森は頭を振る。最悪なことを予想しても仕方がない。


（とにかく間に合えば何とかなるだろう）


　途中、何度か江森は携帯でマンションに連絡を入れてみたが、「留守電になってる」と言う。


「だったら、柴田先生はお出かけなんですね」


　朝比奈もまだ会えないでいる可能性がある。


　一縷の望みを二人は託した。


　マンションの前にジャガーを乗り付けると、二人は外へ飛び出した。


「繁樹のポルシェがある」


　朝比奈のポルシェが歩道に寄せて停めてあるのを発見し、森は叫ぶ。


「もう来てるんだ！」


　運転席に人影はない。


「どこにいるんだ？　部屋か？」


　江森は上を見上げ、部屋に灯が点いていることを確認すると、全力疾走でエントランスに飛び込んだ。


「浩司さん！」


　そのまま鬼のような形相で階段を駆け上がる。森も必死でそのあとを追う。こちらは朝比奈の命を助けるためだった。


　鍵を開け、飛び込む江森に遅れること０・５秒でなんとか森も部屋に走り込んだ。スリップストリーム効果を期待するトラック選手のようにぴたりと背中に張り付く。


　リビングの扉を開けて飛び込んだ江森が「この野郎！」と叫び、まるでトムソンガゼルに襲いかかるライオンのように背中を丸め、ジャンプする。


　その瞬間、視界を遮っていた広い背中が消え、森は怖ろしいものを目撃してしまった。あとで「見なければよかった」と何度も後悔した衝撃映像、それは。


　江森に喉元を掴まれ、床に倒れ込む朝比奈の股間には柴田の顔があった。もちろん朝比奈のモノを根元まで呑んでいるところで、朝比奈の身体が吹っ飛ぶと同時に、今まで入っていたモノも口からもぎ離される。その瞬間、先端から白い液が噴出し、柴田の顔を直撃した。


「ああ、なんてこと……」


　なんでこんなシーンに居合わせたんだろうと森はその場に倒れそうになったが、なんとか震える膝を騙し騙し、床に伸びている柴田の傍に寄った。ひざまづくとスーツのポケットからハンカチを取り出して柴田の顔を拭う。


「先生、うちの朝比奈がとんでもないことをいたしました、許して下さい」


　すると柴田は話しかける森を手で制し、潤んだ眼を脇で格闘している大男たちに向ける。


「五月、五月、やめてくれ、違う……」


　弱々しい声に江森はぴたりと動きを止める。朝比奈を放り出し、柴田に近寄った。


「浩司さん、大丈夫？」


　柴田は江森に抱きかかえられながらも「違う、違う」と言い続ける。


「違うって、なにが？」


「朝比奈君が悪いんじゃない、悪いのは俺だ」


　江森は「なに、言ってるんだよ！」と大声で怒鳴った。


「頼む、なにも言わないで俺のこと、信じてくれ……」


　柴田は江森のスーツを握り締め、必死で訴える。江森は柴田を抱いたまま、闘いの最中に無理やり引き離された土佐犬のようにしばらく歯を剥き出して唸っていたが、やがて大きく溜め息をついた。そして柴田をひょいと横抱きにすると、リビングから出ていく。


　もう他人のことは視界に入っていないようで、二人が寝室らしき部屋に消えたので、残された森は仰天した。


（まさか、これからセックスをしようというのではないだろうな）


　ゲイの行動パターンなど、自分の想像力では追いつかない。朝比奈の信じられない野蛮な振る舞いに森はすっかり嫌気がさしていた。


（すべてのゲイがああではないだろうが……）


　しかしゲイが三人も一堂に会している場所に自分がいるのはできれば避けたかった。この場から消えてなくなりたいがそうもいかない。床に倒れたままの朝比奈の傍へ四つんばいで近づいた。


「繁樹、どういうことだ！」と、怒鳴ろうとしたところで、朝比奈が気持ちよさそうに眠り込んでいることに気づいた。


（この男は……）


　移動させるのは自分の力では不可能なので、しばらく放って置くことにした。


　十分ほどもすると、江森が強張った表情で寝室から戻ってくる。


「浩司さんからだいたいの事情を聞きました」と森に告げる。


「浩司さんは森さんにも朝比奈のことを叱らないで欲しいと言ってます」


「ええっ」


　レイプされかけて（いや、あれはほぼ間違いなくレイプだ、と森は訂正する）、ガンシャまでされたのに、と言いそうになって森はなんとか言葉を飲み込んだ。


「どういうことです、江森さん？」


　江森は心配そうに寝室を振り返る。


「あなたにちゃんと説明したいって言ってるんですけど、ちょっと興奮してるみたいで。僕から説明します」


　柴田を寝室に運び、ベッドに寝かせると、江森は興奮してカタコトで喋りまくる柴田を宥めながら、色々質問した。そしてやっとおおよその事実を繋ぎ合わせることに成功したのだ。


「浩司さんはこれは全部自分の責任だからって」


　自分が貼り間違えた報告書を朝比奈が見てしまったこと。そのせいでガンと思い込んだこと。この三日間、悩み苦しんだあげく、いっそ自殺をとまで考えたこと。


「ええっ、まさか、そんな……」


　森も寝耳に水である。


「そうなんです。それで朝比奈は思いあまって浩司さんをレイプしようとしたんですよ。だから自分にも責任があるから、それについては許してあげて下さいって」


　朝比奈のあまりにも幼稚な短絡思考に森は呆れ返った。確かに自分が告知を受けたら取り乱さないという保証はない。


（しかし、大人の男としてはもう少し違う反応をするだろう）


　主治医にきちんと問いただす、とか。マネージャーに相談する、とか。


　思いあまっての暴挙、ということは判った。だが。


（繁樹はまだ子供だ）


　柴田ではないが、これは自分の責任だと森は思った。保護者である自分が甘やかしすぎたのだ。


　スーツの襟元に手をやると、森は背筋を伸ばし、江森を見上げた。


「お言葉を返すようだが、今回のことは柴田先生の責任ではない。たとえどんな事情があろうとも、心の通じ合っていない相手に無理やり関係を強要するなどは、人間の屑がすることだ。その行為にはどんなエクスキューズも通用しない」


　森とて杓子定規な男ではないが、少なくとも保護者である自分が朝比奈の行為を正当と容認するわけには行かなかった。


　真面目な森の正論に江森は少し安心する。


（朝比奈の奴はサイテーだけど、この人はちゃんとしてるな）


　それでも今の江森の関心事は柴田にあった。


「あのね、森さん、浩司さんはとても繊細で傷つきやすいんです」


　先ほど聞き取った柴田の話をまとめ、また説明を始めた。


「あの人、学生のときに末期ガンの患者さんが自殺するっていう事件に遭ったんです」


「ええっ」


　シリアスな話に森も顔を青ざめさせる。思わず幸せそうにむにゃむにゃと寝言を言っている朝比奈を振り返る。


「それでトラウマがあって、多分、朝比奈の言うなりになって……自分から、えっと……」


　江森は口ごもったが、一気に「フェラチオしたんだと思います」と締めくくった。


　衝撃シーンを思い出し、森は羞恥に今度は赤くなる。


（繁樹の奴、相手の弱みにつけ込んだんだな、どうしようもない奴だ）


　江森のほうは柴田の気持ちが痛いほど判る。


（あの人はなんでも自分のせいにしちゃうから）


「とにかく、森さんが朝比奈を怒ったり、クビにしたりしたら、浩司さんがもっと傷ついちゃう、そういう人なんです」


　ようやく柴田が朝比奈を庇う理由が判り、森は溜め息をついた。


「判りました。彼を闇雲に叱らないと約束します」


　江森はほっとして「それじゃあ、こいつを連れ帰って下さい」と汚いものを見るように指さした。


「あの、それが私一人ではとても運べそうにない。すまないが手伝って下さい」


「ええーっ」


　なんで恋人をレイプしかかった男の面倒を見なくちゃならないんだと心の中で罵りながらも、江森は森と二人でどうにか朝比奈の身体をジャガーに押し込む。


「ポルシェはすぐに取りに来させます」


　ジャガーが走り去り、江森は急いで部屋に戻った。


　寝室の扉を開け「浩司さん？」と呼んでみる。常夜灯だけが点いた薄暗い部屋の中、丸い毛布の山が動く。江森はすぐ傍へ行ってベッドサイドにひざまずいた。


「あの、マネージャーさん、怒らないって約束してくれたか？」


　柴田が弱々しく尋ねる。


「うん、大丈夫だよ」


「よかった……」


　柴田が手を差し伸べるので、江森はベッドに乗ると柴田を抱く。すると柴田は江森の首にしがみつき、「ごめんな」と小声で謝った。


「ごめんって、なんで浩司さんが謝るのさ！」


「だって、俺……ほかの男に……っつーか、この場合、他の男を、かな……お前、怒ってるだろ？」


　涙声になる柴田を江森はぎゅっと抱きしめる。


「そんな、浩司さんのせいじゃないもの！　僕は怒ってないし、全然平気なんだから」


　朝比奈への怒りではらわたは煮えくりかえっていたが、江森は優しく柴田に話しかける。


「朝比奈のアレを口に入れられたからって、下は平気だったんだし、やられてないよ、浩司さんは」


「そ、そうかな……てゆーか、やられてはないって。どっちかっつーと『やった』だと思うけど……」                                                            


　的外れな意見に江森はやれやれと首を振る。ここで「違うじゃない」と主張しても意味はない。


「うん、そうだね。浩司さんの言う通りだよ」


　柴田は少し安心して江森の顔をうかがった。


「それにさあ、『やった』っつってもさ、胃カメラとかだってさあ、太くて長い奴、口ん中に入れられるじゃないか。あんなのと同じだよ」


　ファイバースコープとアレはずいぶん違うと柴田は思ったが、何となく安心してくる。


「浩司さんだって、いっぱい、色んな人にカメラ、入れてるでしょう？」


「そりゃそうだけど……」


　ファイバースコープで連想し、柴田は言葉を繋ぐ。


「そういや、俺、ファイバースコープ、呑んだとき、うんと苦しかった。さっきよりずっと」


「え？　浩司さんも呑んだこと、あるの？　胃が悪かったの？」


　江森は柴田の肩に両手を置き、心配そうに顔を見た。


「浩司さん、繊細だもんな」


「ううん、違う、臨床実習ポリクリんときさあ……」


　学生実習で内視鏡科を廻ったとき、指導教官に「学生同士、お互い実験台になるように」と言われたのだ。


「それで俺、芝元と組んだんだけどさあ、あいつ乱暴で、俺、ゲーゲー吐いちゃったんだ」


　咽頭反射といって、異物が喉の奥に入ると拒絶するために嘔吐が起こる。その反応がただでさえ強い柴田に芝元は意地悪をして一番太いファイバーを突っ込んだのだ。


「おらおら、呑めよ、とか言ってさあ。あいつ、本当に俺のこと、苛めて楽しんでたんだ」


（うーん、それは）


　どうも違うのではと江森は思った。芝元は医学部入学以来、自覚のないまま柴田に恋い焦がれていたのだ。苛めていたというよりは好きな子をかまっていたというのが真実だった。


　絶対、ファイバーにかこつけて妄想してたに違いない。自分の太いアレを入れてるところを。


（僕だったらぜったいするもの！）


　江森はやれやれと溜め息をつくと、柴田をまた抱き寄せた。柴田は安心して江森の胸に顔を寄せる。そして、「うん、愛してない奴のアレなんか、ファイバースコープと同じだよな」と再びズレた発言をしてのけた。


「だってお前の呑んだときとは全然違うもの……すげー苦しくて、吐きそうになって、うん、ファイバーと同じだった」


「その通りだよ、浩司さん。僕だって浩司さんの以外のはしゃぶりたくないよ」


　江森は柴田の服を脱がせ始める。


「今夜は僕がうんとしゃぶってあげるよ」


　薄い叢くさむらの中から指で掬い、丁寧に舐め上げる。さっき抱き上げたとき、ズボンは乱れておらず、江森はほっとしていた。


（ここは触られなかったんだ、良かった！）


　普段と同じに根元まで頬張り、まだ育っていない器官をぐるぐると口腔内で転がす。


「ああ……気持ちいいよ……五月」


　柴田はシーツの上に手足を投げ出し、江森の愛撫を受け入れている。


「膝、立てて」


　江森は脚の間に身体を割り込ませると、片手で根元を支え、もう片方の手で果実を弄(いら)った。秘所へも指を伸ばしながら、可愛らしい二つの実を手の中でもてあそぶ。


「ん……んんっ」


　先ほど受けたショックのためか、柴田のモノはかなか反応しなかったが、次第に力を持ち始める。江森は後ろを指で解しながら吸い続ける。先端を強く吸啜きゅうてつされ、柴田は熱い液が昇ってくるのを感じた。


「あッ、もッ、出ちゃうッ」


　シーツを手繰り、こらえようとしたが、江森は後ろに入れた指で前立腺を強く擦った。


「ア、アアアッ」


　放ったあとも江森が先端を吸い続けるので、柴田は陶酔で頭が痺れてきた。口での刺激は強すぎて、達ったあと、柴田はまるで抵抗できなくなってしまうのだ。


「あ、五月、も、駄目ッ」


　拒絶の言葉とは裏腹に、柴田は江森の愛撫を無抵抗に受け入れる。やがて頭の中が真っ白になり、柴田は吸われるままに自分でも下腹を波打たせる。


「ううッ、ま、たッ、イクッ」


　弾けると柴田は弱々しく、「五月、もう、出ないよ」と呻いた。


　江森はやっと股間から顔を上げる。その顔がなぜか悲しそうなので、柴田は潤んだ眼をなんとか懲らして江森を見つめた。


「五月……やっぱ……怒ってる？」


「違うんだよ」


　江森は溜め息をつくと身体をずらし、脱力したままの柴田を胸に抱いた。


「浩司さん、口に弱いよね、ほら、最初のときもさ」


「あ！」


　初めて肌を許した夜を思い出し、柴田は頬を染め、江森を見上げる。


「な、なんだよ、いきなり！」


「あのね、さっきさ……」


　柴田を愛撫しながら江森は森宣行が「心が通っていない相手に関係を強要するなど、人間の屑」と言ったことを思いだしていた。朝比奈が柴田の頭を押さえつけているシーンも蘇った。そしてその映像に初めての夜の自分が重なるのだ。


「浩司さん、ごめんね」


　江森は柴田の頬を両手で挟み、謝った。


「僕は朝比奈の奴とおんなじことをしちゃったんだね、最初の時」


「ええっ？」


　もちろん柴田には無理やり犯されたなどという意識はなかった。あの夜、幼馴染みの相沢に失恋し、落胆している柴田を江森は組み敷き、まず口で追い上げた。バージン同然だった柴田には無論フェラチオの経験などなく、強烈な快楽で茫然自失してしまった。そのあと、江森は力が抜けて抗あらがえないでいる柴田にのし掛り、思いを遂げたというわけだった。


　暴力を奮ったのではもちろんなかったし、「お願い、やらせて！」と連呼しながらの行為ではあったが、同意の上とは言い難かった……。


「だってさ、浩司さん、あのとき昇天しちゃったあと、ぼーっとして抵抗できなくなっちゃったんでしょう？　それを僕はレイプしちゃったんだ」


　柴田は真っ赤になったが、それは自分がセックスにおいていかに未熟だったかを思い出したためだった。必死で「違うぞ」と虚勢を張る。


「あ、あれは、気持ちよくってボーッとはしちゃったけど、別に抵抗しようと思ったらできたぞ」


　江森は疑いの眼で柴田を見る。


「そおかなー」


「そうだよ！」


「でもホントはいやだったんでしょう？」


　柴田はブンブンと首を振る。


「ううん、イヤじゃなかった、ちょ、ちょっと驚いたけど、お前のこと、好きだったもの」


　江森は驚いて茶色の瞳を見開く。


「本当？　ヤられちゃったから僕のこと、好きになったんじゃないの？」


　言うなればこれが江森のトラウマであった。長い間、「最初にヤった男だから好きになったのでは」という小さな疑いの種が心の底にあったのだ。


　柴田は「違う！」と大声を出し、江森の手に自分の手を重ねた。


「俺、たぶん、いや、ぜったい、お前のこと、あの夜の前から好きだった……ホテルでずっと傍にいてくれたときから、たぶん……」


　そう、相沢の結婚式の夜。完璧に失恋した柴田は悪酔いしてしまった。ホテルの部屋で江森は「いかないでくれ」とうわごとのように言い続ける柴田のそばに一晩中付き添い、介抱してくれたのだ……。


　翌朝、ベッド脇の椅子で寝ていた江森を見て、柴田は胸がいっぱいになり……。それでも内気な柴田が礼を言えるはずもなく、こっそりと逃げ帰った。そのあと、柴田の心には江森の優しさが深く刻みつけられたのだ。


「お前は小児病棟の子供たちにも優しくって、俺の言ったこと、真面目に受け取ってくれて、それで元気がよくって、明るくって、お前を見ると俺も元気が出て……」


　柴田は潤んだ眼で江森を見つめる。


「俺、やる前からお前のこと、好きだったよ。ちゃんと言えなかったけど……」


「浩司さん！」


　熱いものが胸に込み上げ、江森は柴田をぎゅっと抱いた。胸の中から柴田は声を詰まらせながら続ける。


「でも俺、きっと一生お前に好きって言えなかったよ、お前がやってくれなかったら。勇気ないもの、俺。お前がやってくれたから、お前が俺のこと、好きって判ったから……」


　セックスはきっかけだったけれど、それで好きになったわけではないのだ。


「そりゃ、最初んときはちょっと、驚いたけどさ。でもヤじゃなかった。すごく気持ち良かったし」


「ホント？　気持ち良かった？」


「うん、すげー良かった。生まれて初めてだった、あんな良かったの。つーか、やるの、生まれて初めてだったんだけど」


　江森は柴田に口づけると、後ろに自分のモノをあてがった。


「じゃあ僕、あなたをレイプしたんじゃないんだね？　合意だね？」


「うん」


　柴田は真面目な顔でうなずく。


「じゃあ、これから入れていい？」


「うん」


　太いモノを体内に受け入れ、柴田は悦びの声を上げる。


「あっ、あ……お前のッ、俺の中にッ」


　自分から腰を持ち上げ、深く呑み込む。


「五月、五月、お前のッ、欲しいッ」


「浩司さん、僕の、うんとあげるよッ」


　柴田の中に深く分け入りながら、「求め合う」のはなんと素晴らしいのだろうと江森は思った。二度目に柴田を抱いたとき、「セックスとは愛を与える行為」なのだと悟った。そして今は。「心の通い合い」だと思う。求め合っていなければ身体を繋げたって意味がない。相手の心を無視して繋げたら、たとえ暴力を奮わなくたってそれはレイプなんだと江森は思う。


「五月ッ、五月ッ」


「浩司さんッ」


　二人は一つになって高みを目指す。やがて訪れる至福の瞬間に向かって全力疾走する。堰を破って流れ出す快楽の奔流に身を任せる……。


「五月ッ、もうッ、イクッ」


「浩司さん、出るッ」


　白い液を放出し、ビクビクと痙攣する柴田の中に、江森は自分も同じものを注ぎ込んだ。


「ああ……五月……愛してる……」


「浩司さん、愛してるよ」


　身体を繋いだまま二人は睦言を交わす。


　多くのことがあった一日で、やがて柴田は微睡み始める。


「寝てていいよ、浩司さん」


　江森は柴田を抱き、背中を撫で続けた。


　今日、江森も色々なことを知った。学生時代の柴田のトラウマ。一緒に棲んでもう五カ月にもなるのだが、そんなことを聞いたのは初めてだった。


（辛かったろうな、浩司さん）


　さっきもそう言ったら、柴田はううんと首を振って「一番辛かったのは本人だよ」と答えた。医者という職業は繊細な柴田には時として過酷なのかも知れなかった。


（でも僕が傍にいて、ずっと支えるから頑張って！）


　それしかできないけれど。


（でも僕がうんとうんと、徹底的に、強力に気を配って、集中してケアしてあげればいいんだ）


　まるでＩ・Ｃ・Ｕインテンシブケアユニット（集中治療室）にいるように。


「一生、一生そうするからね、安心してね」


　小さな寝息を立てている柴田の背中を撫でながら江森は何度も囁いた。








　日曜の昼近く、森はバミューダショーツにポロシャツというスタイルでバルコニーのガーデンチェアに腰をかけ、日経新聞を読んでいた。本来であれば楽しい休日の始まりだというのに、表情はひどく険しい。


（近くの駒沢公園へテニスでもしにいこうか、それとも都庭園美術館へでも行こうかと思っていたのに）


　サッシのガラス越しにバスローブ姿の朝比奈がダイニングへと入っていくのが見え、森は新聞を置いて立上がった。


　ダイニングに入ると、長時間熟睡をした朝比奈はアルコールが抜けてすっきりとした顔でテーブルにつき、ブラックコーヒーを飲んでいる。


「やっと起きたか」


　森の厳しい表情に朝比奈は肩を竦める。


「確かにさあ、俺が早とちりしたのは悪かったよ。でも柴田先生には迷惑をかけなかったんだから、朝から小言はやめてくれよ」


「なんだって？」


　反省の欠片もない言葉に森は信じられないと眼を剥く。


「迷惑をかけていない、だと？」


「だって柴田先生は森さんに俺のこと叱るなって言ったんだろう？」


　昨夜、朝比奈をマンションに連れ帰ったあと、森は柴田との約束を破り、思わず懇々と説教をしてしまったのである。しかし酒に酔っていた朝比奈の頭には自分に都合の良い部分しか残らなかったのだ。


　喉元を締め上げて殴ってやろうかとも思ったが、森はそこで柴田との約束を思い出した。一方的に叱ることはすまい。なんとか冷静な声を繕って「繁樹、昨夜のことはどの程度、覚えているんだい？」と尋ねた。


「うーん、それがさぁ」


　コーヒーメーカーから二杯目をカップに注ぐと、朝比奈は顔をしかめる。


「バーに行ったところまでははっきりと覚えてるんだけどね。そのあとは森さんが俺のこと、どつき回して怒ってるところかな？」


「なんと……」


　森は絶句して朝比奈を睨んだ。傍へ寄ると、きょとんとしている朝比奈を冷たい眼で見下ろす。


「それでは君は柴田先生のマンションに上がり込み、彼を手込めにしようとしたことも覚えていないのだね？」


「え？　俺が？　冗談だろ？」


　言いかけた朝比奈は氷のような森の眼が真実を告げていることを悟った。


「彼を組み敷き、フェラチオを強要したこともか？」


「うっそ……マジかよ！」


　朝比奈は叫んだが、声音に悔しさが滲んでいることに森は気づかない。


「ほんとにほんとか、森さん？」


「ああ、本当だとも、私はこの目で見たのだ」


　やっと反省する気になったかと森は峻厳しゅんげんな面持ちで告げる。だが朝比奈の口から出たのは謝罪の言葉ではなく「くっそー、なんで覚えてねーんだよー」だった。


「意味、ねーじゃんか、それじゃあ！」


「繁樹！」


　森は怒りに顔を赤くして怒鳴った。


「君には反省の気持ちがないのか！　無理やり主治医にフェラチオをさせ、ばかりかあまつさえ、彼の顔面に射精したのだぞ？　恥を知れ！」


　朝比奈は首を縮めたが「うっそ！」と嬉しそうな声を上げた。


「森さん、見たのかよ、その場面？」


「ああ、見たとも、見なければ良かったと神を呪ったがな」


　森は朝比奈を非難の眼で睨む。しかし朝比奈は怯まずに続けた。


「な、な、どうだった、あの人？　柴田先生、どんな顔でフェラしてた？　色っぽかったろうな、くっそー！」


　ひどく残念そうに天井を仰ぐ。


「みんな忘れちゃうなんて、最低だよー」


「最低はお前だ、繁樹！」


　ついに森は怒りを爆発させた。


「繁樹、お前は当分謹慎だ。お前にはどこにいるか判るようにＧＰＳ機能の付いた携帯を持たせるからな！　いや、ペット用の発信器を持たせる！　徹底的に私が管理するから覚悟しろ！」


　森がダイニングから出ていくと、朝比奈はしょげながらカップに口を付ける。しかし頭では次なる計画を立てていた。


（当分、遊びには行けないだろうが……）


　森も病院へ行くのは許してくれるだろう。そう、二週間後に必ず来いと柴田は言ってたじゃないか。そのとき、食事にでも誘おう。そしてできればホテルへ……。昨夜だってもうちょっとのところだったのだ。


（柴田先生は俺を部屋に入れてくれたんだろう？）


　大人なんだから、酒を飲んで部屋まで送って、そこで部屋に入れてくれるってのは「やってもいい」というサインなのだ。柴田と飲んだわけではないけれど、酔っぱらっている朝比奈を入れてくれたのは少しは気がある証拠だ。それに幾ら強要されたからって、上の口を許すなんて、脈があるのだと朝比奈は自分を勇気づける。


（柴田先生が俺のを……）


　まったく覚えていないのは哀しいが、少なくとも柴田がくわえてくれたのだと自分を慰める。


（くーっ、たまんねー！）


　想像するだけでも当分抜ける、と朝比奈は思った。
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「へえ、『医者もの』かあ……面白そうだなあ。俺さあ、医者の役ってやりたかったんだよ」


「な、だろう？　朝比奈君、君は救急救命病院の医者で主役の一人だ」


「ちょっと待てよ」


　渡された企画書を捲る手が止る。朝比奈繁樹は目の前の椅子に腰掛けている東京マリンＴＶのプロデューサーを睨んだ。


「一人って、どういうことだよ？　俺が主役なんだろう？」


　マリンＴＶのプロデューサーが連絡をしてきたのは昨日のこと。


　朝比奈に「外出禁止令」を出した森専務はマンションにプロデューサーとディレクターを呼んだのだった。もちろん「打ち合わせ」のあとに悪いところへ行くことを防ぐためだ。


　何度も一緒に仕事をしている磯部プロデューサーは森とは気心が知れた仲で、朝比奈がティーンのときからの付き合いだ。自己チューで素行に問題がある朝比奈を「出来の悪い弟」のように思っていた。中背だががっちりと筋肉質の身体を乗りだし、口を尖らせる朝比奈に丁寧に言って聞かせる。


「つまりねえ、このシリーズは夜11時枠だ。ここからゴールデンに進出したり映画化された作品は多い。ここで一発……」


「訊いたのはそんなことじゃないだろ？　主役は俺なんだろって事だ」


　小柄でやせ細ったディレクターが代わって答える。


「ほら、アメリカの人気ＴＶシリーズがあるだろう？　『ＥＲ』とか『24』とか『サードウォッチ』とか。あれを全部ぶち込んだジェットコースターものを作りたいんだよ。舞台はお台場にある病院と消防と警察。三カ所だ。タイトルは仮だが『湾岸25時』」


　磯部プロデューサーがあとを引き取った。


「一話毎に舞台が変わる。それぞれに主役がいるってことだ。そして四話目には必ず三人の主役が絡む。いいアイディアだろ？」


　朝比奈は鼻白んだ表情になった。


「つまり俺は三分の一に過ぎないんだな？」


「だが人気が出れば出番が増えるシステムだ。ウェブで投票も受け付ける。つまりは視聴者参加番組的な要素も入れる。主役三人のバトルってことにもなるから、視聴率も上がると思うよ？　オンエアは次のクールからだが、視聴率次第では２クール続ける」


「ふーん……」


　わざと気のない返事をして朝比奈は企画書を再び捲り始めた。


　心の中ではもう受ける気でいる。すぐに返事をしないのは作戦だ。


（医者、かあ……これを待ってたんだよ！）


　そう、役作りと称してあの男に接近出来る……。


　切れ長の眼に描いたような細い眉、華奢な顎、桜色の唇……。


　想い人・柴田浩司の顔を思い浮かべ、朝比奈繁樹はこぼれそうになる笑みを抑えた。


「とにかくさあ、かっこいい役じゃないといやだな」


「大丈夫だって！　いい脚本家を揃えたから！　それに今の都知事は積極的にロケを許可するって言ってるだろ？　今度お台場にできる救急病院で開院前に特別ロケするんだよ。臨場感溢れる絵が撮れるよ！　あ、もちろん手術室はセットだけど、それも予算をバッチリかける予定だ」


　朝比奈の頭の中には柴田を伴ってロケ現場を訪れる絵が浮かんだ。


（そうだ、深夜にドライブに誘ったりしてさ……レインボウブリッジの夜景を見て……）


　もちろんそのあとはラブホテルだ。だって、


（柴田先生は俺にフェラしてくれたんだからな）


　この男の辞書に反省という言葉はなく、無理やりだったなどという意識も朝比奈にはない。自分の魅力にまいったのだ、と思い込んでいる。朝比奈はゲイによくいるナルシシストなのだ。しかもアイドルあがりの芸能人ときては無理もないことだが。


（それとも大観覧車もいいかもな……）


　狭いところは苦手だが、外が見えるなら平気だ。一周三十分以上かかるのなら、二人きり、色んなことが出来るはずだ。


（いや、センセ相手ならてっぺんでチュー、ぐらいかな？）


　中坊のころはそんなデートでも嬉しかった……。


　相手が柴田だとまるで童貞に戻ったようにどきどきするのはなぜだろう、と朝比奈は思った。


　動揺する心を隠し、慌てて台本をパラパラ捲る。


「まあ、やってみるよ。なあ、役作りをしたいから、今までの連ドラでさあ、医者もののＤＶＤとか、送ってくれよ」


　もちろん、とディレクターは二つ返事でうなずいた。


「あ、医療監修はちゃんとついてくれるそうだから、手術シーンも心配は要らないよ」


　ディレクターの言葉に朝比奈はふんと鼻を鳴らす。


「俺には仲のいい医者がいるんだ、しかも大学病院の外科医だぜ？　そいつに個人教授してもらうよ」


　そう、森専務からも頼んでもらおう、と朝比奈はほくそ笑んだ。森専務の大叔父はＪ医大の教授だ。そのコネが意外ときく、というのは先だっての入院で体験済みだ。特別室に主治医の変更、面会謝絶など森教授がみんなやってくれた。


（大学病院ではやっぱ教授が一番偉いからなー。ほら、こないだもやってたじゃないか、「白いなんとか」ってドラマ……）


　そうだよ、とまた朝比奈は企みを思い付く。


（一緒にドラマのＤＶＤを見よう、ってここに誘ったらどうかな……）


　さすがに柴田のマンションではお邪魔虫のエモリとかいう奴がいるから駄目だけど、ここならば邪魔されない。森がいないときなら、自分の部屋で押し倒せる！


　朝比奈は自信満々の笑みをプロデューサーに送った。


「ばっちり任せなよ、磯部さん！　視聴率数字、取りにいこうぜ！」








　Ｊ医大の教授会は第二火曜日の午後、と決まっている。議題は博士論文の審査・人事・医療訴訟など多岐に渡る。人事に関しては講座の主任教授が提出したものを承認するだけなので、教授選でもない限り、さほど紛糾することもない。論文の審査も同様だ。


　そんなわけで、今日の議題はどれもスルーしていいものばかりで、産婦人科の森教授は会議室に入ると第二外科の戸山教授の姿を探した。戸山教授は三年前に就任したばかりで、森教授より十歳ほど若い。席についていた戸山教授は、森教授が近づいてくるのを見て丁寧に挨拶をした。


　森教授は「ここ、いいですかな」と空いている隣の席に座る。こほんと咳払いをして戸山教授をちらりと横目で見る。いきなり芸能の話題を持ち出してあまりミーハーと思われても困る。どう切り出そうかと考えていると、戸山教授が「そういえば、先生はシオンプロモーションと関係があるそうですね」と話しかけてきた。


「え？　あ、まあねえ」


「ナースステーションで聞きましたよ。先生の関係者がうちに入院していたんだそうですね」


「あ、まあ。その節はたいへん世話になりましたよ」


　どういう展開か、と森教授は内心首を捻る。


「いえいえ、こちらこそ。シオンプロモーションといえば、アイドルをたくさん抱える有名事務所じゃないですか。わざわざうちの医局員をご指名下さったそうで光栄の至りです」


　戸山教授は国立大学の出身で、いわば外様とざまだ。真面目な堅物として通っている。その戸山教授が芸能関係にそんなに詳しいとは、と思わず森教授は顔を覗き込んだ。


「戸山先生がそんなことをご存じとは」


「それぐらいは常識でしょう」


　戸山教授はひどく機嫌がいい。


「いやねえ、実は私の姪っ子がこないだキャンペーンガールのオーディションに受かりましてねえ。もしかしたら女優としてデビューするかも知れませんから、その節は宜しく」


　戸山教授の上げたのは、毎夏、新作水着のモデルをオーディションで選び、大々的に売り出す会社の名だった。


「おお、それはたいしたものですね！」


「いやー、はっはっはっ」


　これは好都合、と森は話を切りだすことにする。


「実は……」


　教授会での決定事項は当然のことながらその日のうちに医局員へと伝わる。といっても教授選でもない限り、ヒラの医局員にはあまり関わりはない。だが今回もたらされた戸山教授の指令はまるで稟議書のように最終的に柴田にまで到達した。


　五時過ぎに病棟から医局に戻ってくると、柴田は大月に「こっちへこい」と呼び止められたのだった。


「というわけで、柴田、頼むよ。この埋め合わせは必ずするから」


　大月の最後のフレーズはいつものことで、決して実行された試しはない。そして「いやです」という選択肢もない。外見からは無愛想で冷たいと評判の柴田が、実は押しに弱いということを大月は見抜いている。一度は「いや」と言っても、重ねて頼むと断るのが面倒で引き受ける、と経験的に知っていた。


　それは今回に限らないが、いつもより柴田の表情は険しく、押しの強さでは定評のある大月もさすがに「断られるかも」との疑念を抱いた。


　もう一度、念を押す。


「なあ、戸山教授の姪っ子って女優の卵なんだってさ」


「だから？」


　低い声で返され、大月は焦った。


「いや、だから、ＴＶ関係に顔を売りたいんじゃないのかな？」


「俺ら医局員とは関係ないんじゃないですか？」


　それは正論だったが……。


「あの朝比奈はお前の患者だったじゃないか」


　柴田の頭の中では「それはそれ」「これはこれ」なのだった。


　消化性潰瘍で入院した患者の治療にあたるのは当たり前。入院中に朝比奈の仕事場へついて行ったこともあるが、それは点滴ルートの凝固を防ぐためで業務のうち。退院後もドロップアウトしないよう気を配ること、それも主治医としては当然のことだ。


（けど、なんで仕事を手伝うんだ）


　それには柴田以外に適切な人材がいるはずだ。例えばもっと外交的な性格の人間とか。もっと上の講師クラスとか。


「そんな理由で俺なんですか？」


「それにお前、友人って言ったじゃないか」


　うっと柴田は顎を引く。確かに「二丁目のバーでナンパされた」と言えなくて、適当に友人とごまかしたのは事実だった。黙り込んだ柴田に大月は最後の切り札を出す。


「とにかく教授命令なんだからさ」


　最終的にはそれなのだった。


「……解りました。でも医者の業務に差し障るようならお断りします」


「それは大丈夫だって。お前の暇なときに相手をすればいいから」


　つまりは時間外に、という意味である。通常ならむっとするところだが、柴田は「それならいいです」と応じる。


（勤務外なら、問題ないや）


　大月はほっとした顔になる。


「医療監修ともなるとおおごとだから、お前一人には押しつけないよ。とにかくテロップにうちの大学の名前が出るってんで、理事会のほうも喜んでるらしいんだよ」


　やれやれ、と大月は首を振った。


「ほら、森教授の前の産婦人科の教授、お前、知ってるだろう？」


「俺は学生時代、講義を受けたことがないから知らないです」


　素っ気なく答える柴田にやれやれとまた大月は首を振る。


「前任の北井さんは今、理事になってるだろ？　森教授は理事会にも言いふらしたらしく……」


　私立大学では教授より理事のほうが権力を持っている。それは柴田も知っていたが、自分にとってはさらに遠い存在だ。朝比奈に付き合えばいいだけなら、もうそれ以上話を聞く理由はなかった。


「じゃあ、もういいですね」


　きびすを返そうとするので、慌てて大月は引き留める。　


「引き受けてくれるんだな？　戸山教授にはそう伝えておくぞ。あ、それからあの、森教授にもな。あの朝比奈って俳優のマネージャー、森教授の親戚だろう？　ええと、連絡先、知ってるか？」


　柴田はちょっと首を傾げる。


（そういえば、五月の携帯に登録されてたような……）


　せんだっての大事件のとき、非常用連絡先として江森の携帯番号を教えていた。


「あ、大丈夫です。俺から連絡、しときますから」


　話は終り、柴田は大月のデスクから離れると自分のデスクに戻った。


　アタッシェケースに論文を詰め込み、帰り支度を調える。


　朝比奈に犯されかかったことを忘れたわけではない。


　だが柴田の頭の中では「犯されかかった」とは認識されていない。どちらかというと「自分が」「口で」「朝比奈を」「やった」と定義されている。


（だってあれは俺が悪かったんだし……）


　白衣をロッカーに戻しながらトロいことを考えていた。


（そうだ……役作りを手伝えば、こないだのことは許して貰えるかな……）








「はあー？　なに言ってるんだよ浩司さん、正気？　てゆーか、信じられないよーっ！」


　江森の大声が店内響き、お品書きを見ていた柴田は呆れた顔を上げる。


「しっ、大声出すなって、他の客に迷惑だろ？」


　いつものようにマンションの近くの小料理屋で二人は待ち合わせていた。


　居酒屋なのだが家庭料理を供するこぢんまりとした店なので、家族連れも多い。畳の席には小学生ぐらいの子供を連れた夫婦が和やかに鍋をつついている。


「んもーっ」


　むっとして睨む江森にまるで柴田は気づかない。


「俺、焼きナス」


　はあー、と江森は溜め息をついた。すぐさま懇々と説教し、朝比奈なんかと二度と会わないよう言い含めるつもりだったが、


（とにかくご飯を食べさせなきゃ……どうせ昼間は抜いてるんだろうから……）


「とりあえず、中ジョッキ二つ」と傍を通った店員に頼むと、自分もお品書きに目を通した。


「ええと、海鮮釜飯にトントロ、手羽焼きにおでん、出汁巻き玉子にかれいの唐揚げ、それと男爵イモのコロッケと焼きナス、それから大根のさっぱりサラダね。大根はジアスターゼがたっぷりだから、消化の助けになるんだよ」


　あとのフレーズは柴田に向けたものだ。


「お前、相変わらず良く食うなー」


「そうじゃなくって、浩司さんが食べるんだよ！」


　お品書きを卓に置くと、江森はあらためて最愛の恋人を睨んだ。


「どーゆーこと？　あんな狼男の傍に絶対、行っちゃ駄目だよ！　どーしてわからないのさ！」


　恋人の望みは全て叶えたいとは思う。でもこれだけは譲れない。


「あのさあ、あいつは浩司さんのこと、レイプしかけたんだよ？　絶対また、やろうって思ってる。そんなことも解らないの？」


　回りに聞こえないようにと小声で言ったが、怒りのあまり、トーンが上がってしまう。


「バ、バカっ、レイプなんて大声出すなって」


「だってそうじゃないか！」


　ジョッキが運ばれてきたのでいったん口を閉じたが、江森は店員が遠ざかった途端にまた柴田を睨んだ。


「だからさー、あれはレイプじゃないってお前も言ったじゃないか。あんときは俺のほうがやったんだってば。そ、その……く、くちで」


　はあー、と江森は眼を閉じた。


（やっぱ、厳しく言えばよかった……ハンパに慰めたからな……）


　確かにフェラチオを強要されてショックを受けた柴田に「犯られてない」と言ったのは自分だった……。


（そりゃ、下の口は犯られてなかったけど……上の口は犯られたってことなんだよ！）


　でもそんなことを蒸し返して柴田を傷つけるつもりもない。それに「怒っていない」との男の一言に嘘はない。ただ、「怒っていない」のは柴田に対してで、もちろん朝比奈への怒りは今もフツフツとたぎっている。


　目の前に置かれた突き出しを朝比奈の代わりに睨んだ。


　柴田は江森の不機嫌な顔に戸惑い、持ち上げたジョッキをまた戻す。なんとか誤解を解こうと説明にかかる。


「それにさ、朝比奈君は仕事で用があるんだ。こないだみたいのと違うし……俺だって、手伝ってやれれば、こないだの償いにもなるかなって」


「つーぐーなーいー？」


　そんな言葉を聞くとは思わなかった、と江森は再び眼を剥いた。


（もう、どーしてこんなにトロいんだよっ）


　そんなの、ありえねー！　と反論しかかったところで、だめ押しの言葉が飛び出した。


「それにさー、教授命令って言われちゃうとな……」


　うっと江森は出かかった悪態を飲み込んだ。


「そうだね、遠くの病院へ出張、なんて命令よりはましだよね……」


「森教授は理事にも言いふらしたらしいし」


「理事会かー」


　私立医科大学の理事会が絶大な権力を持っていることは江森ももちろん知っている。教授の人選も理事会の票数如何なのだ。


　ほかほかの出汁巻き玉子と大根のサラダが運ばれてくると、江森は諦めて割り箸に手を伸ばした。


　これ以上恋人との楽しいデートを台無しには出来ない。それに昨日、柴田は当直で帰宅しなかった。週末は江森が急な出張で、二人だけで会うのは土曜の朝以来なのだ。


「じゃあねえ、浩司さん、どんなときでも僕を同席させること。これならいいよ、ＯＫしても」


「ん、わかった。どーせ俺が暇なときって約束だからさ。夜か休みの日になると思うし」


　それはつまり、大切な二人だけの（しかも僅かしかない）時間を割かれるということなのだ。江森は内心悪態をつきそうになるが、ぐっとこらえる。


　自分が一緒にいれば柴田の貞操は守られる。今はそれで満足するしかない……。


「じゃー、約束だよ？」


　柴田は玉子を箸で摘んだまま、にっこりうなずく。もう片方の手を江森へと伸ばし、小指を出した。


「うん。お前が言うならそうする。指切り、な？」


（くーっ、可愛い……まったくずるいよ、浩司さんは……）


　こんな可愛い姿を見せられて、どうして駄目と言えるだろう……。


　指切りをしながら江森は複雑な笑みを見せた。


（僕ってホントに浩司さんに弱いんだよな……）








　　　　　　　　　　２







　二人がマンションのエントランスから入ると、管理人室の窓が開いた。


「柴田先生、宅急便、預かってますよ」


「あ、どうもいつもすみません」


　愛想よくお辞儀をしたのはもちろん江森のほうだ。


「じゃあこれ、お渡ししますよ」


　送り主の名を見て、江森は露骨に顔をしかめた。


「え、まずかったですか、受け取って？」


　困った顔になった管理人に慌てて江森は「違います」と謝る。


（くっそー……僕が出たんなら、受け取り拒否できたんだけど……）


　事情を知らない人に八つ当たりは出来ない。「どうもご苦労様でした」と頭を下げ、ダンボールを抱えた。


「さ、行こう、浩司さん」


　柴田はエレベーターのボタンを押しながら「誰からだ？」と江森の手元を覗き込む。


「朝比奈君からじゃないか。いったいなんだろう？」


　特に嬉しそうな響きもなく、江森はほっと胸を撫で下ろした。


　部屋に帰って箱を開けると、中からはＤＶＤやらビデオやらが出てきた。


「なんだよ、これーっ。またあいつ、性懲りもなく自分の出演したのを浩司さんに見せる気かよー！」


　柴田のほうはとんと無関心で、ジャケットを脱ぐとさっさとソファで医学書を開いている。床にぺたんと座り、箱を覗き込んで文句を言う江森を呆れた顔で見た。


「なに、ぶつぶつ言ってるんだよ」


「だってさあ、これ……」


　タイトルを確認して「あれ？」と首を傾げる。


「あいつの出演したのじゃなさそうだ……なんだよ、全部、医者ものだよ？」


「はあ？　なんで俺にそんなの、送ってきたんだ？」


　医学書を横に置くと、柴田は江森の傍に寄って一緒に覗き込んだ。首を傾げていると、タイミングよく電話が鳴る。案の定、声の主は朝比奈だ。


〈なー柴田先生、届いた？〉


　先日の反省の色もない声だが、柴田は無頓着に「ああ」と答える。


〈俺んとこにもおんなじのがあるんだよ。なー、訊きたいことあるから、今度会うときまでにちょっと見といてよ？〉


「はあ？」


〈だからさー〉


　相変わらずのトロさにちょっと苛つきながらも、朝比奈は必死で説明する。


「要するに、医者として間違ったことをしてないかどうかって事だな？」


〈そうそう。センセが『これは違う』っての、教えてくれよな？〉


　それぐらいなら簡単だ。柴田は「解った」と気軽に答えてしまう。


　電話を切ると、江森は「なんだよ」と詰問口調で尋ねた。


「なんかさー、ドラマの中での俳優の仕草とかが間違ってないかどうかってさ」


「ふーん……」


　一応真面目に勉強しようとしているのか、と江森は考えた。


（ま、それぐらいならいいか……）


　それにＤＶＤをここで見るのなら柴田に手を出すこともない。江森はちょっと安心して中身を取りだした。とあるタイトルが目に入り、嬉しそうな声を上げる。


「あっ、僕、これ、見たかったんだー！　２時間スペシャルでさあ。僕、原作、気に入ってたんだよー」


「お前もけっこーミーハーじゃねーの」


　言われて江森はぷっと頬を膨らませる。


「でもねえ、この作者って、浩司さんの大学のお医者さんなんだよ？　もう開業してる先生だけどさ。僕ねえ、ＭＲ仲間に進められて読んだんだ」


「へえ」


　大学の同窓生と聞いて柴田も興味を示す。江森は得々として説明を始めた。


「あのねえ、作者も外科の先生でさあ、このシリーズは美人の外科の女医さんと警視庁の刑事のコンビなんだ。それで二人で殺人事件を解決するんだよ」


　言いながら見上げると、柴田が暗い目つきになっていることに気づいた。


「わーっ、浩司さん、なに？　どしたの？」


「……やっぱ、美人の女医、てのに男はそそられるんだろーな……五月、お前もそうなんだな……」


（ゲーッ、まずい！）


　慌てて江森はぶんぶん首を振る。


「ち、違うよー。あのねえ、この作者の人がすっごくグルメでさ、主人公の二人がしょっちゅう美味しいものを食べたり、お酒を飲んだりするんだ。ほら、僕も食べるの好きでしょう？　だから好きなんだよ」


　必死の言い訳に柴田はふんと鼻を鳴らす。


「そーなのか？」


「そーだよ！　あ、それにねえ、作者の人は、奥さんも眼科のお医者さんでさあ、二人で学会に出かけて美味しいものを食べ歩いたって、後書きに書いてたんだよ」


　付け加えた一言が功を奏し、柴田は「へえ、眼科の女医さんかあ」と興味を示す。


「薫ちゃんと同じだ」


　一瞬のうちにきつい眼が和む。


「そーいや、そろそろ産休かなあ……なんにも言ってこないってことは順調なんだろーな」


　柴田と相沢、そして橋爪薫は大学時代、グループ交際をしていた。そのうち薫は相沢と恋に落ちたのだが、いっとき、結婚の決まった薫に執着しているのではと相沢に誤解されたことがあった。それ以来、決して柴田は自分からは薫に連絡しない。


　関心が逸れてほっとした江森だが、少し寂しげな柴田の表情に胸がちくりと痛む。


（そうだ！）


　勢い込んで立上がった。


「僕、明日、眼科の医局に様子、見に行ってくるよ、ね？」


「ん……」


「じゃあ、これ、見てもいい？　勉強の邪魔しないようボリューム、小さくするからさ。それにねえ、主人公の女医さんはけっこう年増の女優さんがやってるんだよ？」


　手に持ったビデオを振る江森に柴田も苦笑する。


「お前もげんきんだよなー。朝比奈が出てるのは絶対見たがらないのに」


「当たり前じゃないか！」








　ベッドに入ると江森はチラチラと柴田を盗み見する。


　当直明けの今夜、求めるのは我慢しようと思っている。さっき食事をしながらさりげなく「当直、どうだった？」と訊いていた。


「うん、虫垂炎アッペの腹膜炎パンペリとさあ、病棟の再手術レオペが重なって、寝らんなかった」


　柴田の答えはこれで、江森はエッチを断念したというわけである。


　ベッドの中でもまだ本を開いている柴田に「もう、寝たら？」と声を掛ける。


「う、、そうだな……それより」


　柴田は本をサイドテーブルに置くと、江森の方へ身体の向きを変えた。


「今度、仙台に美味いもの、食いに行きたいなー」


「はあ？　仙台？　なんでまた！」


「さっき、お前が見てた２時間スペシャルに出てたじゃないか」


「あー、あれね」


　ご当地もの、といった作品で、芭蕉にゆかりのある土地を回りつつ、殺人事件を解決する話だったのだ。


「それにしてもさあ、２時間もので病院が舞台って多いよねー。で、たいてい理事や院長や教授が悪い奴なの」


　江森の感想に柴田は苦笑した。


「まーな。解りやすいんだろーな」


「だよね、途中から見てもついていけるように」


　ふいに思い立って尋ねる。


「ねー、大学の理事ってそんなに偉いの？　さっきも森教授が理事に話したとか言ってたじゃない」


「まーなー。私立医大だとそうかな？　教授選で選出されて、理事会で否決されるって事もあるらしいぞ？」


「じゃあ、じゃあ」と江森は柴田にたたみかける。


「２時間スペシャルでよくある、大学病院の理事の息子が医者を脅迫する、なんてこと、あるの？」


「なんだ、そりゃ」と柴田は噴きだした。


「いや、理事ならともかく理事の息子ってありえねーんじゃねーの？　まー、理事はだいたい六十ぐらいだから理事の息子は四十ぐらいだろ？　そんな権力、ねーよ。大学の理事は世襲性じゃねーし」


「そっかー。だったらなんで理事じゃなくて（息子）なのかなあ？」と首を傾げた江森だったが「そっか！」とまた納得する。


「六十だとじいさんだから、絵的にまずいのかな？」


「そーかもなー。ま、大学じゃなくて個人病院ならありかもな」


　答えて柴田は「なーるほど」と納得する。


「なにがなるほどなの？」


「だからさー、朝比奈の言った事ってこーいうことか」


　朝比奈の名前に江森は敏感に反応する。


「なんだよ、それ」


　つまり、と柴田は説明する。


「一般の人はこう思う、ってことだろ？　そうじゃないってことを朝比奈は知りたいのかって。だったら……」


　言いかけて柴田がごそごそと起きだしたので、江森は驚いて上掛けをはね除けた。


「どーしたんだよ、浩司さん！」


「だから俺も、少し送られてきたの見といたほうがいいかなってさ」


　なんだよー、と江森は膨れると、ベッドから出た柴田のあとを追った。


「浩司さん、昨日、寝れなかったって言ったじゃないの！　そんなの見てないで、休みなよ！」


　余分なエネルギーがあるんならエッチに回して欲しかった。


「暇なときに見ればいいじゃないか！」


　怒る江森に気づかず、柴田はＤＶＤをセットする。


「だってこれはいわば、教授から言いつかった仕事だから」


「もうーっ」


　朝比奈と僕とどっちが大事、とは訊けるが、「仕事と僕と」は禁忌だ。


（奥さんが働いてるご主人、ってこんな感じなのかな……）








「うーん、これって変だよなー」


　今まで家にＴＶはなく、連ドラを見たことはない。しかも医者ものなど。


　それが続けて見ると妙な誤解があることが解り、柴田は首を傾げた。


　ＴＶの前の床にぺたんと座り、真面目な顔で柴田は画面を見続ける。


　画面では「天才外科医」と称される主人公が手術着を着て手術室に入ったところだった。


「どーしてたいがいの医者ものって、オペ室に入るとき、両手をこーやって上げて入るんだろう？」


「どこが変なのさ？」


　江森も病院の中はたいがい知っているが、さすがに手術室に入ったことは虫垂炎の手術のときが初めてだ。あのときは麻酔の前投薬というものを服用していて、ぼんやりしていたのであまり記憶はない。外科医が入ってくるところも見ていなかった。


　熱心に見続ける柴田の後ろで、ソファに横になって一緒にＴＶを見ていたが、そろそろ眠くなってきていた。それでも柴田の疑問にこちらも質問で応じる。


　柴田は「あのな、手術室に入るときにはもう無菌手袋も填めた状態だから、間違ってどっかに触らないよう、両手はこうやって胸のところで組んでるんだよ」と自分の胸の前でその格好をしてみせる。


「さもなきゃ、滅菌布かなんかでくるんでるんだ」


「そっかー、でもそれってなんか、『すみませーん』って揉み手してるみたいで格好悪いよー。たいがい主人公って『若手天才外科医』だからさあ、ヒーローじゃない？」


　素直な江森の感想に、うーむ、と柴田は唸る。


「リアリズムを追求しても見た目が悪いんじゃ駄目だな」


　やがて手術シーンが始まり、またしても柴田は「ええ？」と首を傾げる。


「今度はなんなんだよー」


「いや……麻酔科医って、オペ中は結構動くし忙しいからさあ、あんな長いオペ着は回りに引っかかっちゃうから着ないんだ。暑いし、たいがい半袖の奴なんだよ……あ、それから麻酔を導入するときにはすでに外科医はすぐ執刀出来るように待ってるんだけどね。だって、麻酔がかかってから腕を洗ったりしてると、麻酔時間が長くなっちゃうだろ？」


　そのドラマでは長いオペ着に着替えないままの外科医が、麻酔科医が患者に麻酔を掛けるの横で見ていたのだった。


　細かい指摘に江森はやれやれと溜め息をついた。


「あのさー、視聴者はそんなの、気にしないと思うけど。ドキュメンタリーを見たいわけじゃないし、リアリティとリアルは別物じゃない？」


「そーなのか！」


　連ドラ初体験といっても過言ではない。柴田は目を見張る。


「五月、お前ってすっごくいろんなこと、知ってんだなー！」


（てゆーか、浩司さんが知らなさすぎなんだよ……）


　リモコンを手に取ると、再生停止ボタンを押した。


「もう寝よう？」


　ベッドに戻っても柴田はひたすら尊敬の眼差しを江森に向ける。


「そういや、お前、なんかさあ、俺の高校に行ったときも連ドラの話、してたもんな」


　ああ、と江森は思い出す。七月に柴田の祖母のお墓参りに出かけた。柴田の祖母は、柴田の両親が離婚した際、短い間だったが親代わりに面倒を見ていたのだ。肉親の愛に飢えていた柴田にただ一人、やすらぎを与えてくれた人だった。


　父親に疎まれていたため、柴田は大学入学と同時に実家とは疎遠になっていた。七月のときも実家の敷居を跨ぐことはついになかったが、偶然お墓の掃除に来ていた叔母と話ができた。そして叔母は祖母が柴田にと大事に保管していた文箱を手渡してくれた。その中には柴田が小学校のとき使っていた筆箱や作文などが入っていた。それだけでなく、驚いたことに柴田を置いて出ていった母からのメッセージが隠されていた。十七年の歳月を経て、柴田は母親の愛情を確認できたのだった……。


　そのとき江森は柴田が通っていた高校を見たいと言ったのだ。姉と一緒に見ていた連ドラのラストシーンで、ヒロインが恋人の通っていた高校を見に行ったのを思い出したからだった。


「なー、今度はお前の通ってた学校、連れてってくれよ」


　柴田は期待を込めて見上げたが、江森はうっと息を呑む。


「ぼ、僕の通ってたのは浩司さんみたく進学校じゃなくて普通のだから、面白くないと思うよ？」


　中学・高校とモテモテのテニスボーイだった江森で、下手に地元に帰って「元カノ」と接近遭遇したくない、というのが本音だ。


　慌てる江森に柴田は怪訝な顔になった。


「なんだよー、いやなのか？」


「そ、そーじゃありませんてば。それより、ね……」


　江森が覆い被さってきたので柴田は「ええ？」と大声を上げる。


「朝比奈なんかより、ぜったい、浩司さんのがドラマの主人公みたいでかっこいいと思うけどなー。なんか燃えて来ちゃった、僕」


　笑いながら江森は柴田の身体を抱きしめる。


「こーいうドラマ、どう？　大学病院の外科医にＭＲが恋しちゃうの。で、一所懸命、デートに誘ってやっと口説き落とす……」


「お前、まんまじゃねーか」


　呆れ声を出しながらも柴田は江森のキスを受け止める。


「でねえ、すっごくクールでかっこいい天才外科医で、浩司さんにそっくりなんだー」


「バカか、俺は天才外科医なんかじゃねーよ」


　苦笑する柴田だが江森は構わず続ける。


「初チューは誰もいなくなった医局、なんてどう？」


「それはぜったい駄目！　仕事場では駄目！」


「んもー、お話なんだからさあ、いいじゃないか」


　駄目、と柴田は江森の胸を押し返して睨んだ。


「お前、いいって言うと、実際にやりそうだもの」


　笑いながら江森は柴田のパジャマの中に手を入れた。


「浩司さん、僕のこと、解ってきたじゃないか」








　自分を包む柔らかな粘膜がさざ波のように蠢動を始める。根元を締め付けている狭い口がリズミカルに窄まる。


　もうじきだ、と江森は胸を離し、柴田を見下ろす。


　こうやって到達の瞬間を眺めるのが好きだ。


　初めて柴田を抱いたときは無我夢中だった……。絶対に手に入らないと諦めていた。それを無理やり、とは言わないまでも半ば強引に抱き、迸る情熱のまま、何度も中に出してしまった……。


　ちょっと悔恨の情に駆られながら江森は腰の動きを止める。桜色に染まった胸の突起、細いうなじ、僅かに開けられた薄い唇、潤んだ瞳……順々に視線を移していく。


（ああ……この顔だ……）


　何度見ても飽きることはないそのときの柴田の表情。


　二度目に抱いたとき、この表情に魅せられた。江森の一番好きな表情だ。


　心の擦れ違いや江森の未熟さから、一度は手の中から滑り落ちたのではと絶望したこともあった……。江森が離れるのではとの不安からパニック発作を起こす柴田を見て、自分が一緒ではかえって不幸にするのではと別れを覚悟したこともあった……。


　そして江森が一生胸に抱えていこうと決意したある秘密……。


　柴田の壊れやすい心を守るためなら、どんな事でもすると決意した……。


「浩司さんさえよければ僕はいい」それが江森の出した結論だった。


（なにがあってもあなたを離さない）


　想いが溢れ、胸が熱くなる。


　自分のモノを収めている下腹の筋肉がぐぐっと緊張する。可愛らしいペニスが震えながら反り返る。手を伸ばし、ぎゅっと掴んでやる。こうすると絶頂を長く味わえるので、柴田は悦ぶのだ。


「く……ああっ、ああああっ、五月ッ　五月……ッ」


　悲鳴とともに手の中に熱い液が切れ切れに迸る。


　同時に自分のモノがきりりと熱い肉に搾り上げられる。


「く……っ、浩司さんっ、いいっ」


　はあはあと荒い息を付きながら柴田はのし掛った重い身体に腕を回す。


「……さつき」


　呼んだ名前はすぐに唇に掬い取られる。


「……浩司さん」


　返事をする間も与えられずキスが降ってきて、うんうんとうなずく。


　迸らせたあとも情熱はまだ冷めず、お互いの口腔を犯し続ける。上も下も一つになって愛を交換した。


「ふう……浩司さん、すっごくよかったよ……」


　なんとか言葉を発する余裕が出ると、江森は柴田を抱きしめたまま囁いた。


「ん……俺もなんか、すげー長くよかった」


「だよねー、浩司さんの、ピュッ、ピュッ、ピュッて、何度にも分けてゆっくり出たものー」


「バ、バカッ、言うなッ」


　真っ赤になって横を向く柴田を江森は眼を細めて見守る。いったん離れると、汗にまみれた柴田の身体をタオルで拭いてやった。そして額に落ちた髪を掻き上げながら「ねえ、浩司さん」と話しかける。


「こないだの土曜日も、その前の土曜日もゆっくりできなかったからさあ、今週はどっか行かない？」


「ん……そうだな……」


　柴田は江森の腕に頭を乗せ、下がってくる瞼を無理やり開けた。


「お台場に行こうか？」


「お台場？　うん、いいよ、デートスポットじゃないの！　確かさあ、料理の鉄人かなんかのレストラン、あったよね？」


　うきうきと声を弾ませた江森だったが、次の柴田の言葉に固まった。


「ほら、『東京ＥＲ構想』って都知事の案で救急センターが出来るだろ？　あそこでロケするんだって。で、本格的なロケの前に現場の見学をするって。俺、見に行きたいんだ」


「はあ？　それってドラマの現場ってこと？」


　うん、と柴田は眼を擦ると江森の胸に頬を寄せる。


「さっき、朝比奈君に誘われて……行くって言った」


「な、なんで！」


　同意も取付けず、と大きな眼を見開いて江森は睨む。だが柴田は怒りの雰囲気に気づかず屈託なく続ける。


「最新の設備だって聞いたし……まだ医療機器全部は運び込まれてないらしいけど、ちょっと見てみたいんだ。電子カルテはもちろん、Ｘ線写真も全部デジタルで、いわゆるカセットレスシステムになるって。オペも全部無線ＬＡＮで見られるんだ」


　無線ＬＡＮやサーバの関係で、内装より先に機器の工事が始まっていると聞いていた。


「ううう……」


「な、いいだろ？」


　朝比奈の言葉に手もなくつられたのは解ったが、それでも勉強熱心のゆえなのだと江森は白旗を掲げる。


「解ったよ、でも僕も行くからね」


「うん、いいよ。お前もきっと、面白いと思うぞ？　お前、コンピュータ専門だし」


　やれやれと思いつつ、江森は柴田の身体を引き寄せると自分の下に組み敷いた。むらむらと朝比奈への嫉妬心が湧き上がっている。


「え？」


　瞼の半分閉じた眼で柴田は見上げる。


「じゃあ、土曜日の分、今やるよ」


　宣言すると江森はじたばたと暴れ出した柴田の手首を片手で掴む。もう一方の手を下へと伸ばした。すぐさま後ろへと差し込む。


「さっき、一杯出したからぐしょぐしょだね」


　自分が吐き出したとろりとした液を潤滑剤にして、窄まった部分を難なく広げる。


「も、もう終りだって！」と呻く柴田を無視し、さっさと身体を繋いだ。打ち付けながら「浩司さん、もう一回、達かせてあげる」と囁く。


「あ、っ、バカ……っ、はぁ……」


　喘ぎだした柴田を犯しながら江森はちょっぴり後ろめたさを感じていた。


（ごめんね……）


　反省心の少しばかり足りないのが江森と朝比奈の共通点だった……。
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　お台場救急センターは東京マリンＴＶ本社の近く、首都高速台場線とゆりかもめの高架に挟まれた埋め立て地にあった。地上十階で、屋上にはヘリポートももちろんある。病床数のわりに高層なのは、災害時の避難所としての役割もあるからなのだった。


　真っ白い高層の外観はほぼ完成し、駐車場もほとんど整備がなっている。それでもまだ工事中のパイルが林立し、器財やらを積んだトラックが何台も連なって停車している。開院は来年三月一日いっぴだが、まだまだ道のりは長い。


　正直、ＴＶのロケハンなど迷惑至極だと関係者の誰もが思っていたが、東京都から安く土地を借りている以上、知事の一言には逆らえないのだった。それにとりあえずマリンＴＶは隣組で、都知事の定例記者会見も放送している。


　そんなわけで、広報担当者はわざわざ案内役に出ていた。


　ディレクターとＡＤ、カメラ担当など撮影スタッフや脚本家など制作サイドに加え、朝比奈は自分から志願して見学に参加していた。「心を入れ替えたのか」との下馬評だがもちろん真の目的は柴田だ。


　ドラマの大半はスタジオのセットだが、外観や救急搬送口などのシーンをまとめて事前に撮ることになっている。制作スタッフは下見に余念がない。


　一方、朝比奈のほうは柴田及び監視役の江森を連れて院内を見学していた。


　その前にスタッフには「俺の友人」と柴田を紹介し、ＡＤから「綺麗な人ですね」と賞賛されて得意になっていた。


　ディレクターには「なあ、ちょい役で出てもらったら？」と入れ知恵をするのも忘れない。


　エントランスから入ると、吹き抜けのロビーだ。何台ものエスカレータが二階へと続いているが、まだどれも動いていない。


　一階は救急センターになっていて、手術室と繋がっている。ＣＴなどの検査室も一階だ。


　二階が一般外来で、血液検査や細菌検査などもこちらだ。


　まだベッドもないがらんとした救急室を一行は覗き込む。


「そっか……救急で血算なんかのデータを知りたいときは結構大変だな」と柴田は感想を漏らす。


「データはＬＡＮで飛ばせますから」と広報官が応じる。


「けど、検体は持っていくだろう？　走るのは俺ら下っ端だからな」


「検体？」


「採った血液なんかのことだ」


　広報はうっとなったが、「結果はいながらにして端末で見られます」と長所を力説する。


「そりゃそうだけど、救急救命医はべつに端末の前に座って結果を待ってなんかいない。患者の処置をしてるから」


　ほほう、と朝比奈に付いてきたＡＤが感心した。


「なんか、現場のお医者さんから意見を聞くって新鮮ですねー」


「だろー？」と朝比奈は柴田の肩にさりげなく手を置く。急いで江森はその間に身体を割り込ませた。


　朝比奈はふんと余裕の笑みで江森を睨め付ける。なんといってもここでは朝比奈のほうがスターなのだ。先程から工事関係者などの賞賛の視線を浴び、すっかり優位になった気でいる。


（ま、俺のカッコよさにそのうち柴田先生は惚れるに決まってる）


　撮影が始まっても現場に誘うつもりでいる。


「と、とにかくうちのウリは細菌テロなども想定して、隔離室を完備しているところですよ」と広報官は話題を変えた。


「しかも部屋に入らずに診察や処置ができるという画期的なシステムでして」


「細菌テロ？　すげーな、なあ、そのネタで脚本、書かせたらどう？」


　朝比奈は興奮してＡＤに振る。


「そうですねー。他局で大地震のネタでドラマ、作ってたしなー。いいすね、某国の細菌テロか！　そーゆー映画もあったし」


　乗り気のＡＤだが柴田はやれやれと首を振った。


「やっぱ、解りやすいってのが原則なんだな……でも今の都知事が某国の細菌テロなんて言うと、ホントっぽいものな」


「浩司さん、よく判ってるじゃない！　ＴＶも見ないのにぃ」


　隣を歩いていた江森が真顔でのぞきこむので、柴田はむっとして睨んだ。


「お前なー、俺のこと、いっつも世間知らずってバカにしてるけど、新聞ぐらいはちゃんと読んでるぞ？」


　またしてもＡＤが感心する。


「それ、いいね！　世間知らずだけど、新聞読んでるって！　いやー、新鮮だなあ！」


　柴田は呆れてＡＤを振り返った。


（ＴＶ業界の人間って、まったく理解出来ない……）


　それよりも、と広報担当官に関心を戻す。


「要らぬお節介って言われるかも知れないけど、血ガスと血算はこの場で測定出来るようにしたほうがいいですよ。Ｂ・Ｅベイスエクセスも必要だから」


「は？」


「あ」と柴田は慌てて「血液のＰＨみたいなもんです」と補足する。


　急激な脱水やホルモン異常などで血液のＰＨが変化を来たすことがあり、その場合は酸やアルカリなどの補正をしなくてはならないのだ。動脈血の分析をすることで、血液のＰＨも測定出来る。


　広報官は真面目な顔でうなずいた。


「そうですね、その通りです」


「な、だから柴田先生に来て貰ってよかったなー」


　朝比奈は得意げに柴田を見た。


「センセ、撮影が始まっても見に来てくれるだろ？」


　だが柴田は平然と首を横に振る。


「俺、関係ないし」


　ええっ、と朝比奈は眼を剥いた。


「じゃ、なんで今日、来てくれたんだよ！」


「だって病院の内部が見られるって言ったから」


　江森はくっくっと笑いを堪えた。


　冗談じゃない、と慌てて朝比奈はＡＤを振り向く。


「なあ、柴田先生がいてくれるとアイディアが出るだろう？　制作スタッフに加わってもらったらどうだよ？」


「確かに医療監修のドクターには撮影現場に立ち会っていただくことが多いですよ」


　ＡＤの言葉に今度は柴田が眼を剥いた。


「ええっ」


　そんなことは聞いていなかった……。医療業務に差し障りがない、と言われたから引き受けたのに……。


「大丈夫だって！　センセに合わせるからさあ。俺がそういえばオッケーだよ。それにだいたい連ドラなんか夜遅く撮るんだぜ？　終るのは25時、とか26時、なんてざらだし」


「26時？」


　首を傾げる柴田にＡＤが「この業界では終るまでは日付は変わらないってことになってるんですよ」と説明した。


「もう押せ押せで30時、なんてことも」


　それはつまり朝の６時まで、という意味なのだった。


「冗談じゃないっ」と江森が怒ろうとした瞬間。柴田は「なら、いい」とこっくりした。


（もうっ、浩司さんたらっ）


　柴田はさっさと広報担当に近付き、「電子カルテですけどサーバが混んで困るって事、ないんですか」と尋ねる。


「Ｊ医大ではまだなんですけど、他の病院や出張先で導入してるとこは大体同じトラブルを抱えてるみたいで……」


　すでに柴田の頭は仕事モードだった。端末が大量にある状況で、同時に複数の医師が病棟で電子カルテを開くことは当たり前だ。動作環境が遅くなった経験があったのだ。


「そうなんですよ、それが今、懸念される状況でして……」と広報は答える。


「ソフトはどこのなんですか？」


　熱心に質問を続ける柴田には江森の心配など通じていない。


　にやついている朝比奈を江森は睨みつける。


　朝比奈はしらっとしてＡＤに「なあ、細菌テロの話、かっこいいから脚本家に書かせてよ」と話を戻す。


「俺の活躍する回にしてさあ」


「そうだね、ちょっといいネタだよね」


　ＡＤはうなずくと「隔離室、見学出来る？」と広報に尋ねる。


「宜しいですよ、地下三階になりますが」


「うわー、なんかＳＦっぽいな！　なあ、見に行こうぜ、センセ」


　柴田は「俺はいい」と答える。いわゆる「ガウンテクニック」と呼ばれる無菌室は、悪性腫瘍の術後などに使われるのでもう経験済みだ。目新しいものではなかった。


「そんなこと、言わないでさ」


　広報とスタッフたちはエレベータへと向かう。朝比奈は慌てて柴田の腕を取った。


「な？」


「どうする、五月？」


　柴田は江森に意見を求める。


「えーっ」


　いきなり振られて江森はうっと詰まった。実はちょっと見に行きたい、と広報担当の説明を聞いて以来、思っていたのだった。つい先だって、宇宙から降ってきた致死性ウィルスの治療法を科学者達が地下施設で研究する、というＳＦ映画をＴＶで見たばかりだ。朝比奈の申し出に乗るのは癪だったが「なんかＳＦ映画みたいじゃない？　見に行こうよ」と答える。


「そっか、じゃあ」


　柴田が朝比奈に腕を取られたまま歩き出すので、江森は急いでもう片方の腕を取る。


　大柄な刑事二人に両腕を取られ、連行される犯人、といった形だが、柴田は気にもせず歩き続ける。


　ＡＤとスタッフたちは先に箱に入り、扉を開けて待っていたが、そこへ大量の荷物を載せた大きなカートを引いて業者が乗り込んできた。それ以上の乗客が立つ余地はなくなってしまい、柴田達は扉の前で歩を止める。


「あ、隣のにお願いします」と広報が業者に言ったが朝比奈は「俺らが隣のに入るよ」と応じる。


「でももう一人ぐらいは乗れんじゃねーの？」


　意味ありげに江森を見る。


（冗談じゃないっ）


　地下三階だからすぐに到着するだろうが、たとえ僅かな時間でもエレベータの中に柴田と朝比奈を二人にさせるなんてことは許さない。


「三人一緒に乗りますよ」


　隣の箱の扉が開くと、再び犯人連行状態で三人は乗り込んだ。


（くっそ……）


　朝比奈は心の中で舌打ちをする。江森が腕を離したらその隙に柴田を引きずり込んで「閉」ボタンを押すつもりだった。


　エレベータの扉が閉まり、大柄な男二人の視線が柴田の頭の上で火花を散らす。


　箱が降下を始めたその瞬間。


　ガクンという音と続いて大きな揺れが箱を襲った。ただちに降下が停止する。一瞬、灯が消えたがすぐまた明るくなった。


　箱は小刻みに揺れ続ける。


「な、なんだ、地震か？」


　電光掲示板が扉の上にあって、そこに「震度４以上の地震が発生しました」とテロップが流れる。「最寄り階に停止いたします」と続いたが、箱は上昇も降下もしない。


「ちょ、ちょっと！」


　江森は慌ててパネルに近寄った。非常停止ボタン及び全てのボタンを押してみるが、箱の動きはない。


「朝比奈ッ、なんか、悪いことを企んだんじゃないだろうなッ」


　怒りの形相で江森が振り返るので、柴田は「地震だろ」と冷静な声を出す。


「それより、どのくらいの震度だったんだろう。そっちのが心配だ」


　江森は携帯をスーツの内ポケットから取りだした。工事中でしかも地下だったが、幸いＬＡＮに繋がった。


「震度４だ、そう大きくないみたいだよ。ええと、震源地は関東南部、よかった、津波の心配はないって」


「そっか。普通は最寄り階に停まって扉が開くんだけどなー。まだ工事中だから巧く作動しないのかな」


「そんなの困るよー。外部に連絡出来ないかな？」


　江森はインターカムを押してみるが、どこかに繋がっているふうもない。


「まだ工事中だから、システムが完全じゃないみたいだよ、どうしよう！」


　それでも柴田は冷静に現状を分析する。隣の箱がもう地下三階についていれば、こちらの箱が停まっているのが判るだろう。


「まー、こっちが閉じこめられてるのは広報の人にも判るだろうから、すぐ助けを呼んでくれるよ。向こうも閉じ込められてると困るけど、その場合はお前の携帯で森専務に知らせればいいだろう？　朝比奈君だって持ってるだろうし」


「さっすが、浩司さん、あったま、いー！　僕なんて慌てちゃったよー」


　頭を掻く江森に柴田は苦笑いをする。それでも携帯を持っていないのは自分だけなのだと気づいた。


「けど、やっぱ、携帯ってこういうときには必要なんだなー。俺も持とうかな」


「そうだよ、浩司さん、今どき携帯持ってない人なんていないんだからさあ。そうすれば院内で切ってても伝言とかメール出来るしぃ。待ち合わせのお店とか指定出来るじゃん」


　恋人同士の日常会話をしている間にふと江森は朝比奈が沈黙していることに気づいた。オレ様な朝比奈がこういうときにカッコをつけないわけがない、と驚いて視線を移す。


　朝比奈は青い顔をして箱の壁に寄りかかっている。柴田も江森の視線を辿って朝比奈の異状に気づいた。


「どうした、朝比奈君」


　江森は「まさか怖いんじゃないよね？」と軽くいなす。


「天下のトレンディ俳優がそんなことはないよねー？」


　からかいの口調にも朝比奈は反応せず、唖然として江森は朝比奈を見詰めた。


「げーっ、浩司さん、こいつマジでヤバそうだよ？」


　だな、と柴田は朝比奈の肩に手を掛け「とにかく座れ」と言った。


「君、ひょっとして閉所恐怖症か？」


　朝比奈はふらふらと床に腰を下ろす。僅かばかりのプライドは残っていて「ちげーよ」と呟いた。


「お、おれに怖いものなんて……」


　それ以上続けられずに朝比奈はぐったりと首を落とす。


「君、何も言わなくていい」


　柴田はハンカチを取り出すと、朝比奈の額を拭った。


「五月、森さんに連絡を取ったほうがいいだろう」


　十分ほど経って判明したのは、多くの場所でエレベータが停まっているため、管理会社の人間が来るのはだいぶ先、ということだった。


　その知らせに朝比奈は「じょーだんじゃねーよ」と呻く。


「早く出してくれ！　じゃなかったら、天井から出る！　そうだよ、あの穴から出てよじ登ってやる！」


　朝比奈はじたばたと暴れだし、エレベータの箱がゆらゆらと揺れる。江森と柴田は焦って手足を押さえた。


「朝比奈君、危ないから駄目だ！　我慢して待っていれば……」


　柴田の呼びかけにもかかわらず、朝比奈は粗い息をつき始める。やがて「苦しい」と言い出した。


「て、手が痺れる……」


　壁により掛かり、朝比奈は自分の手を目の前に持っていく。


「お、おれ……手が……」


「まずい」と柴田はポケットを探る。


「五月、袋なんか持ってないよな」


「ええーっ、持ってないよぉ」


　だよな、と柴田は仕方なくハンカチを出した。


「過剰換気症候群だよ、呼吸が速くなって、血液中の二酸化炭素が少なくなるんだ。朝比奈君、ゆっくり息をするんだ」


「わ、わかった」と言うものの、朝比奈の呼吸は変わらない。胸は大きく早い上下を続ける。柴田はハンカチを朝比奈の顔に被せるが、「苦しい」と呻いて取ってしまう。


　やがて朝比奈は床に伸び、荒い息を付きながら背中を反り返らせた。


「センセ、助けて！」


　柴田はきゅっと眉根を寄せると朝比奈の上に覆い被さる。そして朝比奈の唇に自分の唇を重ねた。


「浩司さんッ、なに、すんだよッ」


　慌てて江森は柴田の肩に手を掛け、引きはがす。


「なんでキスなんかするんだ！」


　柴田はひどく真面目な表情だ。


「五月、お前も俺にやってくれたじゃないか。キスすると呼吸がゆっくりになって、過換気が治ると思うんだ」


「あ……」


　そう、以前柴田は不安からパニックになり、過換気を起こしたことがあった。それがどういう病態かは知らなかったが、恋人としての本能から江森はディープキスを繰り返し、柴田の呼吸は落ち着いたのだった。


　速い呼吸は口呼吸によるものだ。口を塞ぐことで呼吸回数を抑制出来たというわけだ。


「でもっ、浩司さんがこいつにキスするなんていやだ！」


「だってしょうがないだろう？」と言いながら再び柴田は口を近づける。


「ようするに治療なんだから」


「解ったっ」


　江森は心を決めると柴田をもう一度引きはがす。


「僕がやるっ」


　朝比奈にキスするなんて冗談じゃない、と思ったが選択肢はなかった。柴田を押し退けると朝比奈の口に吸い付いた。


「じょ、じょーだんじゃね……」


　吸い付かれた朝比奈も引いたが、それでも江森の口のおかげで息を早く付くことが出来なくなる。江森のキスの合間に深い息を付く。


「く、くるしい……」


　呻く朝比奈の耳元で、柴田は「落ち着いて……大きく息を吸って」と繰り返す。


　やがて大きな胸の動きも収まってきた。


「五月、よくなったぞ！　お前のおかげだ！」


　嬉しそうな柴田の声に江森は顔をしかめて吸い付いていた口を離す。


（なんてことだ……浩司さんが言わなけりゃ、元々絶対こんな奴に……）


　それでも柴田が朝比奈にキスをするよりはましだった。


　朝比奈は額に汗を滲ませたまま、上体を起こし、壁により掛かる。柴田をうっとりと見詰めて「ありがと、センセ」と言った。


「ちょっと、なんだよっ、僕に礼は言わないのかよっ」


　むっとする江森に朝比奈はふんと鼻を鳴らす。


「言うか！　てめーがいなきゃ、センセとチューが出来たんだ」


「なにー？」


「ケッ」


　呆れ顔で柴田は二人の間に割って入る。


「とにかく地震もそう強くなくてよかった。このまま救助を待とう」


「センセ、手を握ってくれないかなー？」


　甘えた声を出すと朝比奈は手を差し伸べる。柴田が「ああ」とその手を取るのでまたしても江森は「なんだよっ」と大声を出す。


「五月、また発作を起こすかも知れないだろ？」


　たしなめる柴田に江森は「くそ！」と朝比奈を睨んだ。


（こいつ……浩司さんのプロ意識を逆手にとって……）


　柴田の表情は単に医師として心配しているのに過ぎない、と頭では解っていたが……。


「じゃあ、僕が握ってあげるよ！」


　またしても選択肢はなく、江森は柴田の手を引きはがすと、自分から朝比奈の両手をがっちりと掴んだ。


（これで浩司さんには触れない）


　お互いに先に音を上げまいと、二人は力を込め合った。双方とも、真っ赤な顔になった瞬間。ガタンと箱が動き出す。同時に携帯の着メロが鳴った。


〈朝比奈さん、復帰しました！〉


　嬉しそうなＡＤの声が響き、箱が停まって扉が開いた。


　手を握り合っていた江森と朝比奈はぱっと離れる。しかし離れる前に江森は「弱点を握ったからな」と囁くのを忘れなかった。








　秋の日暮れは早く、一行が建物の外に出るとすでに夜の帳が降りていた。


　揺れはかなり強かったようで、積み上げられていた器財が一部崩れているところもあり、閉じこめられた状態だった柴田たちは目を見張った。


「さっきの地震、一部では震度５だったそうですよ」


「あんまり被害はなかったらしいぞ？」


「よかったなあ、あの日のことを思い出したよ」


　スタッフの言葉を聞きながら朝比奈はチラチラと柴田を見る。「なあ、センセ」と小声で話しかけた。


「俺のこと、バカにするかい？　あんなカッコ悪いとこ、見せちまってさ……」


　ううん、と柴田は首を振る。


「俺も一時、具合が悪くなったこと、あるんだ。誰にでも弱点はあるよ」


「え、あんたにも？　すげーエリートでかっこいいじゃないか？」


　ううん、と柴田は微笑んで朝比奈を見上げる。


「医者も患者も同じ人間だよ。もし君が医者の役をやるのなら、そういったことを表現すると、リアリティが出るんじゃないかな？　仕草なんかよりそっちのほうが大事だと思う」


「先生……」


　うっとりと朝比奈は柴田を見詰める。


（やっぱ、最高だぜ……）


　きつい眼で睨んでいる江森ににやりとしてみせる。


（ま、今んところは預けといてやるよ。そのうち必ず俺のものにしてみせるからな）








　ミラージュに乗り込むと柴田は「ごめんな」と言う。


「なんで浩司さんが謝るのさ？」


「だって閉じこめられちゃったし」


　江森はベルトをかけながら「地震は浩司さんのせいじゃないじゃない」と応じる。


「そりゃ、あいつにチューしたのは勘弁、って感じだったけど、浩司さんがするよりいいし」


　柴田はじっと江森を見る。


「あのな、俺、思い出したよ……ほら、具合が悪くなって、記憶が飛んだこと、あったろ？」


　ええっ、と江森は内心ぎくりとした。


「え、あの時のこと全部思い出したの？」


　ううん、と柴田は首を振る。


「そうじゃない、不安だったときもいっつもすぐ傍にお前がいてくれたんだってことを……だから俺、安心できたんだってこと……」


　手を伸ばし、サイドブレーキを握っていた江森の手の上に重ねる。


「浩司さん……」


　甘い言葉を期待した江森だったが、柴田の口から出たのは「朝比奈の奴もきっと安心したんだな」だった。


「浩司さんったら……」


　それでも呆れ顔の江森に「ありがとう」という言葉が届いた。


（浩司さんがよければ僕はいいんだ）


　それは一生柴田の傍にいようと決心したときに思ったことなのだ。


　江森はにっこりして「じゃ、いくよ」と声を掛けた。


「今夜はどっかで美味しいもの食べて、で、うんとエッチしようね」


「うん」








　赤いミラージュが走り去るのを見ながら朝比奈は「さっきの話だけどさあ」とＡＤに話しかけた。


「ねえ、エレベータに閉じこめられる話なんてどう？　刑事と犯人と医者、三人がさ。そこにレスキューが来るんだ」


「いいねえ、それ！」


　朝比奈は心の中で「数字を取ってやる」と決心する。


（大スターになりゃ、先生も惚れるに違いないって）


　そう、柴田だって少しは気があるに決まっている。朝比奈は思い、拳を握り締めた。


（でなきゃ、いくら治療だからってチューしようとするはずないさ）





ＥＮＤ　　　
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電子書籍ストアで好評発売中！
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恋愛処方箋　Vol.1+2

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


製薬会社のＭＲ江森（えもり）五月（さつき）は営業先の大学病院で若手外科医柴田（しばた）浩司（こうじ）と出会い、一目で恋に落ちる…。医者モノＢＬの名作・恋愛処方箋がついに電子書籍で読める！

紙版１巻と２巻に新作書き下ろしのついたお得な一冊です。
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恋愛処方箋　Vol.3+4

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


内気で無愛想な外科医・柴田浩司と恋人の営業マン・江森。仕事の忙しい二人はすれ違うことも多く、誤解や諍いを乗り越えて愛を育んでいくが、さまざまな事件が起こり…。
愛と癒しとエロスが詰まった1冊をいつでもあなたの傍に！
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恋愛処方箋　Vol.5+6+7

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


江森と柴田の恋の行方は？　医者モノBLの名作、第１部大団円編、まとめて胸キュンしてください！
文庫本３冊に、描き下ろしオマケもついてお得です！
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情熱の月暦　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


オースチン校の司書・ウィリアムは十二世紀から続く魔術師の子孫、そしてジョン・ウルフ・ソレント・ハンター男爵は人狼。二人の綾なす愛とエロス&ミステリアスなビクトリアンファンタジー、ぜひご賞味を！

講談社WH文庫の名作が電子書籍で楽しめます！
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ディケンズなんて怖くない　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


愛しの人狼小説版第２弾、講談社WH文庫の名作が描き下ろしカラーイラストのついた電子書籍になりました。

魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのロマンティックファンタジー！

表題作ほか中編一作収録です。ぜひごらんください。
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東から来た少年　愛しの人狼（小説版）

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


ビクトリアンイングランドを舞台にした魔術師ウィリアムと人狼男爵ジョン・ウルフのファンタスティックロマンス「愛しの人狼」待望の書き下ろし！

電子版でしか読めない最新作です。

表題作のほか、「晴れ、ときどき犬」を収録。

ＢＬ小説を超えた異色作、未体験の人は第一話を！
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オレ様な料理長

著者　檜原まり子

イラスト　天音友希


マーケティングリサーチ会社に勤める関知広はフレンチレストラン「フォンテンブロー」の経営立て直しを依頼される。

フォンテンブローの総料理長はかつて高校時代に関がさんざん面倒を見た「オレ様」性格の阿部貴明だった。

グルメな貴女に贈るデリシャスボーイズラブ！

講談社WH文庫の復刊が電子書籍で読めます！
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仁と任

著者　檜原まり子／月夜堂

イラスト　桜遼


医は仁術、ヤクザは任侠をキーワードにした中編二本を収録。
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ずっと君のことが

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急救命センターを舞台にした医者モノＢＬ小説。

ＢＬではありますが、本格的医療ドラマとしても楽しめます。

最近のＴＶ医療モノより面白いこと間違いなし！


紙版の上下巻と雑誌掲載中編（文庫本未収録）と書き下ろしショートストーリーをまとめたお得な１冊です。
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見つめていたい

著者　檜原まり子

イラスト　桜遼


救急室を舞台にしたERロマンス、「ずっと君のことが」続編。

救急救命医衛藤と朝倉の恋の行方は？



文庫本上下巻に同人誌発表作品、それに書き下ろし新作がついたお得な電子版です。
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